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(4)研 究成果 の発 表


























































































2)情 報科学 セ ンター


















































































5.研 究 所 日誌 166
1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が 国の国際池 月溜1測 年　.IGI　 参加の ・環 と して,昭 和31年 に 」二値観測隊が 南柏{に出発 して以 来,南 極地域観測
隊は,・ 時 期の 中断期 間 を除い て,毎 年派遣 され,極 地研究 は着実 に発 展 して きた、その結 果,南 極地域 観測隊 並び
に極地研究 の中核 となる機関 を設 置する必 要が 南極地域観測統 合推進 本部,日 本学術 会議 及び関係者か ら強 く要望 さ
れた。昭和37年4Jjlf・:1ぐ,:科学 博物館 に極地関f系の資 料室 兼事務室が設 置 されたの を皮切 りに,川1{次 これが 極地学課,
極地部,極 地研 究部,極 地研究 セ ンター と発展的 に改組 されて きた.し か し,我 が 国の南極観測 事 業の よ り 一層の進
展 のため,昭 和48年9月2911に 国 、1・:科学 博:物館極地研 究セ ンターが発展 的に改組 され,大 学 共同利用機関 と して,国
立極 地研究所が 創設 された
昭和48年9月29日 国立極地研 究所創設 研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理 部2課6係 及 び事業部1課2係 が設 置






















研究系に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設f置され,寒 冷生物学
研究部門が寒冷生物学第 一研究部門 と寒冷生物学第二研究部門に改組 された。
研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第1研 究部門に改組
され,寒 地Il学 研究部門は極地設営 工学研究部門と改称 された。
資料系に限石資料音ll門が設置され,み ずほ基地が観測施設 となった。
研究系の極地気象学研究部門が廃止 され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された、(時限10年)
研究系 に領有研究剖1門,資 料系にオーロラ資料部門が設置 された。
北極圏環境研究センターと情報科学セ ンターの2研 究施設が設置され,資 料系のデータ解析資料
部門が廃止されたご










大学共同利用機関 として設置され(国sltl学校設置法の 一部 を改正する法律,昭 和48年 法律第103}ナ),極 地に関する
科学の総合研究及び極地観測を行 うことを目的とする。
2)主 要事業
ア)共 同 利 用





南極地域観測の中核機関として,観 測 事業の実施及び観測隊の編成の準!j}}その他の協力業務を行い,並 びに観測成




































情 報科学 セ ンター
















雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地 殻 活 動 進 化 研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部 門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒 冷生 物 学 第 一研 究 部 門
※寒 冷 生物 学 第 二研 究 部 門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
低 温 資 料 部 関
南極限石研究セ ンター
















































「注1〔}内 は客 員教'}'fの宝 貝で外数である は外 国人客 員教授 で外数てあ る
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敷 地 面 積

















研 究 所 配 置 図
ll.　研 究 活 動
国 ウ1極地研究所の教官 客 員教官 を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究グループ,気 水圏研究
グループ,地 学研究グループ,生 物学研究 グルーフ,及 び極地設営1:学 研究 グループに所属 し,研 究 に従事 している。
各研究 グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏 まえ,年 度ごとの研究計画を、:tl棄し
実行 している、
平成10年 度に行われた研究活動を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び1シ ンポジウム等」に区分 してまとめた、
「研究」においては,各 研究グルーフごとに,教 官ごとの研究課題を 「・般研究」に,所 外の研究者との共同研究
の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助金による研究」にまとめ,
研究の成果 として,学 会誌等に発表された論文や,学 会 ・シンポジウムでの口頭発表を 「研究成果の発表」に各々ま
とめた。
「国際共同研究等」では,北 極圏のスバールバル諸島における研究活動,及 びア イスランドでの研究活動の概要を
まとめた。
「シンポジウム等」では,国 立極地研究所1催 の5つ のシンポジウム(極 域 における電離圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学 シンポジウム,南 極限石シンポジウム,極 球生物 シンポジウム)の 概要
について,ま た,共 同研究の 環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題目等をまとめた、
1.研 究
1)超 高層物理学研究 グループ
(1)一 般 研 究
放射線帯高エネルギー粒子の計算機 シミュレーション 教授 江尻全機
磁気圏物理学で放射線帯高エネルギー粒子の振舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴 うプラズマシー トか ら環電流領域
へのエネルギー注入の過程(リ ングカレン ト形成)や 高緯度オーロラ粒s'一の起源,低 緯度オーロラの原因等と密接に
関連 し,さ らに,宇 宙空間(特 に放射線帯)で の宇宙利用(通 信 ・放送衛星,気 象衛星,地 球探査衛星,ス ペース ・
ステーション等)に 対する宇宙天気 予報 という観点から重要な研究課題である。これ迄,理 論 シミュ レーションの新
たな計算手法の開発を行い,高 エネルギー粒 壬分布の時間発展を求めることが出来,磁 気圏内での粒 」㌃損失過程及び
環電流形成に伴 う地球磁場変動 について検討 した。 さらに,太 陽風の諸条件に対する磁気圏の応答を研究 した,
南極点 にお けるオー ロラと大気光 ダイナ ミックスの研 究
教授 江尻全機,教 授 麻生 武彦,教 授 岡野 章一一,助 教授 田日 真,助 手 岡田雅樹,助 手 堤 雅 基
1996年 に南極 点基地 に設置 され た超高感 度全天 イメー ジ ャ　「.KSLi　は,昨 年 に引続 き,1998年 南半球 冬期 にお いて
も稼働す る事 が出 来た。人Il衛 星 を経 由 しての イン ター ネッ トを使 用 し,基 本 的な オペ レー シ ョン ・コマ ン ドの送出
と,1日 数枚 の ク イック ・ル ック画像の取得 を行 って,正 常 な機器 の運用 を行 うことが 出来た。但 し,全 デ ー タは光
磁 気デ ィス クに蓄積 されてい るの でその デー タ回収,さ らに1年 毎 の機器 メンテナ ンス(感 度較正,テ ー プ装置 の設
置,焦 点調 整等)の 為,1998年11JJに 田 日をアム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南極点基地 に派遣 した。南 極域で の輸送等 につい
ては,国 立 極地研究 所 と米 国科学 アカデ ミー　NSF〕 　との協定 で 米国南極観測事 業の 環 として実施 された。昨 年得
られたデ ー タか ら,昼 間側 カスプ/ク レフ ト帯 のオー ロラの動 き と高エ ネルギ ー粒1一の動 きの新 しい観測 事実が 明 ら
か になって きた、 ・昨 年の 全デー タはホー ムペ ー ジhul):〃、へ、、V.lliPr.a℃jp/～asi-(lp/にて全世 界の研究者 に公 開 され てい
る。
ALISに よるオー ロラ ・夜光 と トモグラ フィーの研 究 教授 麻生武彦 ,教 授 江尻 全機
オー ロラ トモ グラフ ィー はCT　 (計 算 トモ グラ フ ィ)の 技法 を応 用 して複数の 単色 光オー ロラ画像 か らオー ロラの
3次 元構造 を復元 し,オ ーロ ラ生成の物理 過程や オ ーー ロ ラ ダイナ ミックスの解明 に繋がる知 見を得 よう とする もの で
? ?
あ る。本研 究は,南 極昭和基 地周辺 におけ るステ レオ立体観測 の解析 を鳴 矢 と し,そ の後 アイス ラン ドで の長基線 ス
テ レオ観測 を経 て,ス ウェー デ ン ・キ ルナの スウ ェーデ ンスペ ー ス物 理研究 所 のALISグ ルー プ との国際 共 同研 究 に
発 展 した。 本 年 度 は,光 学 較 正 結果 を もとに した発 光光 度 の 絶対 値 再較 正,前 年度 に引 き続 い てのFAST衛 星や
EISCATレ ー ダー との コ ンジ ャン クシ ョン観測 が継続 して行 われ た。 また,　EISCATヒ ーテ ィング/ALISIi〒J時 観測実
験 にお いて,オ ー ロ ラが な く,背 景電 子密 度が ヒー テ ィング周波 数 に対 して 十分 高い好 条件 ドで,ヒ ー テ ィングの
ON/OFFに 伴 う630nm夜 光 の定量 的 画像 デー タの取 得 には じめ て成功 し,国 際共 同研 究 と して詳 しい検 討が進め られ
ている。
EISCATレ ーダーによる中層大気 ダイナ ミックスの研究 教授 麻生武彦
大気潮汐波は 主に下層で励起 され,ヒ 方への伝播に伴い,中 間圏から ド部熱圏にかけて中層大気 ダイナ ミックスに
おける主要な波動成分 となるが,伝 播途一ヒでの平均流や重力波や大気乱流,プ ラネタリ一波 との相 互作用や散逸など
を通 じその様相は種々の時間スケールの変動 を示す。中緯度については,従 来から流星レーダー観測 と計算機モデリ
ングによりこれらを定 量的物理学の範疇で捉 えて きたが,極 域においては高次モー ドの卓越や,サ ブス トームなどに
関連 したh方 か らの電磁力学的擾乱などが相加わ りその様相をいっそ う複雑にする。これをEISCATレ ーダーを中心
とし,こ れに呼応 した各種 レーダー,光 学観測機器を駆使 し,計 算機モデリングの拡張 と並行 して解明することを目
的 としている。1998年8月 にはEISCATス バルバールレーダーでクラッター除去により始めて可能 となった90-120km
高度の大気潮汐観測が,英 国のグループが中心 となって行われ,我 々も独 自の解析 ・検討を行った。引 き続いて,極
地研究所 とノルウェーの共同による大気波動観測特別プログラム観測が行われ,10月 には大気乱流の観測 と解析,
1999年3月 には,東 西 ・南北成分同時観測による大気潮汐波の属性観測によって新 しい知見を得た。
可視 オーロラ とSuperDARNレ ー ダー とで同時観測 され た準周期 的現象の研 究 教授 佐 藤夏雄
昼 側の オーロラにつ いてはこれ まで様 々な研究 が行われてい るが,そ の細 かい空間的,時 間的発展は まだよ くわか っ
てい ない。 南極 中山基地 の磁 気緯 度 は(:USp/cleft領 域付 近 に1{t:置して お り,そ の地理 と地磁 気 の緯 度 ・経 度の 関係 か
ら,午 後側 でのP∫視 オー ロラ観 測 をす るこ とが 可能で あ る。 また,昭 和基地 第:レ ーダー　(Syowa　 East　HF　 radar)
は中国 中山基地 ヒ空 をカバ ー してい るこ とか ら,午 後側 の時 間帯 で生起す るオー ロラ現 象の両 者の比 較観測 は興味 深
い。
1997年8月3日 には,昭 和 第一:レー ダーが中山基地 ヒ空 を高時間分解能 で観測 していた。 幸運 に もこの 日の中山基
地 は快晴 で,地 ヒの全 天TVカ メラ との同時観測が で き,こ れ まで にない両者の比較研究 が 可能 とな った。
初 期解析結 果で は,こ の 日のHFレ ー ダー 及び全 天TVカ メラにそれぞ れ午後側現 象 に特徴 的で ある時 間的/空 間的
な準 周期 的 な変動 現象 が出現 した。 この時 の周期 は5～10分 の準 周期 的現象 であ った。全天TVカ メラで は東西 にの
びたアー ク状 の オー ロラが9回 にわた り明滅 を繰 り返 し,そ の空 間的変動 にお いてはmultiple　 arcやvortexを 伴 う も
の,ア ー ク(ま たは アー クの 一部)が 低緯度 か ら高 緯度へ次 々に移 ってい く姿 が確 認で きた。 この時間帯 のHFレ ー
ダーのエ コーに も似 た ような周期 的変動が確 認で きた。特 に ドップラー速度 の変動 は,エ コー強度の変動 よ りも短い
周期 で,か つ急 激 に方向が変化 していた。
イメージングリオメータにより観測 されるオーロラ現象の南北半球共役性 助教授 山岸久雄
オーロラ現象は磁気圏尾部で加速されたオーロラ粒 子が南北極極ヒ空に降込み大気を発光させる現象である。従って,
南北極で対称的に発生すると考えられている。 しか し,春,秋 分期 を除 くと,両 極の'方 は日照下(白 夜)で あるこ
とが多い。従って,光 学観測によりオーロラの南北半球共役性を調べ ようとすると,春,秋 分期に限られる。光学観
測ではさらに両極の観測点が晴天であるという条件 も加わるため,実 際に共役オーロラを光学観測できる機会は非常
に少ない。イメージングリオメー タはオーロラに伴 う電離層電波吸収を高空間分解能で測定することよりオーロラを
イメージングする装置である。日照の有無や晴天,曇 天の如何 に係わらずオーロラのイメージングが可能なため,オ ー
ロラの南北半球共役性 を調べるためには,非 常に有効 な観測機である。われわれは1992年 以来,南 極昭和基地一アイ
スランド地磁気共役点にイメージングリオメータ設置 し,通 年連続観測を行い,オ ーロラの南北半球共役性 を統計的
に調べている。 これらのデータを解析 した結果,以 下の点が明らかになった。
(1)オ ーロラサブス トーム開始に伴 う,極 方向に発展するオーロラの共役性は良 く保たれているが,そ の後のオー
ロラ活動では共役性が乱れる。
(2)(1)項 の共役オーロラの出現緯度は季節により変化 し,夏 半球では低緯度側 に,冬11球 では高緯度側にずれる。
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その季節変化 の緯度幅 はオー ロラ帯 親測点で は2-3度 である
(3)極 方向 に発 展す るオー ロラの 移動速 度は,昭 和基地 とア イスラ ン ドを比 較す る と,昭 和 基地 の 方が 平均 して15
%禾呈∫変」速し＼、
(2)項 の原因 は地球 の磁 力線 が ノく陽 風 との相1111乍用に よって変 形する にあ た り,キ ーパ ラメー タである地磁 気軸 と太
陽風速度 の交角が 季節 によ り変化す るため と考えられる(3)項 の理 由 と して,昭 和 基地 は,ア イス ラン ドに比べ,地
磁 気伏 角が小 さ く,磁 場 強 度が弱いため.磁 気赤道 面の磁ノJ管を両 半球 に投 影 した場 合,昭 和基地側 の径が10%余 り
大き くなる こ とと関連 して いる つ ま り磁 気赤道面で の変移速度 を磁 力線のfo(エt　pomtに 投 影 した場 合,昭 和基 地側
が見か け ヒ速 くなるため,と 解 釈で きる
月周回探査衛 星搭載 プ ラズ マイメー ジャによるオ ーロラ ・大気光 の研 究
助教授 田lI　 真,教 授 岡野 章 一,教 授 江 尻全機
2003年8月 に打 ち ヒげj;定 の1]探 査周 【[il衛星　(SELENE)　 に搭 載 され る地球 超高層 プラズマ イメー ジャー　(Upper
Atmosphere　 amd　Plasma　 Imag(・r:　uPuの 開発 を進め ている。UPIは 共役点 オーロ ラの同時撮像 及び大気 光の グローバ
ル イメー ジ ングを目的 としてい る 南北共役点 オー ロラを同 一画像 に撮 像す るこ とは,観 測 の同時性が完 全であ り,
発 光強度や 形態,時 間発 展,位 置関係の詳細 な比 較が容 易に 口∫能であ る。 また ノく気 光の イメージ ング観測 か らは大規
模 大気重 力波 の伝播 を地球規模 で 初めて[・∫視化す る こ とが期 待 され る、,'F成10年 度 は昨年度 に引続 きFMの 設計 を進
め た。 その結 果,　UPI-TUV　 (紫 外 望遠 鏡1に つ いて技術 的 な問 題が明 らか にな り,　1]PI-TUVの 搭載 は断念 した。極
端紫外 望遠鏡((TI'1--TEX・ と可視望遠 鏡　(UPI-TVIS)　 につい ては光学系,電 気系 設計 を詰 め,そ れ に基づ いて構造,
感度,デ ー タ取 得 方法,テ レメ トリ ・コマ ン ド,　HK項 目を検 討 した 、重量 を集計 し,計 量化 の対 策を講 じた。 また
使用 す るCCDの メー カーお よび型 を選 定 し,そ れ に合わせた駆動 回路 の試作 に着 手 した。UPIは ハ イゲ イ ンア ンテ ナ
コ ンパー トメン トに搭載 される とい う前提 で設計が進 め られ たが ,追 尾精度 が足 りない とい う問題 が生 じた。 またハ
イゲ インア ンテナの設計 ヒの 問題 も明 らかにな り,そ こか ら降 ろ さざるを得 な くなった。その ため急遽 年度末 にな っ
てUPI独 自で地球 を追尾 するため の2軸 ジ ンバ ル を持つ とい うノ∫向 で検 討 を聞及f}した。
昭和基地新 型掃天 フ ォ トメータの開発 助教授 田U真 ,助 手 菊池雅行
磁気 子'「線 に沿 ったオー ロラ発 光強度 のモニ ターの ために昭和基地 に設置 されてい る掃 天 フォ トメー タが 老朽 化 し
たため,そ れ に代 わる新 しい掃 天 フォ トメー タを設計 し製作 した。従 来の掃 天フ ォ トメー タは視野 を振 るための 大 き
な鏡 を周 期的に往復 回転 し,一 一定 方向 に導 入 された光 を ダイクロ イック ミラーで各波長検 出用 フォ トメー タに分配 す
る方式 を採 っていた。しか しこの 方式で は現場 での校正 ランプによる感 度校IEし かで きず,フ ィル ターや ダ イクロ イッ
ク ミラーの透過 スペ ク トルの経 年変化 を知る術が なか った。そ こで新婦 天フ ォ トメー タでは鏡や ダイ クロイ ックミラー
は用いず,8本 の フ ォ トメー タを ・つの ノくきな掃 天プラ ッ トフォー ムに載せ,全 体 を振 る方式 に した。 フ ォ トメー タ
はプ ラッ トフ ォームか ら容 易 に取 り外 す ことがPi∫能で,1シ ー ズン毎 に持 ち帰 り国内で再校 正 され る。 この 方法で感
度 の厳密 な維持 が 日∫能 となる。 またフ ィルター透過 特性の温 度に よる シフ トを避 けるため,ヒ ー ター と温 度調節器 に
よって掃 天フ ォ トメー タ内部は10℃ に保 たれ る.装 置は'「成10年10月 までに完成 し,第40次 南極 地域 観測 隊に よって
昭和 基地 に設置 され た。 第40次 隊で使 用 され るフ ォ トメー タは5本 でNジ1NG427.811m,Hβ484.9～486.1111n、Hβ
(BG)487.411m,OI557.7nm,ol630.Onmを測定 す る、,デー タ収録 システム は超高 層モニ タリングシステムATLAsに
準 じた ものが備 わる。
ファブ リーペ ローイ メージ ャーに よる極域 中間圏 ・熱 圏 ダイナ ミクスの研 究
助教授 田 日 真,教 授 岡野章 ・,教 授 江尻 全機
第V期5カ 年計 画 に沿 って昭和基地 に設置 され る計 画の フ ァブ リーペ ロー イメージ ャーは ヒ部中間圏 ・ド剖1熱圏 中
性 ノく気の風速 と温 度の2次 元分布 を測定す る装 置で ある.こ れ らの高度領域 での オーロ ラ活動 と大 気 ダイナ ミクスの
関係,大 気 ノく循環 パ ター ンの モニ タ リングを目的 とする 平成9年 度 に引 き続 き,フ ァブ リーペ ロー イメージ ャーの
開発 を進 めた,フ ァブ リーベ ロー イメー ジャーの 光学 系 につ いては年度 前半 で設計 を固め,後 半か らは集 光光学 系及
び リ レー光学系の 製作 に取 りかかった,ま た コリ メー タ用 大日径 レンズを製作 す るためのガ ラス材 料 を手配 した。 こ
の フ ァブ リーペ ロー イメー ジャーの設計 で最 も重要な点 はエ タロ ンの安定化 であ る.エ タロンギ ャ ップは スペ ーサー
の温度変 化やギ ャ ップ間の空 気の密 度変化 に よって 変動 す る、 しか しこれ に使 用す るエ タロ ンは気密 セ ルに入れ られ
てあ るので気圧変化 は考慮 しな くて良い エ タロンスヘーサ ーの温 度 を+0.05℃ 以内で ・定 に保つ ため に,エ タロン
q
チャンバーの周囲をウォータージャケッ トで覆う方向で検討 を進めた、,また周波数安定化He-Neレ ーザー光 を使った
エタロンギャップモニ ター ・安定化 システムを設計 した。オーロラを光源として風速及び温度を導出する場合には,
オーロラ発光の時間的 ・空間的非 様 性が問題になる。その対策 として①エ タロンギャップの高速スキャンに同期 し
て画像取得することによる時間的 ・空間的平均化,② 全天 イメージャーデータを使 った発光強度分布補正,の どちら
か 二つの方法で対処する。 どちらを採用するかはCCDの 読出速度に依存するので,　CCD機 種 を決定する来年度に持
ち越 した。
水星大 気圏 ・磁気 圏の光学的探 査に関 する研 究 助教授 田 口 真,教 授 岡野章 一,教 授 江尻 全機
PLANET-Bに 続 く次期惑 星 ミッシ ョン候 補 と して水 星探 査が提 案 され,平 成9年5月 に水星探査 ワーキ ンググルー
プが 設立 され た。 極地研超高層 グループは国内の 光学 リモ ー トセ ンシ ングによる超高層 大気研究 をリー ドす る立場か
ら,東 大,東 北大,通 総研 とともに,可 視光か ら極端 紫外 光を使 った水 星大気圏 ・磁 気圏の イメー ジング観 測 につ い
て検 討 を開始 した。 科学 目的,観 測可能性,機 器 デザ インにつ いて検 討 を重ね,水 星探査機 へ の搭 載機器 と してAt-
mog.　phere　and　Magnetosphere　 Imager:　AMIを 提案 した。AMIは 可視 イメー ジャー(AMI-V),水 素吸収 セルフ ォ トメー
タ(AMI-L),真 空紫 外分 光計(AMIG),共 通電 気 系(AMI-E)で 構 成 され る。　AMI-Vは ナ トリウムD線 で水 星の ナ
トリウム大気の動態 を明 らかにす る。　AMI-Lは 吸収 セ ル法 に よ り中性 水素 コ ロナの分 布 を観測す る。　AMI-Gは 真空紫
外域 の輝線 スペ ク トルか ら希 ガス成分 の分布 を求め る。 それぞれが水 星磁 気圏 サブス トームに伴 って どの ように空 間
的時間的変動す るか観 測する。平成10年 度は この ような観測計画 をま とめ搭 載機器 プロポーザル を提 出 した。セ ンサ ー
は最終的 にAMLVとAMI-Gの 二 つに集約 した。 開発 すべ き技 術 と して液晶可変光 学 フ ィル ターの性能評 価試験 を行 っ
た。
EXOS-Dオ ーロラ紫 外光撮像装 置デ ータ解 析 助 手 門倉 昭,教 授 江尻全機
EXOS-D　 (あ けぼの)衛 星搭載 の オー ロラ紫 外光撮 像装 置　(ATV-UV)　 のデー タ解 析 を進め てい る。1989年6月 に
観測 され たオー ロラサ ブス トーム イベ ン トについ て,ハ レー基地 のHFレ ー ダーデー タ,昭 和基 地,あ すか基地 の掃
天 フ ォ トメー タな どの地 ヒデ ー タ,　DMSP,　 NOAA,　 「あ けぼ の」 衛 星 デ ー タ と合 わせ て,特 に,サ ブ ス トー ムの
grOwthphaseに 観測 された諸現 象に注 目 した解析 を行 った。そ の結 果,サ ブ ス トームオ ンセ ッ トの数分前 に,オ ンセ ッ
ト領域 よ りも高緯 度側のopen/close境 界付近 に,　near　earth　neutral　lineと 思 われ る活動 域が現 れ,ま たオ ンセ ッ ト領
域近傍 の等 価電流系 が急激 に変化す るこ とが示 された。
ロン グイヤ ー ビェンにおけるカス プ域緯度 夜側 オー ロラ共役点観 測
助手 門倉 昭,教 授 麻 生武彦,佐 藤夏雄
1999年3月,ス バ ルバ ー ド,ロ ング イヤー ビェ ンにおい て,中 山基 地 との 間のオー ロラ共役 点観測 を 目的 と した観
測 を行 った。 あ らか じめ,　FAST衛 星,　GEOTAIL衛 星 の軌道 を確認 し,そ れ らの衛 星の通 過 に合わせ て,　EISCATス
バ ルバ ー ドレー ダー(ESR)に よる特 別観測 も行 った。観測期 間 は,3月8日 よ り3月20日 まで。3月10日 には,よ
り低緯 度側 で発 生 した オー ロ ラサ ブ ス トーム の結果,高 緯度 側 にexpansiollし て きた オー ロ ラ活 動 を,地 上光学,
ESR,　 FAST衛 星,　GEOTAII.衛 星,に よ り観測 する こ とが 出来 た。 また この時,中 山基地 におい て もオー ロラ活動 が
観 測 された こ とが確 認 された。 この観測 は,科 研 費(国 際学術研究 一大学 問協力研 究(ト ロム ソ大))　 「EISCATレ ー
ダー による北 極域の大 気圏 ・電磁気 圏環境変動 の研究」(平 成10-12年,代 表:平 澤所 長)の 一環であ った。
EXOS-D放 射線帯モニター装置データ処理及び放射線帯の大規模構造変化に関する解析研究
助手 行松 彰
科学衛星EXOS-D　 (「あけぼの」)搭 載の放射線帯モニ ター装置(RDM)の データに関 して,東 工大地球惑星科学科
と共同で,こ れまでに取得 され或は現在 も取得され,宇 宙科学研究所に蓄積され続けているデータの組織的なデータ
ベースの構築及びその解析を引き続 き推 し進めた。 また,　EXOS-D　 (「あけぼの」)衛 星のSDB　 (Science　Data　Base)
の作成にも協力 して,　RDMのSDB作 成 を系統的に行 うべ く環境を整えて きたが,年 度末には,更 に完全 自動処理化
を目論んだシステムに改良し,飛 躍的に処理速度を向上させ,今 後急速なデー タベース整備が期待 される。 また,一
昨年度か ら,地 磁気異常地域(SAA)直 ドのブラジルにおける,放 射線帯粒子降下及びその影響 を調査する為の地一ヒ
観測も一部開始 し,大 きな磁気嵐時の放射線帯粒 子の振舞に関する共同解析 も引続 き進められている。「あけぼの」
が観測を開始 してから10年 が経 ち,10年 分のこれまでに例のない放射線帯の長期間連続データが蓄積され,ii〒くて新
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しい この分 野 に貴重 なデー タを提供 で きる もの と期待 されてい る。
超 高層 モニ タ リング システムの開発 助手 菊池雅行,助 手 行松 彰,教 授 佐藤夏 雄
PC/AT互 換機 をベ ー ス と した,マ ルチ タス ク環境 で の ネ ッ トワー ク透 過型 デー タ収 録,編 集,機 器制御 システム
の開発 を行 い,昭 和基 地で の安定動 作 を確 認 した、本 シス テムは100Hz32チ ャン ネル,ま たは200Hzl6チ ャン ネルの
無 停止 連続 サ ンプ リングが 可能 であ り,そ の時 刻精度 は5msec以 ドで ある。マ ルチ タス ク環境 を生か し,デ ー タを
取 得 しなが ら光磁 気 デ ィス クへ のデー タの保 存,あ る いは ネ ッ トワー ク経 由で のデ ー タ配信 が行 われ る。 デ ー タは
CDFフ ォーマ ッ トで保存,配 信 され る,
本 システムは リアル タイム制御 アル ゴリズムに独 自の アーキ テ クチ ャを用い,年 間 を通 して高いサ ンプ リン グ時刻
精度 を実現 する。 また,　PC/AT互 換 機 を用 いてい るため予備品の 調達 が容易 であ り,メ ンテナ ンス も容 易で ある.
昭和基地 はその長 い歴 史に於 いて,極 域超 高層現象の 重要な観測拠 点 と しての役 割 を担 って きた。 これ に伴 い,極
地研 究所 は他 の研 究者 に対 して極域 デー タ提供 の任 を負 ってい る、近 年,通 信事情 の激変,あ るい は科学 衛 星 との共
同観測 に伴 い,世 界的 にデー タ配信 の即 時性が 求め られ る ようになって きてい る。 昭和基地 もその例外 では ない。
昭和基地 で行われ ている超高層モ ニ タリング観 測はVLF,　 ULF,　 地磁 気であ る。 この システムの完成 に よ りこれ ら
全てのデ ー タが 日本で モニ ター出来 る ようになった一 これ らデー タはホームペ ージ を通 じて広 く公開 される に至って
いる。
近 い将来予想 され るネ ッ トワー クの高速 化 は,現 象,ト ラブ ルの リアル タイム監視 を可能 とする。 この ことは研究
者が居 なが らに して広範 囲な観測網 を即 時 に把握す る ことで あ り,大 域 的現 象の 考察 に 大きな威 力 を発揮す る こ とが
期待 され る。
分散 メモ リ型並列計算機による大規模電磁粒子シミュレーションコー ドの開発 とプラズマ波動の物理素過程の研究
助 手 岡田雅樹
宇宙プラズマ中での波動現象を計算機 上で再現する際に最 も困難であった理由の ・つに,計 算機性能の中でもL記
憶による限界があった。これを克服で きる可能性 として近年,並 列型計算機の技イオ寸が進歩 し実用にな りつつあり,こ
のような技術に対応 した計算機実験 のコー ドを開発 した。情報科学セ ンターに導 入された並列型計算機(日{ノ:製SR
2201)を 使用 し,分 散メモ リ型計算機 ヒで効率良く性能を発揮する領域分割型のアルゴリズムによる並列化を行・・た、
これにより単－CPUに よる限界を超えて複数CPUの 主記憶 を使用 しながら計算機性能の90%以 ヒを活用することがで
きることを確認 した。 このシミュレーションコー ドにより,こ れ まで困難であったビーム粒f－による斜め伝播ホイッ
スラーモー ドと静電波の競合過程に関する研究 を行った。
MFレ ーダーに よる極域 中間圏領域 の観 測
助 手 堤 雅基,教 授 岡野 章 ・,教 授 麻生武彦,教 授 江 尻全機
堤 助 手が10年 度 出発 の40次 南極地域 観測 隊 に参加 して南 極昭 和基地 にMFレ ー ダー(2.4MHz)を 設置 し,従 来か
ら行われ てい る相 関法 による風速観測(60-100km),お よび電 子密度観測,さ らに本研 究で 開発 した流星 エ コー観測
を11年3月 に開始 した。
極域 電離圏 プラズマ ダイナ ミクスの研 究 教授(客 員)小 川忠彦
9年 度に引 き続 き,昭 和 基地 を含め た南極域 及び北極域 に展 開 されているSUper　 DARN短 波(HF)レ ー ダー網 のデ ー
タを用い た研 究 を実施 した,こ れ らの レー ダーの特 徴は,レ ー ダー基地 か ら約3,000km以 内 の電離圏F層 の プ ラズマ
運動 を2分 程度 の時間分 解能 と45kmの 空 間分解能 で測定 で きるこ とにあ り,オ ー ロラ帯か ら極冠域 に至 る広 範囲の
プラズマ ダイナ ミクスを研究 で きる,10年 度の1三な研究 内容 は以 下の通 りであ る。
(1)9年 度 に実 施 したポー ラーパ ッチの研 究成 果を まとめ,誌1論 文 として2編 発表 した。 また,　flow　burst現 象
の研究 成果 を誌 ヒ論 文 と して学 会誌 に投 稿 した,さ らに,昭 和 基地で実 施 され て きた大気 重力波 の観測結 果 を
レビュー論文 と して ま とめ,極 地研機 関誌 に発 表 した。
(2)北 極SllperDARNレ ー ダー とEISCAT　 Svalbardレ ー ダー(ESR)と の 同時観 測で得 られた デー タを解析 し,カ ス
プ付 近 のエ レク トロ ダ イナ ミクス(プ ラ ズマ対流 変 化 に伴 う電 」㌧密度 の急減,イ オ ン流 出,ポ ー ラーパ ッチ生
成 な どの因 果関係)の 研究 を進 めた,ま た,惑 星間空 間磁場 の急激 な変 化 に伴 う極域 プ ラズマ対流 の応答 過程
の研究 に着 手 した.
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(3)昭 和 基地HFレ ー ダーの ドップ ラー スペ ク トルか ら得 られ る諸パ ラ メー タ(エ コー強度,平 均 ドップ ラー速度,
スペ ク トル幅)の 統計解析 を行い,相 関関係 を初めて調べ た。 この研究 か ら,レ ー ダー波 の散乱 原因 となる電離
圏 のプ ラズマ不 安定機構　(gradient-drift不 安定,　current　 convective不 安定)や その発生時 間帯 が明 らか になっ
た。
上記(2)と(3)に つ いて は,成 果 を口頭 発表す ると ともに,極 地研 機関誌へ の投 稿 と学 会誌への投稿 準備 を行 った。
極光生成一酸化窒素の中層大気オゾン化学変調の研究 助教授(客 員)岩 上直幹
NO(一 酸化窒素)は 化学的に活性で,中 層大気オゾン化学を制御 しているほか,熱 圏ではその赤外活性によりサー
モスタッ トとして働いていると考えられている。一方では,極 光粒子降下によるエ ネルギー注入に呼応 してその量を
最 も著 しく変化 させる微量成分としても知られている。通常は極光生成 されたNOは1日 の時定数で光解離 されるた
め,中 層大気には影響をおよぼさないが,極 夜 という条件下では寿命がのび,中 層大気オゾン化学を変調する可能性
が理論的には指摘 されていた。この現象を実験的に確かめるため,1994年2月 お よび11月 にノルウェー ・アン ドーヤ
においてロケット実験 を行った。　NOは 予想 どうり下方へ輸送されている状況が見いだ されたが,オ ゾンへの影響を
明瞭 に検出することはできなかった。結果 ・議論はEarth,　Planet,s　and　Space誌(1998)に 発表 した。今回の結果はあ
まり歯切れのよいものではなかったが,こ の現象は太陽活動 と気候 とを結ぶ ミッシングリンクのひとつ と考 えられる
ため,今 後 も研究を継続 してい く。
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フ ァブ リペ ロー ドップ ラー イメー ジャー とHF　 坂野共催,福 西 浩,第22回 極域 にお ける電離 圏磁1998.7
レー ダー 同時観 測 による極域勲閥 中性 風 とプラ1佐 藤夏雄,山 岸 久雄,気 圏総 合観測 シ ンポ ジウム
ズマ ドリフ トの関係
Simultaneolls　 convection　 transiellts　 ill　auroral
zone　 and　 equator　 as　 observed　 、Vith　 Super
DARN　 and　 equatorial　 maglletometers
イメー ジ ン グ リオ メー タとHFレ ー ダ同時観 測
による極域 電離層擾乱
行松 彰
坂 翁 介,北 村 泰 一,
立 原 裕 司,篠 原 学,
N.　B.　Trivedi,
佐 藤 夏 雄,
M.　Ruohoniemi,
R.　Greenwald





第22回 極域 にお ける電 離圏磁1998.7
気圏総 合観 測 シンポ ジウム
第22回 極域 にお ける電離 圏磁|1998.7
1気 圏総 合観測 シ ンポ ジウム
惑星観磁場Y成 分の変化に対応 した極冠域 オー
ロラ粒 子航海記の軽度方向移動(イ メージング
リオメータのネットワーク観測結果)
山 岸 久 雄,　 P.　StaUnin9第22回 極域 にお ける電離圏磁1998.7
気圏総 合観測 シンポ ジウム
ALIS-JAPANオ ー ロ ラ トモ グラフ ィ観 測 とその
再構成結 果か らの高度情報の検 討
浦 島 智,麻 生武彦,
　
江 尻 全 機,　 A.　Steen,
U.　Brandg.　 trOm,
B.　GUstavssoi1
第22回 極域 におけ る電離 圏磁1998.7
気圏総合観測 シンポジウム
南極点基地全天オーロラ単色画像によって得 ら 岡田正樹,江 尻全機,第22回 極域における電離圏磁




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称
昭和基地おけるオメガバンドとあけぼの衛星で 瀧澤 博和,森 岡 昭, 第22回 極域における電離圏磁
観測 された波動現象 との同時比較
一三澤浩 昭
,宮 岡 宏, 気圏総合観測 シンポジウム
佐藤夏雄,向 井利典
昭和基地における気球実験の新たな展開 矢島信 之,本 田秀之, 第22回 極域における電離圏磁
青木 周司,橋 田 元, 気圏総合観測シンポジウム
森本真司,町 田敏暢,
岡野章一
SllperDARN/Geotail/EISCAT/Akebono同時 観 佐藤 夏雄,Ll」 岸 久雄, 第22回 極域における電離陶磁






Akebono研 究 グルー プ
SllperDARNとGEOTAIL同 時 観測 による磁 気 圏利根川豊,櫻 井 亨, 第22回 極域 における電離圏磁

























DMSP衛 星可 視画 像 デ ー タ　iOL,Si　 に よる グロ
ーバル オーロラ ダ イナ ミックス
オーロラ嵐の2種 類の太陽発生源
発 表 者 発表 した学会等の名称 ミ発表年月
??、??
斎藤尚生,佐 藤夏雄
EISCAT/MF/MW/MST/HFレー ダー に よ る 北 麻 生武彦,堤
極圏超 高層大気 ダイナ ミックスの研究




第22回 極域 にお ける電 離圏磁!1998.7
気圏総 合観 測 シンポジ ウム







昭和基地 にお ける熱 圏風速 ・温 度観測用 フ ァブ ミ田口 真,岡 野 章 一
リペ ロー イメー ジ ャーの開発1
1
ト
昭和基地におけるDMSP衛 星デー タ受信 システ|宮 岡 宏
ム ミ
ド リ フ トCNAの 発 生 に 対 す る 磁 気 圏 低 エ ネ ル1藤 田 裕 一,山 岸 久 雄,
ギ プ ラ ズ マ の 影 響 佐 藤 夏 雄
A/lroral　 tonlogralっhy　 analysis　 of　ALIS　 images|T.Aso,
and　 related　 camera　 calibratiol|s　l　M.　Ejiri,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.　Urashima,
む
　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 A.　Steen,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 U.　BrandstrOnl　 and
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B.　Gustavssoli
非構造格子電磁粒子コー ドによる飛翔体近傍の
プラズマ波動解析
EISCATバ ールバ ル レー ダー とそれ に呼応 した
レー ダー観測 による極域大気潮 汐波の研究
岡田雅樹,松 本 紘
麻生武彦
フ ァブ リーペ ロー ドップ ラー イ メー ジ ャー と.坂 野共 催,福 西 浩,
HFレ ー ダー 同時観 測 に よる極域 熱 圏 中性 風 ・.佐 藤 夏雄,山 岸 久雄,








第22回 極域 にお ける電離圏磁;1998.7







スペー スプ ラズマの シ ミュ レ




SllperDARN　 HF　 radarか ら 求 ま るfield-aligned　 飯 島 健,渡 辺IE和,`第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑
CUI'r(>llt特 性 佐 藤 夏 雄 星 園 学 会







彰,山 岸 久雄,第104回 地 球 電磁 気 ・地 球惑1998.11
佐 藤 夏 雄,　 M.　Pinnock`星 園 学 会
一29
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
単 一 のHFレ ー ダー デー タか ら2次 元 ドップ ラ細川敬祐,家 森俊彦, 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11
一速度を推定する方法 行松 彰 星圏学会
短波 レー ダーで得 られ た諸 パ ラメー タの統計 的 福本匡彰,西 谷 望, 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11
性 質(2) 小川忠彦,佐 藤夏雄, 星圏学会
山岸久雄,行 松 彰
HFレ ー ダ ー で 観 測 さ れ た カ ス プ 域Irregular一小川忠彦, 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11
itiesと イオン流 出現 象 との関係 S.　Buchert, 星園学会
西谷 望,佐 藤夏雄,
渡部重十,
SuperDARNグ ル ー プ
NATURALLY　 ENHANCED　 ION-ACOUSTICS.C.Buchert, 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11
LINES　 AS　 SEEN　 WITH　 THE　 ESR　 RADAR小川忠彦, 星圏学会
A.　P.　van　 Eykel1,
渡部重十
IMFの 急 激な南向 きの変動 に伴 うPartial　 Rillg橋本久美子,菊 池 崇, 第104回 地球電磁気 ・気球惑1998.11
Currentの 対 応 海老原祐輔,江 尻全機 星圏学会
IMFの 急激な変化に伴 うグローバル電離圏対流西谷 望,小 川忠彦, 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11




SuperDARN　 PIグ ル ー
プ
カスプ緯度 におけ るイメージ ング リオ メ一 夕 と 西野正徳,西 谷 望, 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11
HFレ ー ダ同時観 測 佐藤夏雄,山 岸 久雄, 星圏学会
M.　 Lester,　 J.　A.　 Holtet
Multi-instrument　study　 of　 a　 substorm　 which門倉 昭,江 尻全機, 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11
occurred　 after　 a　long　 quiescellt　 period　 2.　Late小 口 高,M.Pinnock 星圏学会
growth　 phase,　 onset　 timing　 and　 locatiol1
Causes　 of　 storm　 time　 ring　 current　 bllildup:　 A海老原祐輔,江 尻全機 第104回 地球電磁気 ・地球惑1998.11
case　 study　 of　the　 storms　 ill　April　 l997 星圏学会
一
一30一
　 　 　ド 　 　ロ 　
題 目 ミ 発 表 者
蔽 脇 瓢 の水・醐 幟 ‖舜時1云雇 主 のボ 蘇 徹,竹内彫,
在 楊 恵 根,門 倉 昭,
.佐 藤 夏 雄,
　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　0.　Rag.　nluSsen,
:湯 本清 文,塩 川和 夫,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I　h,　Luehr,　 D.　Orr,
:1つ.　Milling
Dynamic　 Motions　 of　 the　 Magnetopause　alld　 Y.Tonegawa,
ULF　 Waves　 Simultalleousl.y　 ()bserved　 byIT.Sakurai,
GEOTAIL,　 HF　 radars,　 alld　 grouIld　 magl1(・-　 M.Yokota,
torrleters
衛 星及 びHFレ ー ダー観測 に よる朝側Pc5波 動 の
特性
PLANET-B/UVSに よる ジオコロナの観測
サ ンアラ イン ドアー クの消滅 と磁 気圏対流
Turn-offモ デ ル に よ る 脈 動 オ ー ロ ラ 発 生 機 構 の
提 案











松 岡 均,行 松 彰,
lLLI岸 久 雄,佐 藤 夏 雄,
國 文 征
田口 真,渡 部 重f,
高橋幸 弘,若 栗 泰宏,
船橋 豪,福 西 浩







佐 藤 夏 雄,諸 岡 倫f,
T.　Saemulldssoll
楊 恵 根,佐 藤 夏 雄,
巻 田 和 男,菊 池 雅 行,
|門 倉 昭,H.Hu,
R.1」iu
瀧 澤博 和,森 岡 昭,
三澤 浩昭,宮 岡 宏,







'第104回 地球 電 磁 気 ・地球 惑.1998.1工
1星 園学会
ll
第104回 地 球電 磁 気 ・地球 惑 「1998.11
星圏学 会
第104回 地球 電 磁 気 ・地球 惑11998.ll
星圏学会.
i
第104回 地 球 電磁 気 ・地 球惑.1998.ll
星園学 会|
i
第104回 地 球電 磁 気 ・地 球惑1998.11
.星 圏学 会
第104回 地球 電 磁 気 ・地球 惑 「1998.11
星園学 会
第104回 地球 電磁 気 ・地球 惑1998.11
星園学会
一31一
題 目 発 表 者 発表 し
一
惑星間磁場Y成 分の変化 に対応 した極冠域 オ
ーロラ粒子降下域の経度方向移動
山 岸 久 雄,
P.　StaUIlil19,















可視 オー ロ ラ とSUperDARNレ ー ダー とで 同時
観測 された準周期 的現 象 の特性






{部 重力波 のパラ メー タの定量化
菊 池 雅 行,小 野 高 幸,
木 山 喜 隆,　 H.Yallg,
R.Liu,　 佐 藤 夏 雄




佐藤 夏雄,村 田洋 三,
山岸 久雄,行 松 彰,
菊池雅行,巻 田和 男,
H.Yang,　 R.　Lill
久保 田実,石 井 守,
塩 川和 夫,江 尻 省,
小 川忠彦,中 村卓司,
津 田敏隆
江尻 省,塩 川和 夫,















All　 investigation　 of　propagation　 characteristics
of　 the　 gravity　 waves　 at　 Shigaraki　 llsing　 the




塩 川和夫,江 尻 省,
小川忠彦,1川1真,
岡野 章 一一,江 尻全機
塩 川 和 夫,江 尻 省,
ノ」、月i忠 ア参,斎 月篠 目召y{IJ,
深 尾 昌 一郎
第104回 地球電磁気 ・地球惑
星圏学会
第104i・1地 球電 磁 気 ・地球 惑
星 圏学 会
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0.94μm帯 吸 収:.二 よ る 成 層 圏H二 〇の 測1定
極域熱圏 ノく気観i!l川1フ ァブ リーヘ ロー イメー ジ
ヤーの開発
イ オ ン 流 出 現 象 とSUP(・rDARNフ 「ラ ズ マ 対'流 と
(7)i斐」イ系こ
HFレ ー ダーで鯉 川ljした 各パ ラメー タ間の相関
``C
allses　 of　stOI'M　 time　 rin9　 (lul/・ent　 buil(lul):　 A
case　 stlldy　 of　the　 s{ornl　 in　Apllil　 !997"
Out.st.andillg　 Qllasi-Periodic　、へu oral　 Ph(.・n()-
mella　 Observ(}d　 in　{11e　 `15　 MLT　 Hot　 Spoビ
.… ㌫
渚 一...一.録 しえ学蕾 ㌫ 丁.11綱1
里鰍 ノ∴ 翻ll}1　^ 「r第輌 、1地£」謳 隻気.輌1∴18.1…
高橋 慎,鯛 昭,星|群 会;
岡 野 ピ 湯 ・亡清 文 ・ ミ ミ
R,　Sood
「膏jf喬'1!箕,-1i..t¥li':ii-HG.匁 ㌻10・11日1土世上jミ'電fiyll,1　f又'C・1也」}」ミ三惑1998.11
野 澤 宏 大,森 岡1昭,星 園 学 会`
岡 里請 ・,湯 元 清 吏,
R.　Sood
木 山:・'11隆,北 和 之,第104回 地 球 電 磁 気て ・地 球 惑1998.11
学:fiヒ[自:車争,/」 、li【不lj系友 月ミ|巻上:」ζ二二ミ
麻 生 武 彦 第104巨i]地 球 電 磁 気 ・地 球 惑1998.11
星 園 学 会
鈴 木 達,岩 ヒ直 幹 第101回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑1998.11
星 園 学 会
日H[l　 ff,　 lr'司里子・章 ・ 禽㌻10・二11[IIj・也」う1ミ1{三磁2友(・}也bjミ1{Lkl998.ll
星 園 学 会|
ノ」・川 ,忠、彦,'11成10年 度EISCATシ ン ポ'ジ;1998.!l
S.　C.　Buchei-t,　 　　　　　　　ウ ム
西1/),亡 謬,イ ろ三」∫奏.夏衣住,
Super　 DARN　 PIs　 .
福 本[1三章,西 谷 望,'ド 成10年 度EISCATシ ン ポ ジ1998.11
/1・川 忠 彦 ウ ム
Y,　E ihara　 all(l　AGU　 Fall　Meetillg　 l998.　12
M.E.ii,i　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 ミ









題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Relationship　 Between　 Dynamic　 Motioll　 of　 theY.　TOIlegawa, AGU　 Fall　Meetillg 1998.12
Magl/etopallse　 alld　 Pc5　 Waves　 Obeserved　 il1T.　Sakurai,







Behaviors　 of　 atmospheric　 tides　 in　 the　 polarT.Aso Proceedil/gs　 of　IIlternatiollal1998.12








のぞみ衛星搭載UVSに よる火星大気観測 若栗康宏,船 橋 豪, 磁気圏 ・電離圏シンポジウム 1998.12
高橋幸弘,福 西 浩,
渡部重十,田 口 真
ポ ー ラ ー ・パ ト ロ ー ル ・バ ル ー ン　 (PPB)に よ門倉 昭 大気球シンポジウム 1998.12
る超高層物理学的観測(1)将来計画に向けて 平成10年 度
光学式NO2ゾ ンデによる成層圏NO2分 布測定柴崎和 夫,岡 野 章 一, 大気球シンポジウム 1998.12
田口 真 平成10年 度
PPB6号 機 による宇宙船観測V 伊藤宗博,鎌 江稔員, 大気球シンポジウム 1998.12








Dyl/amics　 of　 Convection　 and　 Ionospheric西谷 望,小 川忠彦, Chapman　 collferellce 1999.1
Current　 System　 Followillg　 a　Sudden　 So/lthward佐藤夏雄,山 岸久雄, on　 Magnetospheric　Current





太 陽 風 に 依 存 し た リ ン グ カ レ ン トモ デ ル
The　 Southern　 HeIllisphere　 Coherenl　 HF　 Ra-
dars　 (IIlvited　talk)
「の ぞ み 」 紫 外 撮 像 分 光 計 に よ る ジ オ コ ロ ナ 観
測
発 表 者
海 老原祐輔,江 尻 全機
N.　Sato
若栗康宏,渡 部重1-,
田 日 真,高 橋幸弘,




(1)一 般 研 究
南極 ドームふじ基地深層掘削コアの溶存化学成分の鉛直分布と気候変動に伴 う特徴
教授 神山孝吉,助 教授 東久美子,　COE研 究員 五十嵐誠
南極内陸 ドーム基地から得られたコア(2,503メ ー トル)の 溶存化学成分組成のプロファイルが得 られた。すでに
酸素同位体比のプロファイルか ら度重なる氷期一間氷期の変動が記録 されていることが報告 されているが,同 位体比
の変動 に伴って溶存化学成分 も変動 している。酸素同位体比測定値の頻度分布には二つのピークが検出され,寒 冷期
と温暖期が比較的多く遷移期間は少ないことが示される。温暖期に比べて寒冷期にはほとんどの成分が高濃度にな り
特 にカルシウム,塩 化物 イオンの増加が著 しい。各期に最 も高濃度 を示す イオンは陽 イオンとしてナ トリウム,陰 イ
オンとして硫酸イオン,塩 化物 イオンであった。
南極 ドームふ じ深層 コアの同位体組成 ・化学主成分濃度 ・微粒子濃度に関する基本解析
教授 渡邉興亜,教 授 藤井理行,教 授 神山孝 吉,助 教授 本lI|秀明,助 手 古川晶雄,　COE研 究員
五f嵐 誠,助 手 森本真司,教 授(客 員)庄 子 仁,助 教授(客 員)青 木周司,助 教授(客 員)横 山宏太郎
1995年 から1996年 にかけて ドームふ じ観測拠点で掘削された深層コアの基本解析が終 了した。数年来にわたって進
められてきた氷床 ドーム深層掘削計画の大きな成果のひとつである本コアには,過 去約34万 年間の地球の気候および
環境変動 を記録 しているが判明 した。
氷床 コアか ら古環境 を復 元するためには理想的な堆積条件である しらせ氷河源頭部の氷帽最高地点で掘削 した
2,503mの 深層 コアの酸素同位体組成のプロファイルは,コ アが数回の氷期 ・間氷期を記録 していることを明かにし
た。 また各種化学成分濃度及び微粒子濃度の変動は,氷 期 ・間氷期で氷床上への物質循環が大きく変動 したことを物
語っている。
今後本コアを利用 して氷期一問氷期の数サ イクルを含んだ数 卜万年に及ぶ気候 ・環境変動研究が可能 となった。
ドームFコ ア に見 られ た過去34万 年の火 山灰層 教授 藤井理 行,助 教授 本 山秀 明,教 授 渡 邉興 亜
ドー ムふ じ氷床 深層2,503mコ アの 火山 シ グナ ル と して,目 視 で きる厚 さ1～22mmの28の テ フラ層,150を 超 える
大ECMピ ー クを見い 出 した。現 在の積 雪涌 養量 と酸素 同位 体組 成の関係,お よび氷床 流動 モデ ルに基づ いて,火 山
灰 堆積時 の厚 さ と期間 を推 定 した。最 も厚 い火 山灰層 は深 さ1,849m深(約12.9万 年前)の もので,氷 床 上に4.3年 に
もわ た り92mmの 厚 さで堆 積 した と推 定 される。 テフ ラ層 の分布 は,多 くが氷期 の寒冷 期 に集中 してお り,気 候 との
関連が 考え られ る。 氷床周辺 の火山で は氷厚 の変化,そ の他の地域 で は海 面変化が地殻 のマ グマ だ ま りへの圧 力 を変
化 させ,火 山活動 を誘 因 させ た とい うシナ リオが 考 え られ る。 西南 極 バー ドコア で 多量 に見 い 出 された30,000～
16,000年 前 の テ フラ,地 中海の海底 コアで明 らか にな った15,000～8,000年 前の活発 な火 山活動 につ いて は,こ う し
た理 由が示 され ている。 ドームふ じコアの28層 の 火山灰層 とボス トー クコアの38層 の火山灰層 を,酸 素 ・水 素同位体
組成 プロ ファイル との位置 関係 に基づ いて対比す る と,6層 の火 山灰層が 同 ・時期の もの と判断 される。この 中には,
ドームふ じコアで最 も厚 い火山灰層が 含 まれ る。 同 一▲時期 の火山灰層が6層 しか見 い出 されなかったの は,多 くの 火
山が南 極あ るいはその周辺 の火山で あ り,さ らに対流圏経 由で輸送 されたため噴 火時の風向 に 支配 され堆積 したこ と
を反映 して いる可 能性が ある。 また,積 雪堆積 の欠唇が いず れかの場所 で起 こった ことも可能性 と して考え られ る。
氷期 一間氷期 サイ クル にお ける陸域起 源物質 の変動 教授 藤井 理行,助 教授 本 山秀明,教 授 渡邉興 亜
ドームふ じ氷床 深層 コア中 に含 まれる固体微粒 子 につ いて,レ ーザ 散乱型パ ーテ ィクルカウ ンター(MetOne-211)
を用い,粒 径0.52～5.02/∠mの ダス ト濃度 と10段 階の粒径 分布 の分析 を開始 した。 サ ンプルは2.5m深 海に7cm長 に
切 り出 したCコ アサ ンプルで,ダ ス ト濃度 と粒径分布 の他,化 学 主成 分濃度,電 気伝 導度,酸 性 度の分 析が進 め られ
てい る。
ダス ト濃度 は,氷 期 に高 く(15,000～20,000個/ml)間氷期 に低い(5,000～10,000個/ml)傾rfljを 示す。氷期 にお
け る濃度 は時間 とと もに増 大 し,氷 期 末期 に最 も高 くな った。 これは,氷 期 の進行 に伴 う海 面 レベ ルの低 下に よ り次
第 に露 出 した大陸棚 が ダス トの主 要な供給 源であ る との これまでの考 えを支持 す る ものであ る。 間氷期 と氷 期末期 に
おけ るダス ト濃度の 量比 は1/2.4で,南 極 ドームCで の1/6,北 極キ ャンプセ ンチ ュリーコアでの1/12と 比べ て 大 きい。
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Ca2+イ オンは,粒 径1μm以 上の大粒子濃度 に近い変動傾向を示すが,間 氷期にはゼロ近 くまで低濃度になるなどダ
ス ト濃度とは異なる変動が認められる。 こうしたことは,氷 期一間氷期サ イクルにおけるダス ト供給地の面積 を含む
変動 と,ダ ス ト供給地から南極に至る地域での風向,風 速場の変化 に起因していると考えられる。
北極 スバ ール バル諸島北東 島Austfonna氷 河へ の物 質輸送解析
教授 渡邉興亜,教 授 神 山孝吉,　COE研 究 員 五十嵐誠
1998年 の3月 か ら4月 にか けて,ス バ ー ルバ ル諸 島北 東島Austfonna中 央 部(79°48/03"N,24°00'21"E;
750ma.s.1.)に おいて氷河掘削 が行 われた。 この氷河掘 削は,北 極 圏の過去 数100年 の気 候 ・大気 環境 変動 を解 明
す る ため に1987年 か らスバ ー ルバ ル諸 島,ノ ル ウ ェー本 土,グ リー ンラ ン ドな どの氷 河で 北極 圏氷 河学 術 調査 隊
(JAGE:　 Japanese　 Arctic　Glacier　Expedition)　 が行 った掘 削の一環 であ る。
現場で の活動 は悪天候 のため思 うよ うにはか ど らず,氷 河掘削深 はll8.62mで あ った。その他 に積 雪表層断面 観測,
氷温測定,気 象観測 を行 った。
掘削 された コア試料 を用い て,酸 素同位体比測 定,化 学 主成分 な どの解析 を進 めてお り酸 素同位体比 か ら復元 され
た気温変動 を示す プロ ファイルか ら,今 世紀初 め まで継続 してい た小氷期 の存在 をこの コアか らも確認 する事がで き
た。 したが って,気 象デー タの存在 しない前世紀 以前の気候 変動の情報 をこの コアの解析 を通 じて推定 で きる可能性
を示 してお り,ス バ ールバル諸 島周辺 の古気候復元 へ貢献 で きる と思 われ る。 また,現 地気 象観測 よ りスバー ルバ ル
諸 島北東部 の気温が4月 まで非常 に低 温であ る ことが明 らかにな った。
ドームふ じ観測拠点で観測 された積雪表面近傍における特異な気温変動 助教授 本山秀明,助 手 平沢尚彦
ドームふ じ観測拠点において1997年 に通年の積雪表面近傍の微気象観測を行い,そ の観測結果に基づいて研究を行っ
た。観測項 目は,基 地気象観測 も含めて,気 温(lm,10cm),風 速(10m,1m,10cm),気圧,雪 温(表 面,5,
10,20,50,80cm),短 波放射,(長 波放射)で,降 水量観測,蒸 発 ・凝結量観測 も適宜行った。1m気 温の分散値
(1分 間観測値の10分 間分散値)と 高 さによる温度差(lm-10cm,10cm－ 表面)を 解析 したが,10m風 速が弱 くな
ると,温 度の乱れが大 きくな り,温 度勾配 も大 きくなる。高度差による温度の関係 を見ると,風 が弱 くなると1m
-10cm間 で温度差が特 に大 きくなる。ここで積雪表面の熱のや りとりを考察するため,積 雪表面の熱収支を考えた。
熱収支面を積雪表面 とすると,次 の雪収支式が成 り立つ。短波放射収支(SR)+長 波放射量(LR)+顕 熱伝達量
(H)-F潜 熱伝達量(LE)=雪 中熱流量(G)こ れらの構成要素 を観測結果から算出 し,残 差 として放射収支量(SR
+LR)を 求めた。HとLEに ついては,1mの 気温,風 速 と雪面温度を用いて,バ ルク法で計算 した。lmの 風速が,
低温や着電のために正確 さを欠くので,定 性的な議論のみを述べる。潜熱伝達量は,他 の要素と比べて十分小 さい。
放射で失った熱量を顕然で補給 している様子が分かる。雪中熱流量 も,放 射 と弱い逆相関を示す。総合的に考察する
と,次 の現象が推測される。(1)風速減少により暖気が下降 しやす くなる→lm気 温の上昇。(2)lm気 温の変動が大 き
くなる→気温の混合,揺 らぎ。(3)風速減少により乱流成分が減 り,超 安定層が形成され,強 い放射冷却に伴い表面温
度が下降する→表面温度の下降。このような風速が弱 くなったときに温度差が大 きくなる現象は,冬 期だけでなく春
や秋にも月2～3回 の頻度で生 じる。この ときに表面と1m間 の温度差が30℃ にもなる。すなわち,10m深 雪温が年
平均気温に相当すると言われているが,そ れよりも雪温が低 くなる可能性が大 きい。
南極 ドームふじ観測拠点周辺の堆積環境
助教授 本山秀明,助 手 古川晶雄,教 授 神山孝吉,教 授 渡邉興亜
南極 ドームふ じ観測拠点にて2,503mま での深層 コアが採取 された。このコアから得 られる情報 は膨大なものにな
る。 このコア情報 を解釈する上で ドーム周辺の堆積環境 を明 らかにしてお くことは,必 要不可欠である。1997年 の越
冬期間中,堆 積環境 に関わる様 々な観測 を行い,そ れについて研究を進めた。 ドームふ じ観測拠点における観測項目
は,降 雪量,蒸 発 ・凝結量,降 雪 ・飛雪 ・霜サンプリング,ピ ット観測,36本 雪尺観測,微 気象観測である。 ドーム
周辺においては,　DFル ー ト再測,DomeCamp100本 雪尺再測,ピ ット観測,表 面積雪サ ンプリングを行った。解析
例を示す。(1)降水量は,サ ンプル箱へ飛雪の混入があるので,風 が弱 く静かに積もったときのデータを抽出し,月 降
水量への換算として,飛 雪による欠測 日数の割 り増 しをおこなった。その結果から降水量の季節変化が得 られ,10月
と11月が少なかった。雲量 との比較を行ったところ,雲 量が多い方が,降 雪量が多い傾向が見られた。(2)降雪 ・飛雪
中の化学成分を測定 した。春先に化学成分濃度の増大が見られるが,速 やかに減少する。安定酸素同位体比 と地上気
温に良い関係が見 られたが,同 じ地上気温で も降雪の方が飛雪より重たいことが判明 した。今後 も解析を進めてい く。
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二 一オルス ンの1997/1998/1999の 雲,降 水,エ ア ロゾルの観 測の解析 助 教授 和 田 誠
1997/98年 冬 お よび1998/99年 冬 にエ アロ ゾルの粒 径観測,水 蒸気,雲 水量 の観測 を行 った。水蒸 気量 はlcmを 越
え る ことはほ とん どない。一方 凝結水量 は ピー ク値 で通常0.02cm程 度,細 大 で0.05cm程 度で ある。両方 の冬 を比べ
る と,1月 に大 きな違いが ある。水蒸気量 で見 ると1998年 は1回 大 きなピー クが見 られるが1999年 は数回の ピー クが
見 られる。 また凝結 水量 は1998年 は1月 か ら2月 にかけて小 さい値 を示 しているが,99年 は2月 の始 め まで相対 的 に
大 きい値 を示 している。 この事 は,今 後 解析 を進め るが,ノ ルウ ェー海 を通 過す る低気圧 の コースに関係 している と
考 え られ る。次 に夏季の観測 を示す。期 間は短いが冬 季の観測 と比 較 した。降水が ほ とん どなか ったので凝結 水量 は
冬 とあ ま り違 わないので あるが,水 蒸気 量は2cm程 度 の現象が 見 られ,大 きい こ とが わか る。
1997/98年 冬 のエア ロゾルの個 数 につ いて解析 した。エ ア ロゾル粒 径が0.3,・tni以 上 のケー ス と3/tm以 上 のケー ス
で必 ず しも変動が 一致 してい ない。現在解析 中であ るが,こ の事 は上層 の風(850hPa),す なわ ちエ アロゾ ルの起源,
に関係す るよ うであ る。 また1997/98年 冬 と1998/99年 冬 とを比 較す る と,1998年1月 と1999年2月 に短 い周期 で個数
が大 き く変化 してい るのが見 られる。 この事 は気 団の入れ代 わ りが早 い ことに関係 してい る可 能性 があ る。 す なわち
北 極域 の冬の気 団の安 定性 に関係 して いる と考 え られ る。 また0.3μm以 上のエ ア ロゾルの個 数 と水 蒸気量,凝 結水
量 を比較す る と凝結水量 が多 くなってい る時 はエア ロゾル個 数は非常 に少 ない。 これは雲 の中にエ アロゾルが取 り込
まれ る効果,あ るい は降水,降 雪 に よる洗浄効 果 と考 え られる。 しか し気団 に よって はこれ らと直接 関係 な くエ アロ
ゾル個数 が少ない ケース も見 られる。
1997-1998年 南極 リュツォ ・ホルム湾の海氷流出過程 助手 牛尾収輝,教 授 山内 恭
リュツォ ・ホルム湾の定着氷野が1997年7月 に割れて,流 出する様子が人工衛星NOAAで 捉えられた。第38次 越冬
隊による航空機お よび衛星観測の結果,今 回の流出面積はこれまでの中で,最 大規模であったことがわかった。また
過去の海氷流出は秋季に多発 していたことに対 して,1997年 のケースでは,厳 冬期の7月 に発生 したことが特徴的で
ある。さらにこの海氷流出は翌年の秋季 まで持続 し,流 出期間として も最長 となった。この流出要因を明 らかにする
ために,昭 和基地で観測された風系データを調べた。その結果,秋 季の北東風および冬季の南風の頻度が,平 年の約
2倍 であった。 また沖合流氷縁の形が大陸側へ くぼんでいたため,外 洋で発生 したうね りが沿岸定着氷域 まで侵入 し
やすかったことも,秋 季の定着氷の破壊 に寄与 したと考えられる。さらに1998年 夏期は,リ ュツォ ・ホルム湾のみな
らず,ウ ェッデル海か ら東方のインド洋区にかけても,例 年 と比較 して海氷消失が顕著であったことから,大 規模な
空間スケールで大気 ・海洋場に変化が生 じた可能性が推測 された。
南極大気 ・物質循環の研究(1)教 授 山内 恭,助 教授 和田 誠
「南極大気 ・物質循環観測」(1997-2001)の 一一環として,第38次 南極地域観測隊では,エ アロゾルや水蒸気の,
大陸沿岸から内陸まで(昭 和一みずほ基地間)の 航空機による観測 を実施 した。これ らの結果か ら,エ アロゾルや水
蒸気の輸送過程を考察 した。
結果 は,多 くの場合,高 度,水 平距離に伴って暫増,減 はある ものの,大 きな質的変化は見 られなかった。3,800
m高 度で,沿 岸か ら内陸に行 くと水蒸気は増加,エ アロゾルはわずかに減少の傾向が見られることが多かった。内陸
に行 くに従って,対 地高度は低 くなるが,温 位はほとんど変わってお らず,地 面に近づいたためとは言い難い。水蒸
気の多い空気が内陸側にあるということか。全般に,冬 は粒径分布依存の傾きが緩やかなのに対 し(即 ち大 きい粒子
が増加),夏 は鋭 くなった。
8月30日 の例は特殊で,異 なった性質の空気が入 り込んでいる。地上でエアロゾルの急増が見られた後であ り,天
気図でも,大 きな低気圧の後面になってお り,低 気圧によりもたらされた海上を渡 って きた水蒸気,エ アロゾルを多
く含んだ空気が大気中層に入 り込んだと考えられる。
このように,た まに起 こる低気圧進入等の大気循環場の際に,水 蒸気や粒子が多量に入り込む ものと思われる。定
常的ではない輸送の占める割合が どの程度かが今後の課題である。
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告 金戸 進,渡 邉興亜
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ドームふじ観測拠点の雲量 と長波放射量の比較 平沢尚彦,山 内 恭 気水圏シンポジウム 1998
南極域衛星データの雲と地表の識別 久保 守,村 本健 一郎, 気水圏シンポジウム 1998
山内 恭
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Nature of radio-echo layering in the Antarctic 
ice sheet detected by two frequencies experi-
ment
Characteristics of air-bubbles and air-hydrates 
in the Dome F ice core, Antarctica
 Y.  Fujii, 
 S. Fujita, 
  N. Azuma, 
  H. Motoyama, 
 T. Kikuchi, 
 T. Fukuoka, 
  S. Matoba, 










K.  Kamiyama, 
Y. Fujii, 
H. Motoyama and 
















A.  Hori and 
0.  Watanabe
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
Past　 400　 year　 environment　 change　 recordedY.Fujii, International　 Symposium　 on1998
ill　ice　 cores　 from　 Site-J　 and　 NGRIP　 camp,K.　Kamiyama, Polar　 Aspects　 of　 Global
Greenland M.　 Igarashi, Change,　 Tromso,　 Norway
M.Takada　 and
0.　Watanabe
Japal/ese　 glaciological　 activities　 in　SvalbardO.　Watallabe, International　 Symposium　 on1998
Y.Fujii, Polar　 Aspects　 of　 Global







ドームふ じコアにおける気泡及び空気包接水和 福村 拓,池 田倫子, 日本雪氷学会全国大会 1998
物結 晶の ラマ ンスペ ク トル 深澤 裕,前 晋爾,
本堂武夫,渡 邉興亜
North　GRIP　 l998　 活動報 告 庄子 仁,渡 邉興亜, 日本雪氷学会全国大会 1998
神山孝吉,五 十嵐誠,




North　 GRIP雪 氷浅層 コアの光学的層位構造観高田守昌,藤 井理行, 日本雪氷学会全国大会 1998
測法の開発 東 信彦,渡 邉興亜,
庄子 仁




氷床内部構造観測用多周波アイスレーダの開発 前野英 生,松 岡健 一, 日本雪氷学会全国大会 1998
古 川晶雄,藤 田秀二,
渡邉興亜,浦 塚清峰
南極 ドームふ じにおける1997年 雪氷観測概要報本山秀明,川 村泰史, 日本雪氷学会全国大会 1998
告(第38次 南極地域観測隊) 金戸 進,渡 邉興亜
南極 ドームF周 辺の堆積環境 本山秀明,川 村泰史, 日本雪氷学会全国大会 1998
神山孝吉,渡 邉興亜
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題 日 発 表 者
南 極 ドー ムふ じコアに記録 された過去35万 年の 藤 井理行,本 山 秀明,
火山灰 層 藤田 秀二,河 野 美香,
束 信彦,福 岡 孝昭,
菊地 正,鈴 木利 孝,
的場澄 人,渡 邉興 亜
北 極 圏 氷 河 学 術 調 査 隊　(　JAGE98　 -　Svalvard　 }
報 告(1)一 調 査 ・観 測 の 概 要 一
北 極 圏 氷 河 学術 調 査 隊　(　JAGE98　 -　Svalvard　)
報 告(2)一 堆積状 況お よび融解再凍結 氷の分
布 一




渡 邉 興 亜,神Lh孝 吉,
五i'嵐 誠,飯 塚 芳 徳,
亀 田 貴 友筐,1棺UI　 ・孝三,
`白 岩 孝 行,渡 辺 幸 ・,
宮 原 盛 厚,藤 井 純 ・,
l　E.　EsakssOI1
渡 邉 興 亜,神 山 孝 、1i,
五 十 嵐 誠,飯 塚 芳 徳,
|亀 田 貴 雄
,舘 山 一孝,
1白 岩 孝 行,渡 辺 幸 一,







パ フ変換 を応 用 した 合成開日 レー ダ画像の クレ ミ高橋 晃 ,藁 科 秀男,
バス検出 フ ィル ターの 開発 古川晶雄
北 極圏 氷河学術 調 査隊　(JAGE98　 Svall)ard)llti飯 塚 芳徳,71:i'嵐 誠,
告(3)多 点 ピ ッ ト雪 試料の 化学 成分 渡辺 ¢ 一,神 山 孝 吉,
・谷修 也,渡 邉興 亜
グリー ンラン ド ・チ ュー レ地 区での 気象 ・積雪 山崎哲 秀,的 場 澄 人,
観測報告 本山秀明
南極氷床,ド ームふ じ深層 コアの基本解 析の成|行 木周司,東 信彦,
果 につ いて 藤 田秀 二,藤 井理行,
Lff川晶雄,本 堂武 夫,
神 山 孝吉,本[li秀 明,
中尾 正義,中 澤高清,
1成 田 英器,佐 藤 和秀,


















題 目 発 表 者 発表 した学会等の名
ドームふ じコア解析 に よる氷期 一間氷期サ イク 藤井理行,本 山秀明, 日本雪氷学会全国大会
ルにおけるダス ト濃度変化 1福 岡孝昭,菊 地 正,
鈴木利孝,的 場澄人,1
河野美香,渡 邉興亜
ドー ムF浅 層 コアのX線 密度 プ ロフ ァイル
1






南極雪試料を用いたエル ・チチ ョン火山1982年 河野美香,山 ド 茂,















3)地 学研 究 グル ープ
A.地 学
地学研究 グルー プは新 しく南極F貴石研究 セ ンターが発足 し,研 究系 で2部 門及び2セ ンター に所属す る14名 の教官
及び2客 員部門の4名 の客員教官、1名 のCOE研 究員で 構成 されている.
(1)一 般 研 究
(1.1)固 体 地 球 物 理 学
昭和基 地周辺域 及び南極 にお ける固体地球 物理学 的研 究
教授 神沼 克伊,教 授 澁谷和雄,助 教授 野 木義 史,助 手 金尾政紀,助 手 士井浩 一郎,
助 手 青木 茂,　COE研 究 員 小林励 司
(1)重 力 測定
'F成9年 度 に南極で得 られ た デー タの整理 を行 った,,「しらせ」 の海E重 力 計NIPRORI　 -　2に よ り得 られた デー タ
を用 いて,測 線一ヒの 重力 異常 を求めた,昭 和基地で得 られた超伝導 重力計の デー タ解析 を継続 した。総 合研究 大学 院
大学の天 文科学専攻 との共同研究 「超伝導重 力計デ ー タを用い た地球 変形の研究 」が継続 してお り,国 立極地研究 所
では地殻 の隆起 と重 力変化 につ き調べ た、 またその ワー クシ ョップを開催 した,
(2)　GPS・VLBI
昭和基地 でのGPS測 量の解析 を継 続 した、　VLBIア ンテナ と地 上基準 点の取 り付け測量 を実 施 した.
(3)自 然地震 観測
前年度 同様 の 方式 でデー タ編集が な され,　JARE　 DATA　 REPORT　 No229と して ま とめた。得 られた地震 デー タを解
析 し,次 の よ うな研 究が進 行 した。
○ リュ ツ ォ ・ホ ルム湾地域 にお ける地殻 ・最 上部マ ン トル構造 の地震学 的研 究 を継続 した。
② 昭和 基地付近 の局地地震 活動 を調べ た。
③ 南極 プ レー ト境 界 及び内部で発生す る地震の応力分 布の研究 を継 続 した.,
④1998年3月25日,南 極 プレー ト内 にい:大地震(Ms=8.0)が 発生 、 この地震 の解析 と表 面波の伝播 速度 を利 用 し
た地 卜構 造の解析 を行 った。
(4)人ll地 震
南極で の人 一「二地震 に使 用す るペ ネ トレー ターの開発研究 を継 続 した。
(5)地 磁気
平成9年 度 「しらせ」 の3成 分磁 力計 によ り得 られた デー タの解析 を継続 した。
(6)テ ク トニ クス
船上 の地磁 気3成 分の デー タ,昭 和 基地の地震波速 度 異方性 や海 上重力デー タな どか ら,南 極 プ レー トの構 造や ダ
イナ ミクスの研究 を継続 している。特 に,イ ン ド洋 海域 のテ ク トニ クスにつ いての解析 を継 続 した。
(1.2)岩 石磁気学
岩石磁気学的研究 助教授 船木 實
(1)JARE35で 採集 された昭和基地周辺,ブ ライボークニーパ,そ れにスカルブスネス地域の岩石の占地磁気学的研
究を行った。採集された岩石は花圃岩質片麻岩,輝 石片麻岩,そ れに花圃岩である。これらの岩石を交流消磁 した
結果,一 部の試料か ら15mT以 ヒの交流消磁で現在の地球磁場 と反対の磁化成分を得ることがで きた。 また,同 様
の磁化が350-500℃ の熱消磁で も得ることがで きた消熱消磁によって得 られた磁化成分から計算 される磁極の位置
は,東 南極 大陸の5億 年前の磁極の位置と ・致 した
(2)オ ングル諸島と七一ルロンダーネ山地から採集 した岩石について帯磁率 と磁化強度を調べ,航 空磁気の結果と対
比 した その結 果,オ ングル諸島では大きな磁場勾配の地域で磁化ノ∫向の反転が見られ,磁 気異常が地表の岩石の
磁気的性質に依存していることが明らかになった。セールロンダーネ山地では試料数が少ないと言う問題があるが,
磁気異常か ら氷河に覆われた基盤岩の地質構造 と磁気的性質が推定された。
(3)　Allende炭 素質限石の磁気的↑ノ{三賀を磁性鉱物 と磁気異方性 に着目して調べた,そ の結果,こ の限石はペン トラン
ダイ ト,　FeNi,　それに磁鉄鉱が 主三婆な磁性鉱物であることが判明 した,し か し,自 然残留磁気は母天体で変成作
用 中に形成 され たペ ン トラン ダイ トが担 ってい るこ とが明 らか にな った。 また,　Allendeは 大 きな帯磁率 異 方性 を
もち,一 軸圧縮が 試料 に働 いた ことが判 明 した。
(4)衝 撃 に よ り限石 の磁 気 的性 質が変 化す る可能性 を調 べ るため,東 北 大学 の衝撃 銃でGibeOI1損 鉄 を用 いて 判蒲的
な実 験 を開始 した。そ の結果,　Gibeonは10Gpaと20Gpaの 衝 撃 で容 易 に外部 磁場 を獲 得す るこ とが 判明 した。 しか
し,獲 得 される磁 化の方 向は外部磁場 と平行 にな らない ため,結 晶磁気 異方性 との関係が問題点 と して浮 ヒした。
(1.3)地 質学
東南極楯状地およびゴン ドワナ大陸の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究
教授 白石和行,助 教授 本吉洋 一,助 教授(客 員)小 山内康人
(1)エ ンダービーランドの地質学的 ・岩石学的研究
1996年 より開始されたSEAL計 画(東 南極 リソスフェアの構造 と進化研究計画)に より,第39次 観測隊によってエ
ンダビーランド,ア ムンゼ ン湾の トナー島において98年1月 より2月 まで地質調査が行われ,同 地域の詳細な地質図
が完成するとともに岩石学的な検討が始 まった。とくに1)超 高温変成岩類の地質構造 と原岩構成,2)変 形作用の





第39次 観測隊により,リ ュツォ ・ホルム湾のスカー レン ・ラングホブデの再調査が行われ,と くにスカーレン地域
においては,地 質図の改訂がなされ,ス カルン鉱物の記載が行 われた。また,ブ レー ドボーグニ ッパにおける変成岩
の部分溶融,さ らには高温変成岩中のボロン鉱物 と部分溶融との関係などが検討された。
(4)ゴ ンドワナの岩石学的研究
国際学術研究 「パ ンアフリカン変動とゴンドワナ形成」の2年 次 目として,昨 年に引 き続 き南アフリカ南東部のナ
タール帯,マ ーチ ソン帯を中心に現地調査を行い,室 内実験用の岩石試料を大量に収集した。
(1.4)地 理 ・地形学
南極地域の氷河地形,周 氷河地形および後期新生代地質に関する研究
教授 森脇喜一,助 手 三浦英樹,客 員教授 平川 一一臣
(D南 極沿岸域の新生代氷河史 ・環境変動史に関する研究
リュッォ ・ホルム湾沿岸の隆起海浜および隆起海浜から採取 された海楼化石の分布お よび年代を地図および表 と
してまとめ,出 版 した。
(2)南 極沿岸山地の氷河 ・周氷河地形および新生代氷河史 ・環境変動史に関する研究
1)ア ムンゼン湾岸のリーセルラルセ ン山周辺のモ レーンの風化度 による相対的年代区分 を行った。
2)ア ムンゼン湾岸のリーセルラルセ ン山周辺で現在働いている周氷河作用,塩 類風化 と卓越風による侵食作用 につ
いて研究をすすめた。
3)ア ムンゼン湾岸の リーセル ・ラルセン山麓の湖底堆積物 を採取 し,年 代測定と酸素および炭素同位体の分析を行 っ
た。
(3)中 緯度高山地域および日本の氷期の氷河 ・周氷河地形の研究
南極地域の周氷河地形,現 象,作 用との比較の目的で,ス イスアルプスの周氷河作用 ・地形の調査を継続 した。
また,北 海道の氷河地形 ・化石周氷河地形の調査を継続 した。
(1.5)南 極 圏 環 境 モ ニ タ リン グ研 究 セ ン ター
宇宙測地,人 工衛星測 地 による地球 変動現象 の研 究 教授 澁谷和雄,助 手 土井浩 一郎,助 手 青木 茂
(1)人 工衛 星
・JERS-1合 成 開口 レー ダーデー タを用 いて干渉SAR法 に よ り氷床 のDEM作 成 を行 った。
・リュツ ォ ・ホルム湾露 岩域 ,及 び海氷域 でGPS観 測 を行 った。
(2)　VLBI
・昭和基 地 ア ンテ ナにVLBIシ ステム を組 み込 んだ。 オース トラリア ・ホバ ー ト局,南 アフ リカ ・ハ ーテベ ーステ ク
一62一
局 との 間で測地VLBI観 測 を実 施 した システムの概 要 をGEMSTONE　 Proceedingsに 発表 した。K4-S2相 関処理




















大 村 誠1 高知女子大学
有 馬







(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
Fl研警 伊←∴ ∴ 可∴」職一一ーユ舳 ソス1∴ ∴ イヒ題 コ
L-一_一 … 一 一 ー ー ー 一ー _一 ーー 一 一一 ー ー 一ー 一 」
イ.一 般 共 同研 究
蠕 職 一二丁 丁 一一1'一'iil　窒 課一_璽一ー 一1
法学部 ・助教授,ナ ピア岩体の岩石磁気学,年 代学的研究
学院理学研究科 ・助教 東南村議1高度変展着および深成暑中の流体包有物万
研究
一 ㌍ 亟網 綱 殻舳 …一 一ー
造山帯深部における物質進化の研究
衛星リモー トセンシングによる南極域の トボグラフ高知女子大学家政学部 ・助教授
イと環境変動の観測
教育人間科学部 ・教授 ナピア地域太占代 りソスフェアーの地球科学的研究
一 一十 一一 一 一ー 一{
南極周辺の大陸縁辺域の形成過程
ト今
脇 資 郎 ㌦1胤lll力 醐 巖 藷|川 剛 直幟 計チー タを雇 齎ノく纐こ魑1
藤雅孝梛__-ll鵬 鐵 ㍑ 纈 莞壽㌍
西 一二1隔(都 鍬 彌 壬酬 究科.助鍛 一繊 蕊 ・}E地震波形記録を用いた酬1罐
一 一」… 一 一 ー 一‥一 ..}一構塑 角平明 … … 一一
崎 邦 彦 棘 ノく学 膿 宿院 所.教 授 ・颯 プ レHFIpif'j辺域の地殻 ・マ ン トルの地震波1蛾1!構 造
ペ ネ トレー ター地震計 と地上 設 置型地 震計 を用 いた
[北 海道大 学 大学 院理 学fi5f究科 ・教授
一""_… 一一_-1構 造探査 方法 の石組
北海道大学ノく学院地球環境科学研究
1科.教 授 … 舳 極温1噸 における綱 紀後期の環境変動`
一 一 ーー 一ー 十 一 一一 一ーー ー ーー 一
筑波大学地球科学系 ・助教授 寒冷環境 ドにおける周氷河地形形成作用の比較研究
獄 酬 部搬 11?:」極海蜥1の 綱 勺1耽1
富山ノく学理学部1・助教授
岡山ノく学教育学部 ・助教授
南極 ・南極海 ・イン ド亜大陸から得 られた資料にも




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授
南極 ・昭和基地及び中緯度観測点での超伝導重力計
データを用いた地球潮汐現象の比較研究





福 田 洋 一 京都大学大学院理学研究科 ・助教授
アルテ ィメータ重万と海 ヒ重力の結合による南極縁
辺海域の精密重力マ ッピングに関する研究







石 塚 英 男 高知大学理学部 ・助教授 東南極ナ ピア岩体の原岩形成過程の解明
　
;上 野 直 子 東洋大学文学部 ・教授 エンダー ビーラン ド地域の磁気学的研究
一 ー 一
栗 原 則 幸
L_
通信総合研究所鹿島宇宙通信センタ







研 究 代 表 者 ・職 一一「 研 究 課 題
行 ・教 授{パ ンア フ リカ ン変動 とゴ ン ドワナ形成
_一 ⊥_一 ー
イ.基 盤研究(C)
「一研 究■代 表 著一・職 一丁 研 究 課 題
森 月謡 一・教 授一「第四紀備 え氷床変動と地形緻






澁 谷 和 雄
青 木 茂
ウ.萌 芽的研究
「 一'莇「究'代 表 著 ・職
巨 木
　「
一キ… 研 究 課 題








「… 研 究 代 表 者 ・職
今 榮 直 也 ・助 手
一一「一ー 一ーーー ー
トーー ーー




体積土壌の記載 ・分析手法の確 立に基づ く地形
発達 と地表環境変遷史の復元に関する研究








-1一 ー 一 一1n-一
一64一
Geodetical and geophysical observations at 
Syowa Station, Antarctica
(4)  m5taAzim 
                 II
 ( 1  •  1  ) [N] T ilf2aft :NV?
 Crustal uplift around  Syowa  Station,  Ali-
tarctica
 Field Seismic Observations by Portable Broad-
band Seismometers in the  Lutzow-Holm Bay 
 Region, East Antarctica
 Analysis of GPS data at  Syowa Station and  IGS 
 tracking stations
Preliminary study to generate a  DIE of 
 Amundsen  Bay,  Antarctica by  interferometric 
 SA  R
Local earthquake activity  around  Syowa  Sta-
tion, Antarctica
An  intraplate earthquake that occurred  near 
 Syowa  Station, East Antarctica
K.  Kaminuma
 H. Negishi and 
 M. Kanao
K.  Kaminuma and 
K. Shibuya
 A.  Yamada, 
 K.  Murayama, 
 0. Ootaki, 
 A. Itabashi, 
 Y. Hatanaka, 
 S. Miyazaki, 
 H. Negishi, 
 T. Higashi, 
 Y. Nogi, 
 M. Kanao and 
 K. Doi
K.  Doi, 
T.  Ozawa, 
K.  Shibuya, 
 H. Nakagawa, 
NI.  Omura and 
K. Koike
 K.  Kaminuma, 
 NI. Kanao and 
 A. Kuhn
H. Negishi, 
 Y. Nogi and 
K.  Katninuma
65 —
      (i • 4:-11
Geodesy on the  Move 
Spring-Verlag Berlin, 
536-540
Geodesy  on the Move. 
Spring-Verlag Berlin, 
541-546
Nankyoku  ShiryS  (Antarct. 
 Rec., Scientific  Note), 42, 
179-189




















題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Preliminary　 report　 of　 electromagnetic　s un一 Y.　Aoyama, PolarGeosci.,　 11,　 49-601998.10
dings　 on　 East　 Ongul　 Island,　 AntarcticaY.　Nogi,
K.　 Kaminama　 and
T.　Nagao
Systernatic　 deviatiolls　 of　 earthquake　 slip　 vec一A.　 Kubo, PolarGeosci.,　 11,　 61-751998.10
tors　 from　 NUVELI　 at　the　 Australia-Al/tarcticaY.　Nogi　 aI/d
alld　 Pacific-Antarctica　 plate　 bol111dariesK.　Kamilluma
1998年3月25日 南極 プ レー ト内の巨大地震 東野陽子,神 沼克伊 南 極 資 料,42,190-195 1998
第37・38次 日本南極地域観測隊による南 インド野木義史,金 尾政紀, 南極 資料,42,81-90 1998
洋海山調査 神沼克伊
Field　 Seismic　 ObservatioIls　 by　 Portable　 Broad一H.　 Negishi　 lld Nallkyoku　 Shiry6　 (Antarct.1998
balld　 Seislllometers　 ill　the　 LUtzow-Hollll　 BayM.Kanao Rec.),42,179-189
Region,　 East　 Antarctica
昭和基地 ・地震モニ タリング観測 システムの更 金尾政紀,神 沼克伊, 南極資 料,43,16-44 1999
新 とデータ利用 渋谷和雄,野 木義史,
根岸弘明,東 野陽子,
東 敏博
「エ ンダー ビー ラ ン ドの地学 調査の展望」 に関 金尾政紀 南 極 資 料,43,211-220 1999
する研究小集会報告
(1・2)古 地磁 気学
Characteristics　 of　Ilatural　 remalleIlt　 magnetiza一M.　 FUIIaki　 and AI/tarct.　 Meteorites　 Research,1998
tioll　of　Nova　 Petropolis　 iroll　meteorite　 (　H　)J.Dal1011 11,189-201
Maglletic　 contamillatiolls　 of　small　 iroll　 meteor一T.　Fllkuhara　 al/dAlltarct.　 Meteorites　 Research,1998
ites,　Odessa　 and　 Gibeol1 M.　 FUIlaki 11,178-188
宇宙塵を南極氷床から磁気的検出する試み 船木 實 地球化学,32,225-232 1998
宇宙塵 の採集 とキュ レー シ ョン 矢野創,中 村'智樹, 地 球 化 学,32,161-174 1998
野崎 航,船 木 實,
今栄 直也,野 ヒ謙 一
Natural　 remaneIlt　 magnetization　 of　 Nova　 Pet一M.　 FUIlaki Disaster　 Preventiol1 1998
ropolis　 iron　 meteorite.　 Restoratioll　 of　history　 of Research　 Institute,　 Kyoto
volcanic　 activity　 by　 usil19　 Paleomagnetic　p一 UIliv.　 ed.　by　 D.　Miki.　 145-151
proach
一66一
?ーPetrogellesis　 of　th()　tollalitic　 ro(・ks　 from　 the　 Sφr
Rondane　 Mountains、 　East　 AIltallctica
(1・4)地 形 学
Fluctuations　 of　 the　 East　 AIItar℃tic　 i℃e.sheet
margin　 since　 the　 last　 glaciation　 fronl　 the
stratigraphy　 of　raised　 beach　 dePosits　 along　 the
S6ya　 coast
Late　 Qllaterl/ary　 r乏1ised　 beach　 deP()sits　 alld
marille　 fossils　 with　 radiocarboll　 dates　 ai'ound
LUtzow-Holm　 Bay(、 ～dth　explallatory　 text,　 46p)
Preliininary　 reP()rts　 of　rock　 glaciers　 at　tlle　foot
















小 畑LE明,田 切 美 智 雄,
有 馬 真,石 渡 明,
土 屋 信 高,本 吉 洋 一',
















森 脇 喜 一,平 川 ・臣,


















S|)ecial　Map　 Series　 of　Natiol1一 ミ1998




第|JLI紀 研 究,37,165-175 1998
題 目 著 者 誌名 ・巻 号 ・頁 発表年月
Radiocarbol/　 and　 thern/oluminescence　ag 　 illM.Takada, PolarGeosci.,11,239-24819 8.10
the　 Mt.　 Riiser-Larsen　 area,　 Enderby　 Lalld,　 EastH.　Mhlra　 and
Antaractica D.　P.　Zwartz
Holocene　 lake　 sedirrlellts　 alld　 sea-level　 challgeD.　P.　Zwartz, PolarGeosci.,　ll,　 249-259 1998.10




Late　 Quaterllary　 East　 AIltarctic　 melting　 evelltH.Miura, PolarGeosciellce,　ll, 1998
ill　the　 S6ya　 Coast　 regioll　 based　 oll　stratigraphyH. Maemoku, 262-276








題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
一 一.一 　 〒一一
体 地 球 物 理 学
t　 alld　 geodetiC　 ObServatiOII　 at
,　Alltarctica
arch　 at　Syowa　 StatioI1,　AIltarctica
ERSの 海 面 高 に よ る 南 極 周 辺 の 重
エ ン ダ ビ ー 海 盆 の 磁 気 異 常





野 木義 史,仙 石 新
野木義 史,神 沼 克伊
金尾 政紀,根 岸 弘明,
東野 陽子,中 西 崇,
東 敏 博,野 木義 史,
神沼 克伊,澁 谷和雄
SymPosium　 ol/　 AI/tarctic
Geodesy　 (チ リ ・サ ンチ アゴ)
AGU恒ll　 meetil19
(ア メリカ ・サ ンフランシス
コ)
地球惑 星科学 関連合同学 会













東野陽 子・,中 西 崇,
神 沼克伊,澁 谷和雄
日本地震学会
1998年3月25H南 極 地震 の メカニ ズムー退水 に 坪 井誠ffJ,菊 池正 ・kl:,








発 表 者 ]発 表した」-ur?等の纈 表言
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　II
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　
超伝導重力計の5年 間のデー タで見た長周期重 青山雄一,佐 藤忠弘,:第18回 南極地学シンポジウム1998.10
力変化 名和 成,根 岸弘明,
東 敏博,澁 谷和雄 ミ:
|I
ERS-2衛 星 の追 尾用 小型 ア ンテ ナの 設 置 と送 金尾政紀,澁 谷和雄,{第18回 南 極地学 シ ンポ ジウム1998.10
受信 東 敏博,青 木 茂,1
1ミ 福 山奇川頁洋I
lI
干渉 合成開 口 レー ダー を用 いた南極氷床 変動 の!小 澤 拓,土 井浩 一郎,第18回 南極 地学 シンポ ジウム1998.10
検 出 澁 谷和雄 「 、
ドームふ じ トラバ ース ルー トヒにお ける 重力測 東 敏博,金 尾 政紀,第18回 南極地学 シンポジ ウム1998.10
定お よびGPS観 測 本 山秀明 ト|
「
広帯域地震波形による宗谷海岸周辺のモホ面の 金尾政紀,根 岸弘明,第18回 南極地学 シンポジウム1998.10
深さと地殻内不均質 東野陽子,久 保篤規1
　 　
リュ ツ ォ ・ホ ルム湾 周辺 でのSKS波 スプ リテ 久保篤規,根 岸弘 明,「 第18回 南 極地学 シ ンポ ジウム;1998.10
d
イングによる地震波速度異 方性 平松 良浩,金 尾政紀
1998年3月25日 の 南 極 プ レー ト内の 巨 大地震 神 沼 克伊,小 林励 司,第18回 南極地学 シ ンポ ジウムl!998.10
(1)余 震活動 野 木義 史,金 尾政紀
　11998年3月25日 南 極地震 の解 釈 坪井 誠司,金 尾 政紀 第18回 南 極地学 シンポジ ウム;1998.10
1998年3月25日 の南 極 プ レー ト内地震震 央付近,野 木義 史,久 保 篤規,、 第18回 南極 地学 シンポジ ウム11998.10
の海底 地形,地 磁 気お よび重 力 異 神沼 克伊,小 林励 司
マ コ リー トリプルジ ャンクシ ョン近傍の プロ ッ 、久保篤 規,野 木義 史 第18回 南極地学 シンポ ジウム11998.10
　 　
ク 運 動 と プ レ ー ト内 部 変 形l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI
エ ンダ ビー海盆の磁気異常 とゴ ン ドワナ分 裂1野 木義 史,島 伸和,第18回 南 極地学 シンポ ジウム11998.10`福
田洋 一一,伊 勢崎修 弘|1
1998年3月25日 の 南極 プ レー ト内 の巨 大地震;小 林励 司,神 沼 克伊1第18回 南 極地学 シ ンポ ジウム1998.10
(2)表 面波解析1
　 　
昭和 基地 ・地震 モニ タ リング観測の近 況 一地震 金尾政紀,根 岸弘明,第18回 南極 地学 シ ンポ ジウム1998.10
計室 とシステム更新!束 野陽Ji,　 中西 崇,
東 敏博,野 木義 史,1
神沼克伊,澁 谷和雄1
南極 昭和基地 周辺 の 重力異常 マ ッピング 野 木義 史,金 尾政紀,第18回 南極 地学 シ ンポ ジウム1998.10
東 敏博,田 中俊行,「
F}汕 雄 一,福 田洋 一
ー ー ー ー 一_一 ー 一 一一 一一一一－L-一___一_一 ーー ーー 一_一_
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
(1・2)占 地磁 気学
Allende限 石の 自然残 留磁気 と重 力の 方向 船木 實 国立天文台共同利用シンポジ 1998.1
ユーム,惑 星重力場 の解析 と
その地球惑星科学的応用
Natllral　 remallellt　 maglletizatioll　 of　 the　 Ru一1.　Tunyi, Meteoroids　 l998.　 Tatral/ska1998.8
mallovaH5　 cllondrit.e M.　 FUIIaki, Lormlica,　 Slovac　 Republic
0.　Orlicky　 alld
V.　Probcan
Shock-indllced　maglletizatiol1　 (SIM)　 at　 lOM.　 Funaki, New　 trellds　 ill　geomagl/etisln1998.9
alld　 20GP　 a　on　 GibeoIUron　 meteoriteY.　SyOllo　 and paleo,　 rock　 and　 ellviroIlnlel1一
T.　Yamauchi tal　 magnetism,　 6th　 biellnial
Castle　 Meeting.　 Hmba　 Skala,
Czech　 Republic
Maglletic　 allisotropies　 for　 Toluca　 alld　 GibeoIlT.　Fukahara, New　 trends　 ill　geomagnetislll1998.9
irOII　meteOriteS M.Funakiand paleo,　 rock　 alld　 ellvirolln/en一
H.　Nagai talmaglletism,　6thbieIIIIial
Castle　 Meetillg.　 Hmba　 Skala,
Czech　 Republic
東 クイー ンモー ドラン ド及び西エ ンダー ビー プ 白井幸太郎,野 木義史, 第18回 南極地学シンポジウム1998.10
ンドの岩石の磁気特性 と磁気異常の研究 船木 實,酒 井英男
東南極 リュツオ ・ホルム湾沿岸地域の古地磁気 石川尚人,船 木 實 第18回 南極地学 シンポジウム1998.10
(2)
ス リ ラ ン カ,ド レ ラ イ ト貫 入 岩 の1°Ar-39Ar年 代瀧上 豊,吉 田 勝, 第18回 南極地学 シンポジウム1998.10
船木 實
(1・3)地 質 学
超高温変成作用研究の最近の動向 本吉洋一… 日本地質学会 1998
東南極ナ ピア岩体 リーセルラルセ ン山地域にお 鈴木 里子,本 吉洋 一, 日本地質学会 1998
け るRb-Sr,　 Sm-Nd同 位 体 年 代 白石和行,加 々美寛雄
東 南極セ ール ・ロン ダー ネ山脈西 部の酸性片麻 大場孝信,白 石和行 第18回 南極地学 シンポジウム1998.10
岩中のhastillgsiteの 安定領域 につ いて
高温変成岩の部分溶融 とグランデ ィディエライ 廣井美 邦,本 吉 洋.・, 第18回 南極地学 シンポジウム1998.10
トの形成 E.S.Grew,古 川 登
一70一
題 目 発 表 者
東南 極 ナ ピア岩体 トナー島 にお ける超高温変 成 小山内康 人,豊 島剛志,
岩類 の地 質 と原岩構成 ノく和田正明,角 替敏昭,
外 田智千,
ミW.A.Crowe
東南極ナ ピア岩 体 トナー島 にお ける超高温変 成 豊二島剛,志,小 山内康 人,
着類 の変形作 用 大和田正 明,角 替敏昭,
外 田智千,







UHT　 metamorphism　of　 alulllilloUS　 gneisses
from　 Tonagh　 Island　 ill　the　 Napier　 Complex,
Ellderby　 Lalld
東南極ナピア岩体 トナー島,古 鉄質岩 と原岩と
年代
東南極 ナ ピア岩体 リーセ ル ・ラルセ ン山地域 に
おけ る グラニ ュラ イ ト相片麻 岩類のSm-Nd系 同
位 体年代
・　Reactioll　 textureg.　 after　 sal)phirine十 　qllartz:
























第18回 南 極地学 シ ンポ ジウムI!998.10
;
第18回 南 極地学 シ ンポ ジウ∴998.1。
`
1
第18回 南 極地学 シンポジ ウム:1998.10
1
ミ








三浦 英 樹,高 田 将 志,
D.　P.　Zwartz,
森脇喜一
瀬戸 浩二,森 脇 喜 一,
三浦 二英手討
第18回 南極地学 シンポジウム1998.10








題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
一
束オングル島及びラングホブデ北部の隆起海浜 五十嵐厚夫,三 浦英樹, 第18回 南極地学シンポジウム1998.10
堆積物 に含まれる貝化石のア ミノ酸 ラセ ミ化年
代
C.Hart
南極周辺域の海面変動から推定 される過去2万 木村隆介,田 中正夫, 第18回 南極地学 シンポジウム 1998.10
年間の南極氷床の融解歴史 奥野淳 一,三 浦 英樹,
森脇喜一,前 杢英明
南極の内陸の池 ・湖 に生育する藻類の1℃年代 高橋 浩,和 田秀樹, 第18回 南極地学シンポジウム 1998.10
測定に関する研究 中村俊夫,三 浦英樹




(D－ 般 研 究
南極限石の分類学的研究 助教授 小島秀康,助 手 余栄直也
当研究所には,1995年3月 までに南極で発見採集され,持 ち帰 られた約8,900個 の限石が保管 されている.こ れら
は順次同定分類が進められている、今年度はY-88限 石の分類に着手し,継 続 して行った。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究 　
研 究 課 題 一研究代 表者'「 一一 所 属 ・ 職
白 石 和 行,国 、ン:極地研究 所 ・教授






富 樫 茂 子
一 一… 一
永 井 寛 之











U'ti村 智 樹 九州大酬1纈 助手






ite　chondrites　 xVith　 referellce　 to　 tlleir　 thermal　 Y.　Lhl
histories
Origin　 of　 rnetal-troilite　 aggregates　 ill
ordinary　 chol/drites
six　 M.F旦jita,




　Coinparisons　 of　 textural　 alld　 (:}lemical　 varia-　 K.Yllgami,
tiolls　 of　minerals　 ill　some　 primitive　 achondri{es　 H.　Takeda,
l　alld　 all　H　 7　 cholldrite,　 "ith　 reference　 to　(heir　 i　H.　K()jima　 alldl
　forn|atic)ll　 al|(l　CoolinEsr　 lliStOrieS　AC.　INCiVamoto
The　 variation　 of　 ZI|　 contellt　 il}　s工)inel　 gr(川P　 J.Chikami,
rnilleralS　 and　 d之IUbreelites　 Of　 I)rinlitive　 a℃hond-　 M.M yamotoand
rites　 ;H .　Takeda
　一___一 ー 一ー 一
　マド 　　 　　 ココ　　　　 　 　 コ
　 　
』_一一「竺 一'蒼蝿 一.…‡齪 いlll　Alltarctic　 Meteorite　|　1999.3










題 目 著 者 誌名 ・巻号 ・頁 発表年月
Alltarctic　 micronleteorites　coll cted　 at　 theT.　Nakamura, AIltarctic　 Meteorite 1999.3
















イ.口 頭 に よる発表
題 目 発 表 者 発・表した学会等の名称 発表年月
Petrological　 al/d　 milleralogical　 study　 of　ellstat一M.　 Kimllra　 alld 第23回 南極限石シンポジウム1998.6
ite　 chondrites　 with　 referellce　 to　 their　 thermalY.　Lin
histories








Shocked　 plagioclase　 iII　 martian　 and　 luIlarT.　Mikouchi, 第23回 南極限石シンポジウム1998.6
meteorites:　 Textllres,　 chemical　 compositions,M.　 Miyamot 　 and





















AIltarctic　 micrometeorites　coH cte(l　 at













?? ?? ?????? ?? i第23回 南極限石シンポジウム1998.6
75一
4)生 物学研究 グループ
(1)一 般 研 究
マイクロデータロガーを用いたアデ リーペ ンギンの生理学的研究 教授 内藤靖彦
潜水動物の生理状態 を記録するため心電図および体温 を記録するロガーを開発 した。アデリーペ ンギンの心拍数は
潜水開始後急激に低下 し,潜 水中も徐々に低下 していた。これは潜水中の酸素消費速度を低 ドさせ,長 い潜水を可能
にしていると考えられる。 また潜水後水面に滞在 している間の心拍数は'F常 時に比べ高く,潜 水中に消費 した酸素を
体内に補給 していると考えられた。 また潜水中の胃内温度は潜水を繰 り返す ことによって,徐 々に低 下してお り,こ
れ も潜水中の酸素消費速度の低下に関連 した現象であると考えられる。
海氷縁域における生物起源粒子の下方輸送 教授 福地光男
1998年5月 のバレンツ海氷縁域の海洋学的調査により,測 線 ヒの5測 点においてセデ ィメントトラップを用いた観
測 を行った。採集された粒子の一部 を持ち帰 り,顕 微鏡観察に供 した。同定可能な主要な粒子である動物プランクト
ンの糞粒のサイズ分布,鉛 直的変化,測 点間の変動を通 して,バ レンッ海春期の氷縁域における低次生産と物質輸送
過程について検討 した。
すべての観測点において表層付近のクロロフィル現存量は5mgm-3を 越えていた。水柱の総クロロフィル量は,
浮氷域 よりむしろ混合層の深い無氷域において高いが,一 方沈降粒子 中の糞粒 フラックス(体 積)は 浮氷域において
高い。 これらの結果か ら,観 測期間中のバレンツ海氷縁域においては,広 範囲に渡ってブルームが進行 しているが,
浮氷域の水柱においては動物 プランクトンが活発に摂餌活動を行 っているのに対 して,浮 氷が後退 した無氷域 におい
ては摂餌活動はー著しく低下 して居るものと思われる。
南極 雪鳥沢 にお いて水 分量 が自由生活性 ダニの垂直分布 に与 える影響 教授 大 山佳邦
前気 門 ダニのNanorchestes属4種(N.antarcitic/ls,N.bellus,N.lalae,N.sp)とTydeus　erebusの5種 につい て,日
周での砂礫 の水分量 の増減 と,ダ ニの砂礫 中の垂直分布 の関係 を調査 した。T.　 erebusは,砂 礫 中の水分 量が 日周で
変動 し一ヒ層 部 の水 分量 が 減 少 して も,下 層 部へ の垂 直 移動 は行 わず 常 に分布 中心 を上層 部 に持 っ てい た。 一方,
Nanorchest,es属 の4種 は,日 周で の水分 量の変動 と同調 して分布 中心 が変動 して いた。 この こ とか ら,水 平 的 に均
一一に見 え る生 息環境 におい て,体 表面の軟 弱 なNanorchestes属 の4種 は,砂 礫 層内 を垂直 移動 す るこ とで 乾燥 に よ
る死 亡 を回避 してい るこ とが推測で きる。 また,T.　 erebllsはNallorchestes属 の4種 と比較 して乾燥 に強 い種 であ る
と考 え られ る。
南極 ラル スマ ンヒルズ中山基地(中 国)の 植物相 教授 神 田啓 史
1997か ら1998年 にかけて,ラ ルスマ ン ヒルズに位 置す る中山基地(中 国)周 辺 で採 取 された70点 の植物試 料 に基づ
いて,植 物 相の調査 を行 った。 その結果,蘇 類6種,苔 類1種,地 衣類13種 が確 認 され た。苔 類 はナ ンキ ョクヤバ 不
ゴケ(Cephaloziella　 exilillora)で あ り,植 物地 理学上 重要な発 見 とな った。蘇類 の 一種,ハ リギボ ウ シゴケ(Gi'im--
nlia　laWiana)は,こ れ まで昭和 基地 のあ るエ ンダー ビー ラ ン ドとモー ソ ン基地 のあ るマ ックロバ ー トソ ンラン ドに
隔離分 布 していると考えられて きた ものであるが,本 研究で分布 域が広がった。本地域 の蘇類相では近隣のベス トフォー
ドヒル ズ との共 通性 が期待 されたが,中1[」 基地周 辺で は スジ フク レゴケ(Sarc(mellmrll　 glaciale)　,ア カハ マ キ ゴケ
(Bryoerythrophyiluinrecurvirostre),キョクチセ ンボ ンゴケ(Pottia　 heimii)が 分布 しないの に対 して,デ ー ビス基
地 はヤ ノウエ ノア カゴケ(Ceratodoll　 pllrl)ureus)や ハ リギボ ウシゴケが 分布 しない とい う大 きな相違が見 られた。
夏季 南大洋 にお ける植物 プ ランク トン群 集の サイズ組成 助教授 小達恒 夫
過 去20年 の研 究 に よって,海 洋植物 プラ ンク トン群 集は2/∠In以 ドの ピコプラ ンク トンがi要 な画分 を占めてい る
ことが分 かって きた。 しか しなが ら,過 去の多 くの知見 は中低 緯度海域 の ものが 多 く,高 緯度 海域での知 見は充分 と
は 言えない。 そ こで 「しらせ」 に よるJARE38の 夏季行動 期間 中,南 大洋 にお いて植物 プ ラ ンク トン群集 のサ イズ構
造 を調べ た。
JARE38の 帰路,航 行 中表面海水モニ タリングシステ ムを起動 し,航 路 に沿 った水温 ・塩 分 を1分 間隔で測定 した。
また,適 宜 同 シス テム を流 れ た海水 を採取 し,ク ロロフ ィルα濃度 を10μm以 ヒ,2～10!∠m,2μ111以 下 の3サ イ
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ズ面分 に分 けて測定 した　(DMF抽 出,蛍 光法)ま た,海 洋 構造 を調べ るため に,適 宜XBT観 測 を行 った。　APF以 南
の南極 海 にお いて は,全 クロ ロフ ィルσ濃度 にノくきな空 間的変動 が 見 られ た しか しなが ら,2μm以 下の ピコプラ
ンク トン面分 におけ る濃 度は,　APF～AI)間 で0.1/tgL-1前 後で空間的変動 が乏 しかった。 この海域 においては,ピ コ
プ ランク トン両分の 占め る割 合 は,25° 。以 下で あった 一般 に植物 プラ ンク トン現 存 量が低 い ときには,ピ コプラ ン
ク トンが 卓越す る といわれ ているが,南 極海の場 合,全 クロロフ ィルα濃度 が低 くともピコプ ラ ンク トンの 卓越は見
られず,常 に大型植物 プラ ンク トンが 卓越 して いた一 この結 果は,北 太平洋高緯度 海域 で得 られた植物 プラ ンク トン
群 集のサ イズ構造 と異なる,
デ ィアディノキサンチンサイクルの機能解析 助 手 工藤 栄
アイスアルジーは海氷底部の弱光 ドで生育 し,そ の弱光環境に順応 して高い光合成活動を行っている。そ して,我 々
の最近の研究により,ア イスアルジーやその構成 主体 となっている珪藻類は,生 育光強度環境により光合成システム
の構成を大きく変え,弱 光環境 に高度に順応 していることが明らかになってきた。しか し,そ のようなアイスアルジー
や天候の急変,海 氷同 士:の衝突などで急激に強光に曝 されることがある。弱光環境 に高度に順応 した光合成器官につ
いて,そ のような事態は致命的である、常温性の珪藻類ではこのような比較的短い時間スケールでは,デ ィアディノ
キサンチン(DD)サ イクルが光化学系の保護に重要な役割を果たしている可能性が指摘されている。アイスアルジー
でもDDサ イクルが同様に機能 しているらしいことを想定 し,強 光下でのDDサ イクルの動態を解析するとともに,パ
ルス変調蛍光分析法により光化学系の反応の変化をモニ ターすることで機能を調べた、
生物 に とっての南極 湖沼環境 助 手 伊村 智
大池(西 オ ングル島},雷 鳥池1ラ ングホブデ),す りば ち池(ス カルブス ネス)の3湖 沼 に,1997年1月 か ら1998
年1月 まで水深 ・水温 ・水中照度を記録するデータロガーを設置 した/,ま た,現 場でpH,　電気伝導度,塩 分濃度,
潜在酸素濃度等を測定 し,各 種栄養塩分析を行った。各湖沼とも水深は大きく変動することなくほぼ安定 していた。
湖沼底の水温は夏期には7℃ ほどにな り,2月 末に一時0℃ 近 くに ドがるものの,極 夜期にも約4度 を保っていた、
水中照度 も11月か ら4月 にかけては光合成にf'分 な数値が保たれてお り,物 理的環境としては陸上よ りもかなり安定
し,生 育 可能期間も長い ものと想像される。化学的環境 としては,塩 分濃度は湖沼間で大 きな開きがあ り,　PHは ほ
とん ど中性で,1)0は 極端 に高かった。特徴的なのは栄養塩類の乏 しさで,特 にリンはほとんどの湖沼で検出限界以
下であった。生物にとってのこの地域の湖沼底は,6ケ 月近い安定 した生育可能期間を持つが,乏 しい栄養塩類によっ
て増殖が律速 されている状態にあると考えられる。それで も,藻 類マ ット・水生コケ植物共に,こ れまで考えられて
きたよりもかなり大きな年間成長量を持つ可能性がある,,
アデリーペンギンの採餌潜水行動への海氷分布の影響 助手 加藤明子




加速度ロガーを使ったアデ リーペンギンの行動モニタリング 助 手 佐藤寛文
アデリーペンギンの行動 を詳細にモニタリングするために,加 速度デー タロガーを用いて採餌 トリップ中の行動を
記録 した。加速度データによって陸 上における歩行 と休息 を区別することが可能にな り,さ らに遊泳中の加速度変化
から潜行時の加速,浮 ヒ時の羽ばたき停1ヒも検知可能である。さらに水面付近における高速移動であるポーパシング
も検知することが可能 となった。この手法を用いることによってアデリーペンギンの採餌 トリップ中の時間及びエ ネ
ルギー配分等を明らかにすることが可能である、,
南大洋 に おける海水の光学 的性 質 とクロ ロフィルa濃 度推定 に関す る研究 助 手 平澤 享
ADEOS/OCTS,　 Orbview-　 2　/Sea　WiFSで 得 られる海色デ ー タか ら広域 にわた る南 大洋 イン ド洋 区の基礎生 産の時 間
的空 間的変動 を よ1ハE確 に把握 す るための基礎的研究 と して,1997年12月 ～1998年3月 の間 に得 られた南 大洋 イン ド
洋 区の分 光放射,ク ロロ フ ィルσ濃 度の デー タの解 析 を行 った また,表 面海水連続 モニ タリングシステム に よって
得 られた海水の吸収 係数,水 温,塩 分,お よびサ イズ別 クロロフ ィルα濃度 との関係 について も解析 を行 った.
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南大洋におけるクロロフィルα濃度の推定アルゴリズムは,温 帯か ら熱帯にかけてのアルゴリズム とは大 きく異な
ることが示され,そ の原因が比吸光係数の低下にあることが明 らかとなった。また,水 温,塩 分の変化にしたがって
サ イズ別 クロロフィルα濃度は大 きく変化 し,南 極極前線(約 南緯60度)以 南では10!、m以 上の植物プランク トンの
割合が特に高かった。10μm以 上の クロロフィルα濃度が全サ イズの濃度の50%を 超えた とき,比 吸光係数は低 くな
る傾向が見 られた。 しか しなが ら,全 サ イズのクロロフィルα濃度が0.15mgm-{と 低い場合は,逆 に比吸光係数は高
い値 を示 した。南大洋において比吸光係数が植物プランク トンサイズによって変動 していることが示されたが,植 物
プランク トンの吸収係数だけがアルゴリズムの違いの原因とは考え難い。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生態系変動の基礎研究
イ.一 般 共 同研 究
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
鈴 木 利 一 長崎大学水産学部 ・助教授 極海における動植物プランク トン群集の経年変化
佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・助教授 南極海氷縁域における生物起源粒子の沈降過程
奥 谷 喬 司 日本大学生物資源科学部 ・教授
極域における魚類 ・底生生物の分類及び生態に関す
る研究







松 村 皐 月 遠洋水産研究所 ・企画連絡室長
ADEOSデ ー タを利用 した南極海域の基礎生産過程
の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極ケイシー基地付近における土壌動物の研究
吉 田 勝 一・ 岩手大学人文社会科学部 ・教授
スピッツベルゲン島における土壌動物の生態学的研
究
井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・教授 極域の環境に関する生物地球化学的研究
綿 貫 豊 北海道大学農学部 ・助教授 高次捕食者の潜水行動 とエネルギー代謝
大 谷 修 司 島根大学教育学部 ・助教授 南極産't二壌藻類の種組成とその ヒ壌特性
一
今 福 道 夫 京都大学大学院理学研究科 ・助教授 加速度 デー タロガー によるペ ンギ ンの行動 の解析






菓子野 康 浩 姫路 工業大学理学部 ・助手 極域藻類の光化学反応システムの解析




中 野 武 豊
長 島 秀 行









研 究 課 題
南極産植物の環境応答遺伝子
広島大学理学部 ・助教授
… 一 ーー ー ー 一
∵㌍軸 罐
市立稚内病院 ・医長




南極 ドームふ じ観 測拠」
研究
1、1におけ るヒ ト生体 リズムの
(3)科 学研究費補助金による研究
ア.国際学術研究
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(4)研 究 成 果 の発 表
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A　 filameIltolls　 fungus,　 Pythium　 ultimum　 TrowT.　Hoshino Polar　 Bioscience,　 12,　 68-75
1999
var.　 ultimun1,　 isolated　 from　 moribul/d　 mossM.Tojo,




イ.口 頭 による発 表
題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月
Seasonal　 changes　 ill　foragillg　 site　 and　 diving加藤明子,綿 貫 豊, V皿SCAR　 IIlternatiollal　 Biol一1998.8
behavior　 in　Ad61ie　 penguills 市川秀雄,宮 本佳則, ogy　 Symposium
内藤靖彦
Moss　 tussocks　 at　 the　 bottom　 of　 lakes　 il/　theS.lmuraand V皿SCAR　 International　 Biol一1998.8
viciIlity　 of　Syowa　 Station H.　Kanda ogy　 Symposium
アデリーペ ンギンの採餌場所 と潜水行動の季節 加 藤明子,綿 貫 豊, 日本鳥学会 1988.11
変化 市川秀雄,宮 本佳則,
内藤靖彦
マ イ クロデー タロガーに よる ヒラメの行動解析 梨 田一也,内 藤靖 彦, 第21回 極域生物 シンポジウム1998.12
中野和民,岩 尾 香
ヒラメの擬餌 ・離底行動の観察 河邊 玲,平 石智徳, 第21回 極域生物シンポジウム 1998.12
沢田健児,梨 本勝昭,
佐藤克文,内 藤靖彦
ピンガー タグとマ イ クロデー タロガー を用 いた 上田 宏,内 藤靖彦 第21回 極球生物シンポジウム1998.12
洞爺湖におけるヒメマスとサクラマスの母川回
帰行動の生理学的解析




題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称;発 表年月
潜水時のアデリーペンギンの胃内温変化 新妻靖章,加 藤明 子,
綿貫 豊
自然環境一ドにおけ るネズ ミイルカの潜 水 ・遊泳 大谷誠 司,内 藤靖彦,
行動 河村章 人
近年のマ イクロデ ー タロガーの 開発 とその利用 ト内藤靖彦,加 藤明 了,
佐藤克 文,綿 貫 豊














デ ィァデ ィノキサ ンチ ンサ イクルの機 能解析




















加藤明子,綿 貫 豊,第21回 極域生物 シンポジウム
市川秀雄,宮 本佳則,
内藤靖彦
石川 輝,鷲 山直樹,第21回 極域生物 シンポジウム
福地光男
小達恒夫,及 川幸 四郎,第21回 極域生物 シンポジ ウム1
平澤 享,福 地 光男
佐 々木洋,川 合大祐,
ポール ・バ スマ ン,
福 地光男
{第21回 極域 生物 シ ンポ ジウム
林 義則,小 池裕幸,第21回 極域生物 シンポジウム
　
1佐 藤和彦,池 谷 透,
伊村 智,渡 邉研太郎,
工藤 栄,菓 子野康浩1
菓子野康浩,赤 松明美,第21回 極域生物 シンポジウム
小池裕幸,佐 藤和彦,
!池 谷 透,伊 村 智,





















光 学 的 プ ラ ン ク ト ン カ ウ ン タ　ー 　(Optical
Plankton　 Counter.　 OPC)　 を用 いた 南大洋 イン
ド洋区表層 におけ る懸 濁粒子 の分 布解析
JARE33・34に よって東南極陸棚域および陸棚
斜面域か ら採取された底生腹足類 ・二枚貝類
昭和基 地 にお いて採 取 され たAethotaxis層(ノ
トセニ ア科,ス ズキ 目)魚 類 の大型 固体





南極 ラルスマ ンヒルズ中山基地(中 国)の 植物
相
カギハ イゴケSanionia　 uncinataに おけ るシュー
トラ イズと水分保 持能力 の関係







池谷 透,工 藤 栄,
伊村 智,渡 邉研太郎,
菓子野康浩,福 地光男
梅 田晴子,河 村章 人,
谷村 篤,
G.W.ホ ー ジー



















































?題 目 発 表 者





氷河後退域モ レーンヒのムラサキユキ ノシタ群　 ,li田勝 ・,増沢武弘,
落における 」二壌小型節足動物 ノく山佳邦
ニーオルスン氷河後鐡 の桝 勿相と舳 舳 艘 ,南 佳典
チ ョウノスケソウの個葉特性 と花への性配分の 和田直也,神 田啓史
緯度的変化,並 びに人為的環境操作による性表
現の変化
温暖化に対する ヒ壌微生物バイオマスおよび呼 別宮有紀子,中 坪孝之,
吸特性の反応1久 米 篤,神 田啓史,
　
1小 泉 博
ロ シ ア 極 東 地 方 に お け る 火 山 地 域 の 植 生 と そ の1南 佳 典,沖 津 進,
分 布 神 田 啓 史
Prey　 pursllit　 all(l　cal)turillg　 behavior　 in　deeP　 :　Y.　RoPert-Coudert,
divers　 esthnated止)y　 mllltiple　 data　 recorders　K.　Sato,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.Kato　 サ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　J.-B.　Charrassin
ミ テ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C.-A.　 Bost　 and
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IY.　LeMaho
Patterns　 of　variatioll　 ill　zooplankt()n　 abundance　 (}.　W.　Hoise,
in　the　JARE　 Norpac　 Ilet　samples　IM.　Fukuchi　 and
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.　Tallimllra
Diversity　 alld　 biological　 chara(:leristics　 of　soil　 J.Elster,
algae　 along　 deglaciated　 moraille,　 Ny-Alesumd,　 0.0、 、℃zarek,
Sval止)ard　 |」.　KOPecky,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S.　Ohtani,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A.　Luk(iSoVa　 and
　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　|　」.　KOinai'ek
氷 河 後 退 域 の 植 物 の 生 育 型 変 異 と 繁 殖 生 態 久 米 篤,別 宮 有 紀r-,
中 坪 孝 之,増 沢 武 克、
　… 　一 　 一…一一一]
発表 した学 会等の名称 発 表{手三月1
-一一 ー ー ー一⊥ 一 一_斗
第21回 極域 生物 シンポジ ウム;1998.12!
第2'1°鰍 生物 シンポジウ∵998・'2
第21回 極域生物 シンポ ジウム1998.121111
!i
第21回 極域 生物 シ ンポ ジウム1998.12
1第21回 極域 生物 シ ンポ ジウム1998.12
ミ
第21[llJ極域生物 シンポ ジウム1998.12
第21[[,J極域 生物 シンポ ジウムll99S.12
第211111極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム!1998.12
第21回 極域 生物 シンポジ ウム1998.12
第21回 極域生物 シンポジウム1998,12
第21回 極域生物 シンポ ジウム`1998.12
一－L-一ー
一85-一
題 目 発 表 者 発表 した学会等の名
Food,　 foraging　 behavior　 alld　 breedillg　 success加藤明子 GordOII　 Research
of　 Ad61ie　 pellgllil/s　 ill　relatioll　 to　 the　 allIlual Conferellce　 oll　Polar
ChaIlgeS　 ill　Sea-ice Marille　 Sciellce
アデリーペンギンの採餌お よび繁殖生態への海 加藤明子,内 藤靖彦,海 洋学会シンポジウム







(1)一 般 研 究
(A)越 冬隊員の健康管理に関する研究 教授(客 員)市 丸雄'ド,教 授 内藤靖彦,教 授 大山佳邦
最近,厚 生省より第6次 改定の 日本人の栄養所要最(案)が 発表され,と くに,栄 養摂取過多に陥 らないよう栄養
摂取の ヒ限が定められている.こ れは,栄 養過多による,生 活習慣病を防ぐ意味を有している。南極昭和基地におい
ても,初 期の越冬時代 とはことなり,生 活は豊かになったもの と推測 される一実際35次 隊の昭和基地 レス トランメニュー
を参考に,使 われた食品数 と種類およびメニューの数と種類等の分析を行った。その結果,食 品摂取li;;:は多くにバラ
エティに富み,隊 員の満足で きる食事内容であると推測された。味噌汁ひとつをみても,具 が多彩であ り,現 在定量
化を試みている。また,ビ タミンの摂取では,生 野菜の自給 も以前よりととのっている。第1次 隊時代に心配された,
栄養不足の問題はす くな くなっている もの と推測される。
一方,38次 隊の健康診断カルテの分析を行ったが,脂 肪肝が高頻度に認め られている、その理由として,現 在の昭
和基地が,以 前 に比べて生活環境がかな りよくなっていること,隊 員の運動量が低 ドしていることが推測された。 し
か し,食 事 メニューにおけるグラム数の記載がなかったため,食 品成分摂取量の定量的解析は困難であった。昭和基
地の栄養問題 として,寒 冷地栄養 とともに栄養摂取および運動量より定 量的に把握することが必 要であると考えた。
(B)極 地における人間活動の安全を工学的見地から高める技術手法の研究
教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓
極地における活動の安全性 を高めるには,隊 員が極地の特性をよく知ることも重要である。そのためには国内訓練
の中で様 々な講義などが行われている,し か し何分にも特殊性の大きい極地であるため,初 めて観測隊に参加する人
が講義だけでそれを理解するのは難 しい。そこで,理 解 を助ける資料 として映像の持つ価値は大 きい,そ のため,35
次隊撮影のビデオと写真の整理を進めてきた。 一一方,最 近のパーソナルコンピュー ターの普及は著しく,ま た高機能
化により,画 像を簡単にパーソナルコンピューター ヒに表示することがで きるようになった。 したがってパーソナル
コンピューターを,誰 でも,稗 蚤に,自 由な時間に映像資料を見ることがで きる道具と位置づけ,そ こで用いる映像
資料とするため,写 真のデジタル化を実施することにした。まず35次 隊の出発か ら越冬終9ま での期間の映像を時系
列的に編集 し,観 測隊の活動の流れがわかる資料を作成する目的で写真の選定,写 真のデジタル化を行い,サ ンプル
版を作成 した。今後,そ の有効性を確かめることと,ど の ような映像が資料として必要かを検討 し,各 種の映像資料
を作成するのが望 ましい。本研究は,昨 年まで客員助教授を務めた横山宏太郎氏 との継続的研究テーマ として実施 し
た。
(C)昭 和基地第10居 住棟の耐久性調査 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝
新 しい居住棟建設に伴 って,不 要になった第10居 住棟 を解体 して持 ち帰 り,設 営専門委員会建築分科会(平 山善吉
分科会長)が 中心 となって総合的な耐久性調査を行った。5月 に日本大学理Il学 部船橋校舎の大型構造物試験棟場外
で建物上部の復元組立作業を行い,出 来あがった段階で約1週 間,・ 般公開 した.そ の後,研 究分担に従Dて 解体部
品をそれぞれの研究施設に輸送 し,実 験 に供 した。これらの成果は平成11年3Jjに 日本建築学会で行ったシンポジウ
ムで各研究担当者から発表 された この建物は国内のIl業 化住宅生産ラインを使用 して造 られた初めてのプレハブ製
品であ り,多 方面からの注 目を集めた、
(D)金 網補強アイス ドーム構造の使用限界評価 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝
本研究は,南 極における建築物の研究 を推進する千貫敏夫教授 川 大理[1学 部)の 指導の ドに進められる研究テー
マである、金網補強アイス ドーム構造の構造性能を評価する方法 を模型実験および解析的方法で検討 した。構造の破
壊 につながる3次 クリープの危険性 は,氷 の面外せん断応力度の数値によってほぼ推測日不能なことが分かったzド ー
ム構造の周辺にスノウ ドリフ トが付いた場合の不同沈 ド問題の検討と評価は今後の課題として残 される。
(E)昭 和基地コンフリー ト工事の特性と施工管理について 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝
本研究は,南 極における建築物の研究を推進す る'1沮唐 音教授(日 大理[:学 部),内 藤IE昭 講師(日 大理1二学部)
の主導により進められている研究テーマで極地設営1二学研究グループも深 く関 与している。第10居 住棟のコンフリー
一87一
トを調査 した結果,ア ル ミナセ メントは,普 通ポル トランドセメントに比べて中性化速度が大きいことが分かった。
そこで昭和基地で場所打 ちコンクリー ト構造 を考える場合は,コ ンクリー トの表面保護に関する何 らかの対策が必要
と思われる。共同研究の継続課題では,昭 和基地骨材+ア ルミナセメン トを用いた鉄筋 コンクリー ト梁の構造実験 を
行って,初 亀裂発生荷重,曲 げ剛性等を普通ポル トランドセメントの場合 と比較 した。アル ミナセメン トの早強性が
有利に働いて初亀裂発生荷重は高いが,剛 性 はやや低いというアルミナセメン トコンクリー トの特性が確かめられた。
(2)共 同 研 究
一般共同研究











日本 大学(理 工)・ 教授
























鮎川 勝, 石沢賢 二
アム ンゼ ン ・ス コッ ト南極 点 石沢賢二
ト基地の設営活動
1南 極における風力発電 システムの研究(そ の1石 沢賢二,木 村茂雄,
南極基地での自然エネルギー利用と問題点)高 永敏行,藤 井石根
誌 名 ・春 景 ・頁
第5回 寒 地開発 に関す る国際
シンポジ ウム論 文要 旨集,
48-51
南極資 料,196-221














アイス ドーム構造の使用限界に関する 考 察 小林篤志,田 中寿幸,









クリー プに 田中寿 幸,小 林篤志,,日 本 ノく学理11学 部学術 講演 会
'千貫敏 夫 論 文集
,構 造 ・強 度,110
111









昭和基地の骨材を用い,低 温養生 したアル ミナ1内 藤正昭,平 山善吉
セメン ト鉄筋コンクリー ト梁の特性(初 亀裂と1
変形 について)
南極昭和基地 「無電棟」,「第10居 住棟」の概要 平山善吉
と外的環境一序にかえて一}
無融 の麟 システム と持ち帰1舳 冑1の概況 幅 橋 拡,坪 内信朗,
平山善吉,半 貫敏夫




第10居 住棟の復元 と耐久性総合調査 岸 明,平 山善吉,
半貫敏夫,佐 野雅史
南極昭和基地居住棟の実大ユニットに関する試 平山善吉,斎 藤俊 ・,
験1荒 井 淳,宮 澤裕紀
第10居 住棟パネルの強度試験 半貫敏夫,田 中寿幸,
P.Gibu,　 高橋駆、樹,
岡村武 上
南極昭和基地居住棟の床 ド結合材接合金物の強 平山善 吉,斎 藤俊 ・,
度試験 慌 井 淳,宮 澤裕紀
輌 昭和基地居住棟の床パネル党綱 強度繊 山1酷,欄 菱.,
一圧縮 強度及 び曲げ強度試験 一 荒 月・ 淳
,宮 澤裕紀
ア ル ミナセ メン トを中心 と した基 礎 コン フリー;大 井良典,'ド 居 孝之,
トの分析 三嶋清 敬,内 藤 正昭













醜 昭和基地居住 施設 の耐 ク・
、性
,15-20
南極 昭和基地居住施 設の耐 久
;性,21-24
1南 極昭和 基地居住施設 の耐 久
↑生,25-30
　
1南 極昭和基 地居 住施設 の耐 久
性,33-38













北極域の雪氷圏観測,海 洋観測,大 気観測,生 態系観測を学際的に展開することにより北極圏環境科学の推進を図
ることを目指 して,国 際共同研究 「北極圏環境観測」 を以下の4課 題の もとに,国 内の大学 ・研究機関等の北極関連
研究者の協力 も得て実施 した。なお現地調査 に関 しては文部省科学研究費国際学術研究による補助 を受け,ス バール
バル諸島を中心 として広 く北極域に展開し観測を実施 した。
(1)北 極圏における地球規模大気環境変動一その立体構造の把握
スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 室効果気体の変動,雲 ・降水の変動 と放射収支,ラ イダーによる成層
圏エアロゾル,高 高度気球による成層圏オゾンの観測 を行った。また,日 本からアラスカ ・北極点経由でスバールバ
ル諸島までの航空機観測を実施 した。ロシアのヤ クーツク,テ ィクシにおいて環北極圏大気環境汚染観測を行った。
スウェーデンのキルナにおいて鉛直 ドップラーレーダによる気象 じょう乱の観測を行 った。
(2)環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究一 国際共同研究によるコアシグナルの対比
スバールバル諸島北東島東氷河での掘削を継続 し,得 られたコアの解析 を行った。カナダのデボ ン氷帽でのコア掘






ノースウォータポリニアの国際共同観測を春季か ら夏季に実施 した。また,1～2月 にグリーンラン ド海 とバレン
ツ海で炭素循環を主題 とした観測を実施 した。
2)ア イスラン ドを含 む北極域国際共同観測の概要
ダイナ ミックに変動す るオー ロラ粒子流 入動態 や,そ れ に伴 うプラズマ波動 を1本 の磁力線 で結ばれ た測 点(地 磁
気共役 点)で ある南半球 の南極昭和基地 とア イスラ ン ド国 内の多点観測網 で同時観測 す る共役 点観測が昭和 基地 と呼
応 して1983年 よ りア イス ラン ドにて実施 している。この南北 両半球 におけ る多点 同時総合観測 とSuperDARNレ ー ダー
(国 際HFレ ーダー網 観測)や 我が国の オーロ ラ総 合観測衛 星EXOS-DやGeotail衛 星 に よる磁気圏 内の直接観測 デー タ,
EISCATレ ー ダー な どとを組み合 わせ る ことによって,オ ー ロラ粒 子エ ネルギ ーの南北両半 球へ の流入動態 及 びオー
ロ ラ現 象 の生 成 ・伝搬機構 解明の手 がか りを得 る ことが本研 究の 目的であ る。平 成10年 度 のア イスラ ン ドを含 む北 極
域 で の国際共 同観測 は科学研 究費 国際学術 研究(課 題 名:　SuperDARNレ ー ダー と地上 共役点観 測 に よる極域 電磁 圏
の南 北対称性 の研究)に よる補助 を受 け,現 地調 査 を通 じて実施 した。
平 成8年 度 の 主な観測活動 は
1.ア イス ラン ドにおける オーロ ラ現 象の南北 共役点観測
南極 の昭和 基地 との可視 オーロ ラの同時観 測可能 な8-9月 と2-3月 に,ア イスラ ン ドにお いてオー ロラ観 測 を
実 施 した。脈 動 オーロ ラや ブラ ックオー ロラな ど興味深 い観測例 が多 く得 られた。共役性 オー ロラ記 録 は2晩 得 られ
た。
2.ス カ ンジナ ビアでの オーロ ラとEISCATレ ー ダー観測
キルナ にてオー ロ ラの立 体観測 に呼応 して の衛 星 とEISCATレ ー ダー との同時観測 実施 した。 また,ス バ ールバ ル
の ロ ング イヤ ビエ ンにおい て,中 山基地 との オー ロラ共 役点観 測 を考 慮 しての,　EISCATレ ー ダー/SuperDARNレ ー
ダー/Geoteil/Fast衛 星 との特 別同時観測 を国際共 同で実施 した。
3.HFレ ー ダー観測
昭和 基地 のHFレ ー ダー は国際HFレ ー ダー網観 測　(SuperDARN)　 の一環 と して活動 してい る。 本年度 の2-3月 に
は,こ のSuperDARNレ ー ダー を中心 とし,　EISCATレ ー ダー,　GeotailやAkebono衛 星 との 同時観測 を企 画 し,Pc3-
5磁 気 圏 プラズマ波動 現象 の時 間的 ・空 間的変動 について貴重 な観測結果 を得 る事 がで きた。




平成6年 度より,南 極の中国中山基地におけるオーロラ現象の日中共同観測計画が開始された。中山基地はカスプ ・
キャップ域に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲン付近に位置 している。また,第38次 隊で昭和基地に設置
した第2HFレ ーダ 　ー(Syowa　East　HF　ra(lar)は 中山基地上空をカバーするため,地 上観測とレーダーとの同時観測
では特に興味深い結果が得 られるもの と期待 している。本計画では,観 測装置として,日 本側がオーロラ全天TVカ
メラ,多 色掃天 フォ トメータ,イ メージイングリオメー タ,フ ラックスゲー ト磁力計,　CCDオ ーロラ画像撮像装置
等を,中 国側がデジタルアイオノゾンデを準備する。オペ レーションは,日 本側の観測装置については日本人研究者
が夏期の中国観測隊に参加して設置を行い,越 冬期間中は中国側の隊員が観測を行 う。
第1回 目は,平 成6年ll月 から平成7年 の2月 までの間,国 立極地研究所から菊池,青 木が中国隊に参加 し,全 天
TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ及び地llオ ゾン観測装置 を設置 した。 平成7年 度の第2回 目の派遣は中国側の観
測船の トラブルの為,派 遣は中止になった。
平成8年 度は名古屋大学太陽地球環境研究所の西野講師と朝 日大学の佐納講師の2名 が参加 した。滞在期間中には,
新たに観測小屋を中国側が建設 し,以 前持ち込んだ全天TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ及び地上オゾン観測装置
の移設作業を実施 した。そ して,新 規のイメージングリオメータ,フ ラックスゲー ト磁力計の設置作業を実施 した。
平成9年 度は拓殖大学の巻田教授が中国観測隊に参加 し,　CCDオ ーロラ画像撮像装置の設置 と,既 存装置の点検 ・
整備を行って来た。
平成10年 度は,日 本からの直接派遣はなかったが,40次 隊観測隊の夏期行動 として,昭 和基地からの帰路に,岡 野
教授 と坂野井隊員が中山基地に立ち寄 り,観 測装置の点検 ・整備を行 って きた。国内では,両 研究所問で研究者の交
流が行われ,数 多 くの研究成果が得 られつつある。
この 日中共同研究は南極観測の外国共同研究経費を主一こ用いて実施 した。
3.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポ ジウム
第22回 極域における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム 平成10年7月30日 ～31日
申し込み件数は63(外 国人2人!件 にのぼった。発表は,磁 気圏,電 離圏,熱 圏 ・中間圏,そ の他(大 気球 ・等),
HFレ ーダーの口頭発表,ポ スターセ ッションに区分 されて行なわれた一昨年同様夏休み前の時期であったため,学
生の聴講も多かった。衛星観測,理 論 ・シミュレーション,極 域気球実験など,極 域超高層 ・中層大気観測に関わる
多岐に渡る発表が行われた。 また,自 然電磁現象を利用 した境界領域的な研究発表 も行われた。ポスターセ ッション
では理論研究 ・データ解析を始めとする理学的な結果発表や,地 卜観 測で使用 される機器開発に関する研究発表が行
われた。理論 ・データ解析のポスター前では 十分時間をかけた討論が,ま た観測技術に関するポスター前では,学 会
とは 一味 違った具体的な情報交換が行なわれていた。
第21回 極域気水圏シンポジウム 平成10年11月25日 ～26日
第21回 極域気水圏シンポジウムを本研究所講堂に於いて開催 した。北極 ・南極域における大気,雪 氷,海 洋分野の
研究について口頭発表が48件,ポ スター発表が58件 の合わせてユ06件の発表が行われた。研究テーマでは,エ アロゾ
ル観測,ド ームふ じ深層氷床コアの解析,南 極内陸の気象解析,北 極圏の長距離航空機観測による大気中のエアロゾ
ル,微 量気体成分の観測結果等の議論が中心的に行われた。
第18回 南極 地学 シンポ ジウム'F成10年10月20日 ～21日
今 回の シンポジ ウムの 参加者は80名 であった 発表件数 は,地 形学,地 質学,固 体 地球物理学 の各分野 で口頭発 表
43件,ポ ス ター発 表15件 であ った。内容 は,昭 和基地での観測,リ ュッ ォ ・ホ ルム湾周辺域,セ ー ルロ ンダー ネ山脈,
エ ン ダー ビー ラ ン ド,イ ン ド,ス リランカ,南 極い:大地 震,南 極 プ レー ト,衛 星観測,モ デ ル計 算,古 環境 等多岐 に
わ たる ものであ り,そ れぞ れ新たな知見が 報告 され た。
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第23回 南極 陽石 シンポ ジウム 平 成10年6月10日 ～12日
今 年の シ ンポジ ウムの参加 者 は120名 で あった。 その うち2名 の招待 者 を含 め15名 が 海外か らの参加 であ った。口
頭発表 が59件,ポ スター発表が3件,要 旨のみの発表 が6件 で あった。 テーマ別で は,未 分化損石33件,分 化 損石15
件,損 石 の持 つ磁気3件,プ レソー ラー グレイ ンや同位体3件,反 射 スペ ク トル2件,理 論 ・実験3件,宇 宙塵5件,
その他4件 で あ った。英 語 による発表が定 着 した。
第21回 極域生物 シンポジウム 平成10年12月3日 ～4日
国外参加者14名 を含 む,延 べ141名 の参加者 を集め,口 頭発表15件,ポ スター発表80件 が行われた。中心課題 とし
て,「 マイクロデータロガーを用いた動物の行動及び生理に関する研究」 と 「北極氷河後退域の生態系研究」が設定
され,そ れぞれ幅広い議論が展開された。
2)研 究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
リモー トセンシングによる極域超高層の研究に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成10年10月23日
EISCATレ ー ダーを中心 とした北極域超高層の総合観測に関する研究
小集会
麻 生 武 彦 平成10年12月17日
南極域での超高層物理学研究の将来計画に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成11年1月13日
第V期 ポ ーラーパ トロールバ ルー ン　(PPB)実 験計 画 に関す る研究小
集会
門 倉 昭 平成11年3月5日
南極大気 ・物質循環観測 に関する研究小集会 和 田 誠
平成10年9月28～
29日
ドーム深層のコアの各種解析手法の総合的検討 に関する研究小集会 東 久美子 平成10年7月24日
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氷床 一気候系の変動機構 に関する研究小集会 本 山 秀 明 平成11年1月7日
航空機による北極圏大気観測に関する研究小集会 塩 原 国 資 平成10年11月27日
後期新生代の南極氷床変動史と氷床縁辺域における高精度環境変遷史
復元に関する研究小集会
三 浦 英 樹 平成10年10月1日
常時地球自由振動と超伝導重力に関する研究小集会 神 沼 克 伊 平成10年8月4日
宇宙塵のキュレーションに関する研究小集会 今 榮 直 也 平 成11年2月26日
エンダービーランド地学調査の展望に関する研究小集会 本 吉 洋 一一 平成10年9月8日
海氷圏生物総合研究SIPENS調 査結果に関する研究小集会 加 藤 明 子
平成10年9月28～
29日
南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会一5 大 山 佳 邦 平成10年8月28日
南極湖沼の生態 とその変遷に関する研究小集会 伊 村 智 平成10年10月1日
南極海季節海氷域における生物生産過程の解明に関する研究小集会 小 達 恒 夫 平成10年9月10日
現地観測による極域海洋の変動過程の研究 牛 尾 収 輝 平成10年10月8口
北極域をとりまく陸圏,水 圏,気 圏の物質循環に関する研究小集会 神 田 啓 史 平 成10年12月21日
-n
極域観測デー タベースとモデリングに関する研究小集会 信 藤 夏 雄 平成10年8月4日
衛星 リモー トセンシングによる氷床一海洋一地殻圏変動のモニタリン
グに関する研究小集会
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4)研 究談話会
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皿.資 料及び研究施設の共同利用
1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南北両極域 より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物資
料室に収納 されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月
発行)。
(1)植 物
極地 よ り得 られた顕 花植物,隠 花植物 の各標本の収納 点数 を別 表 に分類別,地 域別 に まとめ た。 その他,オ ース ト
ラ リア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシ ャス,シ ンガポー ル,イ ギ リス,フ ランス,東 欧な どの温帯 域か ら も比 較の
ため採 集及 び交換 な どで収 集 してお り,蘇 苔類 を主 に合計33,500点 の標本 が収納 されてい る。
現 在,蘇 苔類 の標本 デー タは国立極 地研 究所の コンピュー タに よるデー タバ ンク として蓄積 されてい る。 内外の利
用 者の ため に種 類別(網,科,属,種),地 域 別(植 物区系,大 地 名)検 索 による標 本 リス ト,ラ ベ ルの打 ち出 し,
さらに分布 図の作成 な どの利用 システムが出来 てい る。 その他 に写真,図 解入 りのハ ン ドブ ックと して 「昭和基地周
辺 の蘇苔類」 が出版 され,南 極 ・亜 南極の蘇苔類 デー タカ タログ　(Catalog　of　moss　 specimens　 from　 Antarctica　 and
adjacent　regions)　 が出版 されてい る。
植物標本庫(NIPR)の 収納状況
一 分類別 隠 花 植 物
地域別 顕花植物 羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類
南 米パ タゴニア 10 600 300
亜 サ ウスジ ョー ジア 50 592 50
サ ウスオー クニ ー諸 島 88
ケ ルゲ レン島 100
南 アムステル ダム 島 5 50
セ ン トポール島 30
クロゼ島 30
極 フ ォー クラン ド島 28
南 アフ リカ 38 10














南 ケー シー基地 280 200 50





カナダ ll5 800 30
北 アラスカ 79 1,350 50
ア リュー シャ ン列 島 10 100 50
極 ア イスラ ン ド 30
ブ インラ ン ド 100
域 スバールバ ル 150 322
シベ リア 100 300 100
そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368
の 日本 ・欧州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100
ネパー ル 42
他 その他 100
合 計 694 225 26,583 5,590 510
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(2)動 物
収納 されている動物標本の 主なものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本であ り次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)
物 名







ア シナ ガコシジロ ウ ミッバ メ
オオ トウゾクカモ メ
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ナ マ コ 類
ヒ トデ 類
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触手動物
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ウ.プ ランク トン
ふ じ,し らせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集 された植物プランクトン,同 定用ホルマ リ






















































































































ア.静 岡 ノく学(増 沢武弘)へ,南 極産蘇 類標 本50点 を貸出{5JJlH)
イ.国 立 科学 博物館(柏 谷博之)か らチ リ産地衣類標 本27点 を受 入(5Jj20[1)
ウ.広 島 ノく学(中 野 武豊)へ,南 極冷凍資 料42,・IIIを貸出(8月12日)
2)オ ー ロラ資料 部門
出部門が担 う業務 は,オ ー ロラに関す る公 開 口∫能 な資料 の収集 とその統 ・的 整理 ・保管,並 び に収 集 された資料 を
共同利用 に供す るこ とである,さ らに収集資料 の至便 な検索 システ ムや解析 システムの開発研 究 を行 うと共に国際学
術 連合(ICSU)の 勧 告に基づ くオーロ ラのitt界 資 料セ ン ター　(WDC-C2forAlllDorと1)の 運営 業務 を も担 う。
本年度 は,国 内外 の関係機 関 との情 報交換 と'F行 してデー タ収 集作業 を実 施 した他,所 蔵 デー タのCD-ROM化 を進
めた。
3)陽 石資料部門
出部門は,約8900個 の南極慣行を保有 してお り,そ の初期処理,同 定分類 を継続 して行っている.ま た,申 請のあっ
た南極倶石研究計画のうち,第30回 南極領有研究委員会において承認された計画についてi墳石の配分作業を行った、,
配分 した損イi試料は77点,研 磨薄片は51枚 であった。その他,教 育用限石薄片セ ット(30枚 組)を7機 関に貸し出 し
た。配分を行った研究計画および研究者を別表に示す。
展示用及 び教育用限石 貸 し出 し状 況
(1)陸 別町銀河 の森 天 文台 に鉄 限石1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出す。(6月25日)
(2)し らせ に鉄明 石1点,エ コン ドラ イ ト1点,コ ン ドライ ト1点 を貸 し出す一(8月13日)
(3)ド イツ,マ ルチ ンル ター大 学 にエ コ ン ドライ ト2点,コ ン ドラ イ ト3点 を貸 し出す。(10月20口)
(4)多 摩大都 科学館 に鉄損 石1点,イi鉄 限石1点,エ コ ン ドラ イ ト1点,コ ン ドライ ト1点 を貸 し出す。(10月28
　　 ED
(5)石 川県根 ヒ町 に鉄 限石1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出す。(2月2日)
(6)須 賀 川町科学 セ ンター 天文角`に鉄陽 石1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出す。(2月9日)
(7)岩 手 県 立博物館 に鉄 慣 行1.・」,1,コン ドラ イ ト1点 を貸 し出す。(3月3日)
(8)八 王 子こども科学館 に鉄唄K1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出す 。(3月18日)
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配分 を行 った研究計画及び研究者一覧
番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者
(*大 学院生)
1027Thermal　 histories　 of　Antarctic　 carbollaceous　 chondritesM.　 E.　LiPschutz M.　 E.　Zolensky
1028損石のX線CTに よる研究 土山 明 池田 進*
1029Milleralogical　 allalyses　 of　carbonaceous　 chondritesM.　 E.　Zolell ky
1030Mmeralogic　 analyses　 of　carbollaceous　 chondritesM.　 E.　Zolellsky
1031Lコ ンドライトの組織平衡化過程について 北村雅夫 富山陸将*
1032南極産エコン ドライ ト限石の鉱物学岩石学化学的研究 武田 弘 宮本正道
(継続) 石井輝秋
1033Alteration　 of　CO　 3　chondrites Alan　 E.　Rubill
1034可視 ・近赤外反射スペク トルから見た陽石 と小惑星 との 廣井孝弘
関係
1035E－コン ドライ トの形成過程に関する鉱物学的研究(そ の2) 木村 眞 LiII　Yangtil19
1036ユニーク ・コンドライ トの岩石学的及び酸素同位体組成 木村 眞 比屋根 肇
の研究
1037X-ray　 studies　 of　matrix　 millerals　 of　ureilites中牟田義博
1038E－コンドライ トの形成過程に関する宇宙化学的研究 海老原 充 木村 眞,
Lin　 Yal/gtil19
1039Behaviour　 of　ZII　in　ureilites Wolfgallg　 Klock中村桂子,
Mischa　 Maetz
1040酸素同位体局所分析に基づ くCAI等 の成因に関する研究比屋根 肇 橋元明彦
1041Metallic　 ir(m　 alld　 sulfides　 d/lril/g　 alld　 after　 cholldrule土山 明 橘 省吾,今 栄直也
formation
1042Thermal　 histories　 of　AI/tarctic　 carbollaceolユs　 chondritesM.　 E.　Lipschutz M.　 E.　Zolellsky
1043Q/lalltitative　 estimation　 of　 shock　 pressure　 experienced中牟田義博 青木義和
by　 cholldrites　 by　 all　X-ray　 diffraction　 Inethod
1044Thernlal　 anllealillg　 of"maskelyllite"ill　tl e　 Asuka三河内 岳 宮本正道,




共 同 研 究 者
(*大 学院生)一 一 ←一
feldSParsil11三河内 岳 宮本 正道,
eteOriteS Gord(m　 A.　McKay
Reflectance　 spectra　 of　HEI)s　 and　 "Vesta-like"　 asteroids
Petrogellesis　 of　Fe-Ni　 Inetal　 bearing　 eucrite,　 EET92023:
Possibility　 of　relatioIlship　 xVith　mesosiderites
Yamato-79　 CR－ コ ン ド ラ イ トの 希 ガ ス 研 究
CV3お よびCO3コ ン ドラ イ トの水 質変成 に関す る研 究
普通コンドライ トの熱変成における揮発性元素の挙動
AMS14C法 に よる1;員石 の落 「年代 の測定 と明 石のベ ア リ
ングの推定
CL,TLに よるコ ン ドルールの研 究





























ている。低温実験室は一60℃ まで冷却することのできる超低温室,常 時一20℃ に保たれている低温室2室 及び試料の
貯蔵庫に分かれてお り,南 極ノく陸で経験する大気の気温に対する環境条件 を満 し,低 温 ドでの雪氷学,寒 地Il学 及び
寒冷生理等の研究 に利用 されている、
低温試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散されている。
移動棚は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置 されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料
(雪氷,生 物,限 石,土 壌など)が,ま た他方には南極や北極の雪氷コアが コアケースのまま収納 されている.収 納
能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である,、
現在 これらの両極地域で採取 された氷試料の管理,共 同研究に供する低温試料の配布や基本的な解析の支援を行っ
ている。特 に昭和58U983)年 から昭和59U984)年 にかけてみずほ基地で掘削 された700m氷 床 コアを始め とする
南極での雪氷コア及びグリーンラン ドやスバールバルなどの北極におけるコアは,全 国の研究者に配布され解析 ・研
究が進められて きた。さらに南極 ドームふ じ観測拠点のコア解析が新たに実施 されている。
本年度は38次 隊持ち帰 りの雪氷試料,宇 宙塵試料,蘇 類 ・地衣類試料な どが搬入,整 理 されたのち,共 同利用研究
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試料として共同研究者に配布された。
低温室の内部 には氷試料だけでな く生物試料,限 石,底 質などの土壌試料 も保管されている。なお,現 在低温室が
手狭になったため一部の試料保管 を外部に委託 している。
2.研 究施設 ・設備 の共同利用
1)北 極 圏環境研 究 セ ンター
北極圏環境研究センターは,国 際共同研究事業の 一環 として北極域における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動
等に関する観測 ・研究を実施 ・推進するとともに,北 極研究に関する情報の提供,助 言を行なうことを目的 としてい
る。 また,「 国際北極科学委員会(IASC)」 の活動 に対応す るとともに,国 際的な共同研究プロジェク トの 立案など
にも参画 している。 さらに北極研究に関する文献,資 料及び情報の収集を行ない,広 く共同利用者の利用に供 してい
る。国際共同研究事業の主な研究課題は,北 極圏における地球規模大気環境変動の研究,環 北極海雪氷コアによる環
境変動の研究,北 極圏におけるツン ドラ生態系観測 と陸域環境特性の研究,北 極海ポリニア航海観測を掲げ,国 内外
の大学 ・研究機関等の北極関連研究者 とともに研究 を進めた。 これらの研究を通 して地球規模の気候 ・環境変動の実
態 とそのメカニズムを,北 極の視点から解明することを目指 している。センターでは,ノ ルウェー領スバールバル諸
島のスピッツベルゲン島ニーオルスン(北 緯79度,東 経12度)に 設置した観測基地を運営 し,現 地観測を共同研究 と
して継続 した。平成10年 度には大気科学,陸 上生態学分野の37名 がニーオルスン観測基地を利用 した。延べ751人 日
の利用であった。
2)情 報科学 セ ンター
情報科学 セ ンターでは大 型計算機の管理 ・運用,所 内 ネ ッ トワー ク(対 外回線)の 整 備 を行 うとともに,南 極昭和
基地の 「多 目的衛 星デー タ受信 シス テム」 で取得 した多量の衛 星デ ー タを処理 ・解析 した。
大型計算機 システム を含むセ ンター システムのCPU仕 様時 間は全体で毎 月600時 間か ら800時 間前後で推 移 し,多 い
Jlに は1000時 間 を超 える 月 もあ っ た。 平成9年6月 に導入 した 並列 型計 算サ ーバ(SR2201)の 利用 量が 予想 以 ヒに
大 きく毎月400時 間前後の利用が あ った。 セ ン ター システムのユ ーザは81ユ ーザであ った。
所 内 ネ ッ トワー クの需 要 は年 々増 加 し,　WWWサ ーバ,　FTPサ ーバ等 の ぐノ:ち一ヒげの希望 が 多 く寄 せ られ る よ うに
な った ため,需 要 の大 きい ドメ インの分割 を行 った。 これ に伴 い 昭和 基地(syOwa.nipr.ac.jl)),昭 和 基 地 夏期宿 舎
(sllmmer.11ipr.acjp),南 極 観 測 船 し らせ(　 shirase.nipr.ac.jr))　,隊 員 室(jare.nipr.ac.jp),超 高 層 研 究 グ ル ー プ
(11al).nipr'.ac.jp),気 水 圏研究 グループ(pmg.llipr.ac　 jp)の 各 ドメイ ンが新 設 され た。南 極観 測船 しらせ 極 地研 間
のデー タ通信 を平成10年11月16Hか ら運 用を開始 し,オ ー ロラ ・オー ス トラ リス号の救援 にお いて国内へ の画像伝送
を行 った。 昭和基地夏 期宿舎 に夏隊用 の電子 メー ルサ ーバ を設置 し,無 線LANで 昭和 基地 と接続 した。
オー ロラ粒 」物日速域 の解 明 をi三日的 とす るEXOS-D　 (あ け ぼの)衛 星の受 信 は,39次 隊 に よ り976パ ス実施 され,
全て宇宙 科学研究所 の衛星 デー タベー スに登 録 された。 これ らの デー タはEXOS-1)衛 星 デー タ処理解 析装 置を用いて,
極 地研 に も移 植 され た。 欧 州 リモ ー トセ ン シン グ衛 星(ERS-2)は59パ ス の受 信 を行 った。 宇 宙 開 発事 業 団
(NASDA)の 地球資 源探 査衛 星(JERS-1)は75パス(SAR:75パ ス,OI',S二 な し)の 受 信 を行 った。　JERS-1は
平成10年10月12日 に運 用 を停1ヒ した。 また,米 国 軍 運 用 のDMSPは5216パ ス,米 国海 洋 大気庁(NOAA)　 運 用 の
NOAAは3648パ スの受 信 を行 った。
VLBI観 測(詳 細 は地 学分 野)は 平成9年2月 に設備構 築が終 了し,39次 隊に よ り4回 の48時 間(連 続)観 測 が行
われた。
3)南 極 圏環境 モニ タ リング研 究 セ ンター
南極域に見られる自然現象は孤立 したものではなく,地 球システムの中で北極域を含む他の地域 と深 く関わ りあっ
ている。南極域では,大 気圏,海 洋 ・地殻圏,生 物圏諸過程の相互結合作用によって,南 極圏システムが構成されて
いる。
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宇宙への窓として極域に現れる現象は太陽 ・地球系の電磁場相 互作用の変動現象と捉 えることがで きる、成層圏 ・
対流圏をめ ぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候システムの変動 と密接に関連する。また,南 極大陸上の氷床の変
動は南極ノく陸地殼の変動 と相互に作用 し,海 洋系の変動とも関連する。陸域 ・海域の生態系はこのような微妙な環境
変動に応答 しながら存在 している
これら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,生 物圏環境変動は個々に独1/:したものではなく相互に結合 してい
る。南極圏環境モニタリング研究センターは,南 極圏の環境変動の中 ・長期的なモニタリングを通 して,そ の変動過
程 ・変動機構を総合的に研究することを目的として,平 成7年q995)4月 に新設 され,発 足 した。
平成8年 度は海洋 ・地殻圏に加え,大 気圏の環境変動の分野を充実 ・発展 させた 引き続 き,平 成9年 度において
は生物圏の環境変動の分野が ・部設置され,'iG初 計画の 一通 りの まとまりとなった一この間,南 極観測は従来の研究
観測がプロジェク ト研究観測 とモニタリング研究観測 との2つ のカテゴリーに整理 され,南 極圏環境モニ タリング研
究センターが特 に後者へ対応することとなった。極地研究所が対応 してきた定常観測を引き継 ぐ形でのモニ タリング
研究観測を円滑に実施するため,国 内での観測準備や訓練,南 極現地での観測の実施,取 得データの国内での処理,
に関する づ璽の業務を行っている、
平成10年 度には所内外の委員で構成される南極圏環境モニタリング研究センター運営委員会の第1回 の委員会を開




オーロ ラill:界資 料セ ン ター　(WDC-C2for　 .Nurora)　 は,資 料系 オー ロラ資 料部門が管理 ・運営 し,管 理 ・資 料棟5
階 に床 面積約84m2の 資料保 管庫 兼閲覧室 を有 して いる。 当セ ン ター に保管 され る資料 は,　WDCパ ネルが示す作 業指
針 を基本 と し,オ ーロ ラ物理学 の進展 に伴 う研 究者の要望資 料 を も経 済的物理 的 事情 を勘 案 した上 で収 集す る方針 と
してい る。資 料保管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えてい る とともに,リ ー ダプ リンター利用 に よる簡単 な閲覧 と複写 が 可
能 となっている、デー タ収納 能力 は,35mlnマ イクロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁 気テ ープ約1,900本,
マ イクロフ ィッシュカー ド数千枚 である。　WI)C-C2　 for　Geomasslletism　 (京 都 大学理 学部)と の共同 によるAEデ ー タ
ブ ックの 出版 も行 っている.







「311。誘 言 言 編集霰 ㌃ ム
名
16mm全 天カメラフ ィルム(一 一部編 集不能)
35mm全 天カメラオ リジナ ルフ ィルム
35mm全 天 カメラ長尺保存 フ ィルム
地磁気3成 分 オ リジナ ルチ ャー ト記録
地磁気3成 分3打 点 チ ャー ト記録
地612,>1気3成分351mnマ イクロフ ィルム
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用1
絶対測定 記録 書
超高層現 象相関記録 マ イクロフ ィルム
同 ヒA4版 引伸 し資 料(閲 覧 用)
計算機取 り組 込み デー タA4版 引伸 し資 料(閲 覧用)
オー ロラ写 真観測記録














??? ?、? 数 量








23一 フ ァ イ ル
3一 フ ァ イ ル
100ft,21{{三 うナ
61一 フ ァ イ ル
6一 フ ァ イ ル
糸くJ55冊}
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
一
35mm全 天 カ メラ編集 済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
35mmオ リジナ ルフ ィルム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSPオ ー ロラ観 測記録 1972年 ～1988年 240巻/100ft
SOIlth　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1990年 100ft,15年 分
あ
す








観 Casey基 地 全天 カメラ フ ィルム 1976年 ～1978年 386巻/100ft
測
拠








資 地磁気 マ イクロフ ィルム(約55基 地) 1976年 ～ 774巻/100ft
料 地磁気 マ イクロフ ィッシュ(約5基 地)





NOAA&TIROS(粒子) 1978年 ～1996年 MT440巻,　 CD-ROM7巻
DMSP　 (粒子)MT 1979年 ～1992年 461巻
DataBook等(閲 覧用) 約350冊
日 よ 地磁 気マ イクロフ ィルム 1957年 以降 6,200巻/100ft
本 り
学 管 全天 カメラフ ィルム 1957年 以降 6,900巻/100ft
術 理





室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫か らなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は632人,延 べ利用件数は409件 であった。主な利用は試料保管に加え
て,ド ームふじ観測拠点深層コアの処理作業,北 極グリーンラン ドコアの処理作業 と解析作業,雪 氷コア自動層位観
測装置の試作実験,氷 床 コア中の二酸化炭素の抽出実験,各 種観測機器の耐寒試験 などで,他 に第40次 観測隊関連の
利用があった。












































光学 校正機 器室は フ ォ トメー タや 全 ノミカメラ等の光学観測 機器の絶 対感度 ・分光感 度特性 の校 正 をす るため に平成
8年 度cOE設 備費 に よって新 設 された実験室 であ るP要 設備 として は直径2mの 大型積分球,ダ ブ ルパ ス分光光度
計,モ ノクロ面光源,携 帯 用比較校正 光源(3台),比 較校II{フ ォ トメー タ(3台),全 天走査型比 較校正 フ ォ トメー
タが 備わ る 所 内 ・所外 の光学観測 を行 う研究 者に広 く解放 し,光 学観測機 器の校正 が簡単 に高精度で行 える設備環
境 を提供することを日的 とする.平 成10年 度 は所 内外か ら延べ15件 の利用があった。i三な利 用 日的は全 天 イメー ジャー,
黄道 光 イメージ ャー,フ ァブ リーペ ロー イメージ ャーの フラ ッ トフ ィール ド補正 デー タの取得,各 種 イメー ジャー 及








「 部 門 氏 名 所
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隊 長 兼 越 冬 隊 長 澁 谷 和 雄 国立極地研究所南極圏環
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定常観測 電 離 層 草 野 健一一郎 郵政省関東電気通信監理
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!た こ丸 象 岸 隆 幸 気象庁観測部
安 田 毅 彦 気象庁観測部
1 吹 田 俊 明 気象庁観測部
堀 川 和 久 気象庁観測部




1研究観測 宙 空 系 岡 野 章 一 国立極地研究所研究系1
目 木 一 男 国立極地研究所事業部(




































国 立極地研究所事 業部(総 合研究大学院大学)
九州大学理学部
　
ト ー ー ー 一
国正極地研究所事 業部(㈱ 関電11)
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⊥ ⊥ 国立極地研究所事業部(躰 電気(株))一 」
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一__一 ー ーー －L－
三ー和 子 海上保安庁 水路 部
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日召　 ttsi　 海上 保安庁水Ee各部
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地!岩 田 昭 雄 「建設省国t地 理院
圏 系
































雅 彦 国立極地研究所事業部(飛 島建設㈱)
健 国立極地研究所事業部




設 営 設 営
○同行者
氏 名 所 属
櫻 井 洋 一 環境庁自然保護局
斎 藤 清 明 ㈱毎日新聞社大阪本社
三 縄 和 彦 全国朝日放送㈱
外 田 智 千 総合研究大学院大学数物科学研究科
黒 木 麻 希 総合研究大学院大学数物科学研究科
Warwick　 A.　Crowe 西オー ス トラ リア 大学
L 一一
2)観 測 項 目一 覧
(1)船 上及び接岸中における観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 海 上 保 安 庁
測 地 ○基準点観測 国 土 地 理 院
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入と大気変質の研究 国立極地研究所
・地上 リモ ー トセ ンシ ングに よる熱 圏 ・中間圏へ のエ ネルギー流 入 と
大気変質の研究
気 水 圏 系 極域大気一雪氷 一海洋圏における環境変動機構に関する研究 国立極地研究所
・南極大気 ・物質循環観測
・南極季節海氷域の大気一海洋相互作用観測
地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 国立極地研究所
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究





部 門 名 観 測 項 目
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・地上 リモー トセ ンシングによる熱圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入と
大気変質の研究
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地 学 系 南極プレー
沮召和基
1 タ リ ン
!一
1生 物 ・医 学 系 海氷圏変動
電磁 エ ネルギー流人の モニ タリ ング
エ ネルギー流入の モニ タ リング
動 に伴 う大気
量 成分モニ タリング
長 ・融解過程 のモニ タリング
トにお ける地学現象 のモニ タ リング
　
観 測 項 目 担当機関
に伴 う長期変動モニタリング 国立極地研究所




















[口 的]第39次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地にお
いて雪中行動等に関する各種訓練を実施 した、,
[期 間]'F成9年3月10日 ～3月14日
[場 所]長 野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする'帯
(2)夏 期総合訓練
[日 的]第39次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動 に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の知
識や技術を習得させると共に,団 体生活 を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。
[期 間]平 成9年6月23日 ～6月27日
[場 所]文 部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原 一帯
(3)音KFE]ラ]1」言川練
観測部門別訓練は,南 極地域 において必要な機器の取扱 いや保守訓練,オ ペレーションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
4)行 動概要及び観測概要
(1)夏 期 行動経過概要
1997年ll月14日 予定 どお り東京港 発,11月28日 フ リーマ ン トルに寄 港 した。寄港 中 に第38次 越冬隊員 に緊急患 者が
発 生 した との報 を受 け,第39次 隊 は 「しらせ」 に患 者 を収容 す るため,海 洋停船 観測 をと りやめて昭和 基地 に直行 す
る こととなった。12月3口 の フ リーマ ン トル出航 後,患 者 の症状 に改 善がみ られる ようになった こと と,南 極沿岸 の
海氷状 況が 「しらせ」 の航 行 に何等 の 支障 を きた さない ほ ど良好 で昭和 基地到着が 変更後の予定 よ り早 まる見込み と
なったため,第39次 隊 としては往路 に1日 を割 いてアム ンゼ ン湾 トナー島に地質調査 隊 を送 り込 む こ とを検討 した。
しか し,患 者 を 「しらせ」 に収容す る ことが最優先 であ る との南極本部 の意向 に従 い,そ れ を断念 して昭和 基地 に直
行 した。 リュツ ォ ・ホ ルム湾で も弁天 島以西が 開水 面 となってお り 「しらせ 」の昭和基 地接 近 は容 易で,12月15日 に
は昭和 基地 の南 西約10kmの 地点 か らヘ リコプ ターに よ り患 者 を 「しらせ」 に収容 し,翌16日 に東 オ ングル島見晴 ら
し岩東 方400mに 到着,昭 和基地 に接 岸 した。
接岸後,直 ちに物資 輸送 を開始 し,引 き続 き建設 等基地作 業お よび野外 調査ほかの観測 を実施 した。1月5口 には
第38次 隊持 ち帰 りの大型廃 棄物 の氷h輸 送 を終 「し,6日 の 「しらせ」 昭和 基地離岸後,野 外調査 隊 を7Hに 撤収 し
て,8日 「しらせ」 は患 者を 早期 に帰国 させ るため にケー プタウ ンに向 か った。 「しらせ 」 には トナ ー島地学調 査隊
6名 とケープ タウ ン往復 航路hで の航 走海洋 観測 を実施 する隊員2名 が同行 した。
1月23日 に 「しらせ」 は アム ンゼ ン湾 に到 着 し,25日 午 前中 まで トナー島へ の地学隊員 と物 資の輸送 お よび食堂棟
と発 電棟の建 設作 業を実 施 した。地学 隊員 は トナー島 に留 ま り2月20日 まで地 質調査 をお こな ったが,2月13日 に メ
ンバーの1名 が発熱 して寝込 んだ。　HF通 イ、1および インマ ルサ ッ トM電 話で昭 和基地の医療担 当隊員 と随時相談 して,
配布 され た医療 品の投 与法 な ど処置 の指 示 を受 け,投 薬 と静養 に よって4日 後 には完 治 した。 この ・件 では,医 師 の
いない遠隔地 での長期活動 には細心 の注意が必 要な ことを改 めて思い知 らされ た。
「しらせ」 は1月26日 には リュッ ォ ・ホ ルム湾 に戻 り,昭 和 基地 方面での野外観 測支援 ・基地作 業 支援 ・第38次 隊
持 ち帰 り物資空輸 な どの後期 オペ レー シ ョンを開始 した。2JJ15Fiに 昭和 基地 方面での夏期 オペ レー シ ョンを終 了し
て リュ ツォ ・ホルム湾 を離 れ,同 夜か ら19日 まで プ リンスオラフ海岸沖で の海底地 形測 量,2月20～25日 に トナー島
地学調 査隊撤 収 を含 むアム ンゼ ン湾 方面 オペ レー シ ョンを実 施 した.,「 しらせ 」ヘ リコプ ターの防錆作 業後,3月1
日アム ンゼ ン湾発 で帰 途 につ いた。以後,各 層採 水 ・プ ラン ク トン採 取等 の停船 観測 を含む海洋観測 をシ ドニー入港
直 前まで実施 した.
行動 計 画変 更が あっ たが,天 候 お よび 「しらせ 」の航 行 に とって好 都合な海 氷状 況 に恵 まれ,「 しらせ 」の 全面的
な協 力 を得 て,昭 和 基地等へ の輸 送お よび夏期作 業,実 施 した観測 では,十 分 な成 果を挙げ得 た
(2)夏 期観測
夏期観測は行動計画変更とリュツォ ・ホルム湾に広 く開水面が発生したために,海 洋観測 と トナー島地質調査,昭
一 －ーlo9一
和基地を中心 とする野外観測等 「しらせ」のヘリコプターの支援を必要とする観測に影響があった。別表に設営を含
めた夏期オペレーションの主要項 目を示す。 このうち,下 線を付 した項目が実施できなかったものである。
① 船上観測
昭和基地までの往路とケープタウン往復航海中は,海 洋物理 ・化学のXBT観 測や表面採水,海 洋生物の表面海水モ
ニ タリング,地 学の海上重力 ・地磁気測定など停船を必要としない観測のみを実施 した。昭和基地沖接岸点 とアムン
ゼ ン湾での停泊中に,海 洋生物部門では動物プランクトンの昼夜各層採集 とス ミスマ ッキンタイヤー採泥器による採
泥を実施 した。2月15日 から19日 にかけて実施 した海洋物理部門の海底地形測量は,プ リンスオラフ海岸の大陸氷縁
まで開水面が広がっていたため大陸棚上を含む広範囲での観測が当初計画以一ヒに実施できた。 さらにアムンゼン湾に
おいても,通 常は定着氷に覆われて航海や測深が困難な大陸棚上の海底地形測量が実施 された。3月1日 以降は,海
況が許すか ぎり計画海域での,　CTD観 測,各 層採水,プ ランク トンネット採集,海 中分光放射計観測などの停船観
測 を実施 した。第38次 隊が設置 したセデ ィメントトラップ等の係留系揚収,第39次 隊の係留系設置,ケ ルゲレン海台
南東端での中層 フロー ト投入作業は,海 況が穏やかであったこともあったが,観 測隊 ・ 「しらせ」とも第36次 隊以降
の経験が蓄積 されてお りスムースに進行 した。特に,係 留系揚収では 「しらせ」の判断による浮上予想地点が的中し,
浮浮ヒとほぼ同時に発見できた。
② 昭和基地での夏期観測
宙空系部門は,38次 隊越冬中に強風により破損 した第lHFレ ーダーアンテナを撤去 した。撤去は4人 ×6日 で終
了 したが,そ の後の部材解体 と持帰 り廃棄物 としての集荷作業に多くの人日を費や した。 このほか,第2HFレ ーダー
アンテナの改修をおこない,第40次 隊で設置が計画 されているMFレ ーダーアンテナの敷地を測量 した。
気水圏系部門の回収気球実験は,行 動計画変更により実験可能期間が1月 上旬までに短縮されたため,大 気球 を用
いるクライオジェニックサンプラー実験のみ とした。1月3日 にCヘ リポー トか ら装置を飛揚,10～30km上 空の大
気をサンプリングして,サ ンプラーは4時 間後に昭和基地西方43kmの 開水面に着水 した。海氷上に着地 しなかった
ため当日ヘ リコプターでの回収はで きなかったが,6日 に昭和基地を離岸 した 「しらせ」を回航 して回収 し,装 置の
動作 も確認された実験は成功 した。
気象部門は基地北岸に積雪深計 と上向き放射観測装置を設置 し,電 離層部門はリオメーターアンテナ,オ ーロラレー
ダーアンテナを設置 した。
地学部門は,日 本国内,オ ース トラリア,南 アフリカと同時観測をおこなうVLBI　(超長基線電波干渉法)測 地観
測装置を設置 し,2月9日 ～!l日 に第1回 目の同時観測を実施,デ ータを取得 した。
生物(海 洋)部 門は北の浦東部の定着氷に穿孔 して,12月27日 ～2月3日 の間,簡 易型セデ ィメントトラップを設
置 して沈降粒状有機物 を採集するなどの観測 をおこない,昭 和基地環境科学棟で試料の分析 とデータの解析を実施 し
た。
海洋物理 ・化学部門は潮汐観測に係わる副標観測 と水準測量 をおこなったほか,検 潮所から地学棟 までの信号 ケー
ブル保護のため一部埋設工事を実施 した。
測地部門は第36次 隊で設置 されたGPS連 続観測システムの整備 をおこない,取 得データの管理 と日本国内への転送
性能 を改善 した。
③ 昭和基地方面での野外観測
12月18日 ～1月7日 の前期と1月27日 ～2月10日 の後期に分けて実施 した。
地学部門地質調査班は,1月 下旬 まで トナー島での調査ができなくなったので,ス カーレンおよびラングホブデ南
部の調査を実施 した。地学部門地球物理班,同 損石班,測 地部門も調査期間が短縮されたので調査地域 を縮小 し,ス
カーレン,ス カルブスネス,ラ ングホブデ,向 岩,S16,と っつ き岬で別表に示 した観測を実施 した。
生物(ペ ンギン)部 門はラングホブデ袋浦でアデリーペンギン生態調査を実施 した。 しか し,観 測項目の一部は期
間短縮により割愛 した。
④ ドームふ じ観測拠点旅行
第38次 越冬隊から1名 の支援 を得て,別 表に示 した気水圏部門の観測 をおこなった。 ドームふ じ観測拠点で深層掘
削孔への高密度液注入を実施 し,観 測拠点および各種観測機器維持の引継 ぎを受けて,第38次 越冬隊員 とともに観測
拠点閉鎖作業を実施 した。
⑤ アムンゼ ン湾方面での野外観測
トナー島の地質調査は1月27日 から2月20日 にかけて トナー島北部で実施 したが,2月 になると強風のため調査不
能日が出現 した。最大瞬間風速はベースキャンプで42.8m/sに 達 した。
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中層フロー トブイ投入,　XBT,　 大気微}創成分モニタリング,エ アロゾル観測,海
氷 ビデオ撮影
海 ヒ重力,地 磁気3成 分測定(8の 字走行)
表面海水モニ タリング,海 亀衛星受信,係 留系回収 ・設置,各 層採水,
ネッ ト採集,海 中分光放射計観測
採水,　CTD停 船観測,　XBT　 ・　XCTD観 測,漂 流ブイ役人,　XCP観 測,
プリンスオラフ海岸沖海底地形調査
トナー島地質検査(12月 下旬～2Jjド 旬),人U地 震測線f察(2月 ド旬)
GPS・ 重ノJ測定(往 路→復路)
ペ ンギ ン生態調査(復 路),採 泥(38次 希望)
水位llf揚収(復 路)
ペ ンギ ン生態調査(ラ ングホブデ袋浦)
広帯域地震計観測 ・GPS基 台設置(ス カーレン,ス トランニッパ,
スカルブスネス,オ メガ岬,ラ ングホブデ袋浦 ・雪鳥沢,と っつ き岬)
沿岸裸氷域宇宙塵採集(オ メガ岬,向 岩)
GPS・ 重力 ・地磁気観測(ス カーレン,ス トランニッパ,ス カルブスネス,ラ ング
ホブデ雪鳥沢)
リュツォ ・ホルム湾海氷調査









水素メーザー搬入,　VLBI設 備設置 ・フリンジテス ト,
超伝導 重力計ヘ リウム液化 重填 ・オーバーホール
HFレ ーダー保守,画 才ングルテレメーター拠点保守
第2居 住棟建設,f備 食冷凍庫建設,旧 通路解体,通 路棟建設
第2居 住棟設備,発 電機OHと 撤去,太 陽光発電装置設置,夏 宿設備整備,
管理棟冷凍機整備,金 属タンク(IOOIe4,251ee)設 置






基地LAN点 検 ・整備,Aヘ リポー トガルフシール撤去





表 層 積 ㍗ サ ン プ リ ン グ,ル ー ト沿 い 雪 尺 測 定 ほ か 雪 氷 観 測,深 層 コア 検 層,深 層 掘
削 孔 へ の 高 密 度 液 注 入
ロ ボ ッ ト気 象 計 電 池 交 換 ・引 き継 ぎ
GPS測111:
雪 ヒ車(SM100S,SM40S),ク レー ン トラ ッ ク,大 気 球 川 ロ ー ラ ー 車,
2tダ ン プ,ク ロ ー ラ ー ダ ン プ,振 動 ロ ー ラ ー,フ ォ ー ク リ フ ト,カ ブ ー ス ・儀5台
ス ノ ー モ ー ビ ル6台,金 属 タ ン ク(1001e4、25々e),汚 水 処 理 棟 内 部 設 備,太 陽 光 発
電 装 置,水 素 メ ー ザ ー,焼 却 炉,生 ゴ ミ処 理 機,建 設 資 材
、y車釜亨由(420左4),JP5(IOOle4)
観 測 機 材,建 設 資 材,焼 却 式 トイ レ
観 測 機 材
観 測 機 材,高 密 度 液,南 極 軽 油 ドラ ム
観 測 機 材,建 設 資 材,南 極 軽 油 ドラ ム,航 空 ガ ソ リ ン ドラ ム
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2月20日 の トナー島地質班撤収後は 「しらせ」を起点としてヘ リコプターで往復する日帰 り調査 を実施 した。地質
班は トナー島南部のほかリーセルラルセン山,ア ムンゼン湾湾奥のバン ト島,プ リース トリー峰の調査を第38次 隊員
の支援を受けておこなった。25日 にもビーバー島の調査を試みたが,強 風でヘリコプターが着陸できず中止 した。 ト
ナー島では2月20日 と22日 に,　GPS測 量 と重力測量の測地および地球物理の予察的調査,さ らに第40次 隊の活動に備
えての環境影響評価のための植生調査が,第38次 越冬隊員の協力を得ておこなわれた。
海洋物理 ・化学 と生物(ペ ンギン)隊 員は22日 にリーセルラルセン山域で第38次 隊設置の水位計回収とペンギンル ッ
カリーの調査を実施 した。 このほか生物(ペ ンギン)隊 員は23日 にアムンゼン湾地域のペ ンギンルッカリー分布調査
を,第38次 隊地球物理隊員は23,24日 に大陸氷表面形状調査を 「しらせ」ヘ リコプターにより実施 した。
(3)夏 期設営
① 輸 送
「南極地域の環境保護 に関する法律」が1997年5月28日 に公布 され,「 環境保護 に関する南極条約議定書」が1998
年初頭 にも発効する見通 しとなったことに伴い,こ れまで南極で焼却処分 していた梱包材を極力減らすために一一部で
はあったが組立式の コンテナを導入 した。積荷は1064.9t,3041m3に 達 した。過去最高の量で,晴 海埠頭での積載時
に積み残 しが出ることが懸念されたが,関 係者の努力ですべてを積載できた。行動計画変更により,昭 和基地への輸
送前に2船 倉の トナー島用物資を 「しらせ」両舷上甲板に待避する必要が生 じた。
昭和基地への物資輸送は,12月16日 「しらせ」の接岸後,緊 急物資の空輸で始まった。貨油送油,雪 上車等の大型
物資の氷上輸送も天候 に恵まれて順調に捗 り,緊 急物資空輸完 「の目途がたった12月18日 には宗谷海岸の露岩地域 に
野外調査隊を送 り出すことができた。第39次 隊の昭和基地方面での物資空輸は12月31日 に終了 した。なお,「 しらせ」
がケープタウンか ら戻って来る1月 末から2月 初めには,昭 和基地付近の海氷の氷状が悪化することが懸念 されたの
で,大 型廃棄物などの持ち帰 り物資の氷状輸送も1月3日 か ら5日 にかけて第38次 越冬隊により実施 された。
「しらせ」が再びリュツォ ・ホルム湾 に戻った後,1月28日 から2月6日 までは昭和基地およびS16か ら第38次 越
冬隊および第39次 隊の持ち帰 り物資の空輸が実施 された。 トナー島への空輸は1月23～24日 に実施された。 この時,
38次 隊で設置されたリーセルラルセン山城の発電棟が転倒 していることが判明 し,後 に トナー島でも小屋の補強 工事
が必要 となって,復iB・ 補強工事資材 と人員の輸送 を2月20～25日 に実施 した。
② 昭和基地での基地作業
基地周辺の残雪は前年の夏に比べると少なかったが,水 汲み沢の雪田が夏期に融けきらず雪田に堰止められた融雪
水が第…ダムの周囲に溢れだ し,夏 期隊員宿舎周辺やCヘ リポー トと基地主要部 との間の道路が冠水する状況がこの
数年継続 している。雪田の融解を促進 し水汲み沢の水流を回復する工事が必要 と思われる。
基地作業は12月16日 に夏期隊員宿舎周辺の排水作業か ら始めた。物資空輸の 目途がたった12月29日 からは,基 地作
業に 「しらせ」乗員の支援を受けることがで きるようになった。特に,1月2日 から実施 した300kVA発 電機のオー
バーホールには,連 続 して同 じメンバーの機関科員の支援 を得て作業効率 を上げることができた。1月6日 までの
「しらせ」支援員は 「しらせ」 を拠点とする日帰 りで要請 し,夏 期隊員宿舎の調理は第39次 隊の調理担当隊員が担当
した。1月29日 ～2月10日 の間は 「しらせ」補給科員に夏期隊員宿舎の調理を要請 し,2泊3日 交代で 「しらせ」乗
員の基地作業支援を受けた。「しらせ」乗員の支援は448人 目を当てに していたが,ケ ープタウン往復で不在 となった
ため,約100人 目の減 となった。計画人日を超過 した分と 「しらせ」支援減の分を研究および定常観測隊員が補った
ことになった。夏期作業中に発生 した廃棄物で第39次 夏隊で持ち帰 り可能なものの荷造 り・計量は,環 境保全担 当者
とボランテ ィアにより夕食後におこなった。
建設作業は,食 糧搬 入を容易にするために予備食冷凍庫の建設から開始 し,12月30日 には予備食冷凍品の搬入を済
ませることがで きた。建設作業では,第2居 住棟 と発電棟への通路棟建設が特 に大 きな1:事 で,第2居 住棟敷地周辺
の除雪は第38次 越冬隊により終っていたが,そ れぞれ773人 日と504人 目を要 し予定を大きくヒ回った。通路棟建設に
要した人日には1月15日 までかかった除雪 ・凍土剥 ぎ ・仮説通路撤去の65人 目と既存通路棟防火区画の改修1二事が含
まれている。輸送集積された資材の仕分け ・解梱 ・建築現場への配送,第2居 住棟の外装 ・内装 に予想以Eの 人手と
日数を必要とした。通路棟鉄骨と既存施設の接合部で必要 となった溶接作業は 「しらせ」に依頼 した。
③ アムンゼ ン湾方面での輸送 ・建設作業
トナー島への空輸は1月23日 ～24日 に実施 され,約10tの 物資がヘ リコプター便で運ばれた。 トナー島は,第40次
および第42次 南極観測で配備 ・禾lj用が予定されている小型ヘリコプターの拠点 となるため,主 島北西端のベースキャ
ンプに食堂棟 と発電棟の2棟 の小屋 を建設 した。 これ らの作業は,「 しらせ」の支援 を受けて,地 学部門地質調査班
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の リー ダー小山内 隊員の指揮 ドで実 施 され た 、昭和基地 か らの復路 に リー セルラルセ ン山城 か ら第38次 隊が残置 した
物資の ・部持 帰 り計 画があ ったため,同 物資 の偵察が この空輸期 間中に 「しらせ」 によってな され,同 地の発電棟 が
転倒 している こ とが 判明 した また,ト ナー島 にお いて も強風時 に小 屋が振動 した りステー ワイヤ ーの緩 みが生 じた
ため,復 路 に トナ ー鳥小屋 の補強1:事 とリー セル ラルセ ン発電 棟の復 旧1:事 をす る こ とに な り,双 方併せ て3tの セ
メン ト等 の資 材 と人員の輸送 と1二事を 「しらせ1乗 員の 支援 を受 けて2Jj20-一 一25日に実施 した.
(4)越 冬経過概要
第39次 南極地域 観測越 冬隊は隊 長渋 谷和雄以 ド40名 で構 成 されてい たが,機 械隊 員1名 が越冬 を断念,夏 隊 とと も
に帰 国 したの で39名 が昭 和基地で越 冬 した1998年2月1日,第38次 隊 よ り実質的 な運営 を引 き継 いだ後 ,2月20日
に 正式 に越冬が 成 立 した.
① 天 気
2月 は全般的 に天候が 大崩れする ことはなか ったが,月 末か ら3月 ヒ旬 にかけて 立て続 け にブ リザ ー ドにみ まわれ
た。3月3日 はB級 ブ リザー ドとな り,第39次 隊初 の外出禁止 令が 出た。3月 中旬か ら4月 ・杯 は比較 的穏や かで ド
旬 には気温 が20℃ 以 ドになった。
5月 初旬,6月 初旬 にノくきなA級 ブ リザー ドが襲 来 した。6月3～5日 の大 ブ リザー ドは越冬 中最大 の もの で継続
時間 は46時 間20分,最 ノく瞬 間風速 は54.8m/sに 達 した。 このブ リザ ー ドは電 離層 ア ンテ ナの倒壊 を中心 に大 きな被 害
を もた ら し,福 島紳隊 員遭 難銘板 も被 害 を受 けた。7月 は総 じて ぐずつ いた 天気 だったが,野 外行動の 要所 で は天候
に恵 まれ た.同20日 に越 冬開始以 来初めて気温 が一30℃ 以 ドにな った、,
81jは 快 晴 ・無 風の 日が 多か ったが9Jjに 入る と 一転 して悪 天で経過 し,B級 ブ リザ ー ド基準 を越 え た 日が11日,
A級 基準 に まで達 した 日は5日 を数えた。9JJ5～7日 の ブ リザー ドは 大量の ドリフ トを基地i三要部風 下側 に残 し,
そ の後の ブ リザ ー ドともあ い まって気 長で消 耗 な除雪 作業 を強い る もの となった。10月 は雪 日数24日,平 均 雲 量8.6
とい うデ ー タでは悪 天 とい うこ とになろ うが,}漫 な野外 行動計 画が2　1riJのA級 ブ リザ ー ド(8～10日,13～15日)
直後 か らだ ったのは幸運 だった。同20日 過 ぎか らは風速 が大体 いつ も4～5m/s以 下で穏 やかだ った。
ll月 も引 き続 き全般 的 に穏 やかな天候 で,「ii旬 か ら気温 が高め に推 移 し,雪 解け も進 んだ、,12月 に入る と一一転 して
曇 天 で,薄 ら寒 い 日が 多か った。 この傾 向は99年1月 も続 き,ヒ 旬 の旬 別 ・}ろ均 風速が7.6m/s(1位 で強),旬 別 ・F均
雲lil:が9・7(1位 で多),ド 旬の旬 別 平均 風速 が9.6m/s(1位 で強)で 示す通 り,最 悪 とい って よかった。 このため,
荷受け ・持 ち帰 り輸送 は氷 ヒ・空輸 ともに苦労 の連続 だった。
② 海 氷
2Jjの しらせ 離岸頃 には既 にオ ングル海峡 の南'卜分 は開水 面で,'fG初 か ら海氷行動 は12月 初旬 で打 ち切 る ことを前
提 に年間 予定 を組 ん だ、3月 ヒ旬 には,オ ングル海峡 を多数の氷山が ひっ き りな しに南下 しは じめた。 月末時点で氷
盤が 残っているのは北の浦,西 の浦 一帯{海 岸 よ り1km)の み となった 、4月6日 のNOAA画 像で 見る と,リ ュツ ォ ・
ホルム湾は完全 に開水 面である。同下旬 にな り一20℃ 以 ド,微 風 の 日が4～5日 続 き,よ うや く海氷が成 長 しは じめ
たが,28日 のB級 ブ リザ ー ドで吹 き流 された'5)j中 旬 にな って よ うや く海 氷 も成長 し,6月2[],初 めて とっつ き
ル ー ト|二作 を行 った。 しか し,日 照時 間が 短 くな り,全 体の様相 が把 握で きないので 本格的 なルー ト1:作 は7月 に持
ち越 した・7月 に入る と海 氷厚 も50Cm以 ヒになって きたので野 外行動 が 一気 に本 格化 した。8～10月 は1年 氷 とは
い え0.7～1.Om厚 で安定 した しか し9日 に入る と,ラ ングホ ブデ以 南は クラ ック,小 リー ドが発達 した.11月 中旬
よ り気温 が高め に推移 したの で,ス カルブス ネス以 南の行動は差 し控 えた
オン グル海 峡 西端,特 に岩島 東方500mか らオン グルガルテ ン東ノ∫にかけ て南北 に氷山列 が トラ ップ されて 並び,
例 年の 見晴 らし岩沖 しらせ 停泊1"1置 に も氷山が居 座 った。第40次 隊 の接 岸点 はTN5に 設定 したが,貨 油 ホー ス敷 設
距 離が 若}二延びた。99年2月 の しらせ 出発時点 では,海 氷の流出 はな く,98年2月 に大開水 面域 だ った リュ ツ ォ ・ホ
ルム湾 一帯 にかけて1年 氷が残 った,
(5)越 冬観 測
第38次 隊1・fJ様,電}葛任層,気 象,潮 汐 部門 に関 しては,従 来通 りの 「定常 観測」の枠組 みで,ま た研究観測 につい て
は,宙 空系,気 水圏系,地 学 系,生 物 ・医学系そ れぞれ につ いて 「プロジェ ク ト研究観 測1と 「モニ タ リング研 究観
測」 の2つ の ジ ャンルに分 けて観測 を行 なった 従 来,地 球物理 定常観測 に含 まれ ていた地震が 地学系へ,そ して地
磁気絶対 観測が宙 空系のモ ニ タリング研究 観測 に移行 して2年 目に 入った
全体 概 要 と して は5JJユ2日 の金棟 自然 体1じ,6月3-5日 のA級 ブ リザー ドに よるセ ンサ ーや収 録機器の 故障対 策
に苦労 しなが ら も,各 部 門着 実 に成果 をあげ た。
① 定常 観測
電 離層部 門で は,オ ー ロラ レー ダー,短 波 電界強 度測定装 置,オ メガ電 波受信装 置,　NNSS衛 星受信 装置 や短波周
波 数偏 移測定 装置 が 第38次 隊 で持 ち帰 りとなった ため,関 連観 測 を中心 に,　FMCWレ ー ダー,リ オ メー タ,電 離層
垂直観測 を継続 した。
気象部 門では オゾ ンゾ ンデの強 化観測 を継続 した ほか,新 た に新 型地上観測装 置 を設 置,北 の浦海岸 に上向 き放射
観測鉄塔 と積 雪深計 を 立てて観測 を開始 した。第7次 隊以 来行 われて きた輻射 ゾ ンデ観測 が9月16日 の放球 を もって
終 了した。気水圏系研 究観測 の大 気微量成 分モニ タリング,及 びエアロゾルゾ ンデ観 測 を共 同で担 当 して2年 目に入っ
た。
② 研究 観測
宙空 系で は,地 磁気 や超高層 のモニ タリング,大 型短 波 レー ダ(HF)第2レ ー ダに よる電離層観 測,　EXOS-D及 び
DMsp衛 星受信 を継 続 した。越冬後期 にはEXOS-D衛 星バ ス を多数受信 した。 また,オ ーロラ光学観測 として新 たに,
高速 オー ロラフ ォ トメー タ,全 天単色 イメー ジャー を設置 し,4月 か ら観 測 に入 り10月 まで継続 した。
気水 圏系で は,H72及 び ドー ムふ じ観測拠点 で浅層ボ ー リングを行い,フ ィル ンエ アサ ンプ リングを実施 したほか,
オ ングル海峡 及び オ ングル諸島西方 海域等 において水温 ・電 気伝導度 の鉛 直 プロ ファイル測定 な どの海洋観 測 を実施
した。表面 積雪,湖 沼水,降 雪 ・飛 雪サ ンプ リング も強化 した。地球観測衛 星(JERS-1,ERS-2)受信,　NOAA
衛 星受信 も継続 したが,　JERS-　 1に ついて は衛 星本体の運用 が10月12日 で中心 になったので,以 降の受 信が な くなっ
た。99年1月 には,前 年 よ り懸案 となっていた グラブサ ンプラー(2機)の 放球 を行 い,回 収 に成功 した。海氷域 多
年氷の採取 は残念 なが ら実施 で きず に終 わった。
地学系 では地震 モニ タ リング観測,超 伝 導重力計 に よる地球潮 汐 ・自由振動 の観測,沿 岸露岩域 での重力測定 ・地
震観測 を第38次 隊 と同様 のや り方で継続 した。 また,ア ンテナ ・ボル ト埋設 に よる露岩域 精密GPS観 測 を開始 した。
さ らに,新 た に年4回 の48時 間南 極VLBI実 施(昭 和基 地,オ ー ス トラ リア ・ホ バー ト,南 ア フ リカ ・ハー テベー ス
テ ク)を 開始 し,2月9～10日 の実験 デー タにつ いて は夏隊持 ち帰 りとした。　PRAREに よるERS-　 2衛 星追 尾は2月
初 旬 に装置 が故 障 したため 中止 した。 また,　SPOT衛 星軌 道精密 決定 のため のDORISビ ーコ ン発振 は,5月 初旬 にア
ンテナ タワーが倒壊 したため中 止 したが,99年1月 末,新 たな ピラーを建 設 し,復 旧 した。 一方,大 規模 な野外調査
旅行 と して10年 ぶ りに,や まと ・ベ ル ジカ山脈 で限石探査 を実施 し,宇 宙 塵採取 も行 った。
生物 ・医学系 の越冬 隊員はい なかったが,-1嬢 藻 類モニ タリング(生 物系)は 装備隊 員の兼務で,概 日リズム調査,
エ ネルギ ー摂取 と運動 量の測定(医 学系)は 医療 隊員 の兼 務で継続 した。労働 医学的調査 ・研 究 も行 った。
③ 野外行動
日帰 りや2泊3日 か ら10泊 程 度 に及ぶ5～6名 規模の野外パーテ ィーが複数 同時に出る ことが 多かった。パ ーテ ィー
の交代 日を含め,同 時 に野外 に出ている隊員数 は最大で19名4パ ーテ ィー以 内であ ること,海 氷 ヒに同時 に2パ ー テ ィー
がい ない ようにす る ことを原則 と して,月 間計画 を立 てた。
実 質的 な野 外行動 開始 は7月9日 で,6月2日 に設 定 した とっつ きルー トの再調査 を行 った。12行 動,128人 目に
の ぼる7月 予定 の 、7ち上 が りと して実 施 した第1回S16オ ペ レー シ ョンで予 測 しなか った事 態が生 じた(後 述)が,
以後 は川頁調 に乗 り切 った。8月 予定(日 帰 り12回,1泊2日1回,2泊3日2回,4泊5日1回)も すべ て順調 に消
化 で きた。9月 は宿泊 を伴 う8つ の野外 行動,日 帰 りでの 海洋観測 や地学観測 な ど合わせ て15以 上の計画 が組 まれた
が,悪 天 で経過 した ため,1日1日 進 行状 況 をチ ェ ックしなが ら消化 した。結果 と して 合計432人 目,1日 平均14.4
人が野外行動 に出て いた勘 定 になる。12～14日 予定の ラ ングホ ブデ ・ス カルブス ネス行動 を無理せず 中止 したこ と,
22日 の事故(後 述)が 大 事 に至 らなか ったこ とで,何 とか破 綻 な く乗 り切 れた。
10月16日 に,や ま と ・ベ ルジカ損石旅行 隊8名 が 出発,11月7日 に,ド ームふ じ観測拠 点往復旅行 隊6名 が 出発 し
た。 前者 は4か 月近 く,後 者 も2か 月 の長期 旅行 になった。最終 の沿岸行動 は12月9日 のオ ングル カルベ ン土壌 モニ
タリ ング調 査だ った。
1)地 学 沿岸露岩域
7月9日,と っつ き岬で重力 測定,　GPS観 測のため のア ンテナ取 り付 けボ ル ト埋 設 を行 った。 これ以後地 学沿岸観
測 関係 で は,グ ラルプ型広帯域 地震計 に よる観 測や重 力,　GPS観 測 を,と っつ き岬,向 岩,ラ ングホ ブデ,ス カルブ
スネス,ス カー レンな どの沿岸露岩域 で次 々 と場所 を移 して行 った。 日帰 りを含 め2泊3日 ～3泊4日 中心 の行動で
ある。 ほぼ順調 に経過 したが,9月22日,と っつ き岬へ地震計 バ ッテ リー交換 に出かけ たSM411雪 上車(単tl{)が 氷
崖 ス ロー プか ら落 ち,3名 の隊員が けが を負 う事故が発生 した。以後,近 場 であって も単車 での行動計 画 にならぬ よ
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う配慮 しだ,
2)Sl6オ ペ レー シ ョン等内 陸旅行準fllli
7月15日,2泊3日 のr.定 で総 勢14名 が 第1回S16オ ペ レー シ ョンに出発 した。 見渡せ ば権 が殆 ど見当 た らない く
らい雪 に埋 まってお り,1日 予定 延長 して掘 り起 こ した。権 デ ポ位 置表が 手元にな く,　FAXで 日本か ら取 り寄せ た。
18日 ス ノモ権2台 や空権 な ど計9台 を引いて帰路 についたが,ホ ワイ トア ウ ト模様 で,列 車 での裸 氷帯下 りは 多 くの
隊 員に とって初めての経験 であ り,緊 張 した、 この 日,と っつ き泊 ま りとな り,19日 に昭和基 地に戻 ったが,南 極 の
厳 しさを実感 させ られ た4泊5日 だ った、
ブ ルで の権 掘 り起 こ し作業 に見通 しを得 たので 再度 オペ ー シ ョンを組 む事に し,同27日,s16オ ペ 隊(8名,4泊
5日),と っつ き宇 宙塵 採 集用融解 装 置試験隊(6名,4泊5日)が 出発 した。そ して 同30日,S16で 合流 した両隊
は3台 のSM50な どを用いて空権 中心 に19台 を基地へ 持 ち帰 った。 このオペ レー シ ョンで権 の掘 り起 こ しはすべ て終
了 し,融 解装 置の 正常動作 も確 認で きたので,や まと ・ベ ルジカ旅行で の使 用 にめ どがつ いた。Sl6オ ペ レー シ ョン
は第4回(8月10～12日)ま で行われ,燃 料 ドラムの掘 り起 こ し,ド ー ム廃 棄物 権の とっつ きへ の移動 な どを もって
終 了した。
9月 には内 陸旅行で使 用す る車両整備 を,と っつ き岬 で行い,同16日 にはSMIO8雪 ヒ車 を,し らせ に よる見晴 ら し
接 岸以来9か 月目に して,と っつ き岬へ移送 ・揚 陸 した。そ して,試 走 と旅行 隊の燃料 デポ を兼ね てその ま ま5名 が
みず ほ旅行へ と出発 した。10月 に もみず ほ旅行 隊(6名)が や ま と旅 行隊(8名)と 同時 に出発 したが,こ れ は9Jj
旅行の時 に判 明 した,「 みず ほ基地12kVA発 電機 火災」 の調査 も兼ね ていた。
3)海 洋観測
7月20～23日 に海洋観測 のためのルー1・工作 を開始,引 き続 いて観 測に入 った。オングル海 峡,南 緯69.5度 線 にそ っ
て2点 海氷穴 開け を実施 し(OSル ー ト),各 層でのCTD測 定,採 水,電 磁流速 計観測 な どを行 った。 この観測 は8月 ～
ll月 にかけ て,オ ン グル諸 島 西方海域(OWル ー ト),ホ ブデ湾 と海域 を広 げ実施 され た。 なお,9月12日 の 日帰 り
観測 では,朝 か ら低い地吹 雪が流れ,時 間経過 につ れ カタバ風 が強 ま り,15時 頃 には完 全 に視 界不 良 になった,2台
のSM40は 海氷 上で約3時 間立 ち往 生 し,日 没1時 間後 の18時 になって ようや く基地へ帰投 で きた。
4)H72浅 層掘 削
内陸氷床1二H72で 浅層掘 削 ・フ ィル ンエ アサ ンプ リングを行 った。 まず8月5～6日,10名の隊 員が参加 して設営
訓練 を北の浦東 方海氷Lで 行 った。そ して9月3日,H72浅 層掘 削 にlo名 が向 かっ た。視 界不良で到 着が遅 れたが,
同l!日 に掘削準 備 を終了,同12日 に開始 した。 そ して同22日,フ ィル ンか ら氷 に変化す る深度(65.06m～69.76mの
間)以 深 まで連続的 に固層 と気層 試料の 同時採 取 に成功,同24日 には基地 に帰還 した。2回 の 人員 交代 隊 を派遣 した
が,悪 天 ・停滞で苦 しめ られ た。
なお,ド ーム観測拠点 にお いて も同様の浅膚掘 削 ・フ ィル ンエ アサ ンプリ ングを行 った。
5)生 物観測 ほか
11月18～19日,ル ンバ,袋 浦,オ ングルカルベ ンなどにおいてペ ンギ ン成鳥数 セ ンサ スを行った。 同27～28日,ル
ンバ,永 くぐ り浦,袋 浦 でアデ リーペ ンギ ン繁殖 数調査 を行 った。12月9日,オ ングルカルベ ンにお いて1嬢 モ ニ タ
リング調査 を行 った。
10月 下旬 ～11月 期,口 帰 りあ るいは1泊2Ll-2泊3日のア イスオペ レー シ ョン,ラ ングホブデ研修旅行 を随時折
り込 んだ。
(6)越 冬 設営
設営 につい ては夏オペ残作業,電 力,水,除 雪,廃 棄物処理,　LANに つ いて記述す る。
① 夏 オペ残作業
夏隊が しらせヘ ピックア ップ された翌2月16日,第11[il全 体会議 を開 き,当 面,夏 オペ残作 業 を継続す る こと とし,
17日 か ら旧通信棟,旧 医療棟,コ ルゲー ト通路 などの解体 を開始 した。3月1日,第2居 住 棟へ正式 に入居 したが,
家具組 み立て,通 路棟 パ ネル立 て付 け な ど2月10日 までの しらせ 支援 が なければ,め どが立 たなかったであ ろ う。1
居(19人)と2居(20人)の 入居 配分 は,隊 員の分野 が偏 らない こと,越 冬 明け旅行隊 出発 後 の空 き部屋 に偏 りが な
い こ とを考慮 して決 めだ 、
3月7～13日,旧 施 設解体作 業 と並行 して屋内設備 の点 検 ・設 置等 を精力 的に進め た。 火災報知器 点検 ・配線,脱
衣所 ・洗面所 の整備,暗 室の改造,整 備 ・ホース点検,旧 食堂 前通路 の片づ け,空 調設備保 守点検 な どであ る。3月
13日,予 定 した旧施 設の撤 去作 業がほぼ終 「し,同17日,好 天 に恵 まれたの を機 に,重 機 多数 を繰 り出 し,解 体跡 地
一115一
の整 地作業 を一気 に行 い,夏 オペ残作 業 を終 了 させ た。 しか し,パ ネル材 ・鉄骨 等はAヘ リポー ト近 くに移動,地 面
仮置 きす る までが精 一杯で,越 冬 明けの12月17日 に再整 理,オ ーニ ングシー トで包み,Aヘ リ避 難小屋 の並 び にデポ
して ようや く区切 りがつ いた。
② 電 力
a)電 力計 設置
4月,電 力計 の全棟 設置 丁:事(電 離棟 は5月)を 行 った。 各HFレ ー ダサ イ ト,重 力計 室(ト ラ ンス は新 地震計 室
と共通)に も取 り付 けた。作業 日数 は述べ15日 に達 した。4月22日 に管理棟 工事で は13:15～15:00LTの 間停 電 し,
インマ ルサ ッ ト電 話 も不通 となった。 この工事停 電 に伴 う観測 機 器のshutdoNwll及 び 、乞ち上げ操 作 に習熟 してい たた
め,後 の 自然停電,事 故停電へ適 切 に対処 で きた と思 われ る。
南極条約 環境保護議 定書の成立 によ り,南 極での エ ネルギ ー消 費は抑制 される 方向 にあ る。 各棟 ・施設へ の電 力計
設置 は,基 地の今後 の計画 的な電力供給 に役立つ はず であ る。
b)太 陽光発電装 置
3月12～16日,第38次 隊 及び第39次 隊建 設の 太陽光発 電装 置(最 大20kW)を 制御 盤 につ な ぎこみ,4月22日 か ら
発電機 回路 と並列運転 を開始 した。一 時的 にせ よ約10～20kWの 供給 が 口∫能 なので,日 照時 間が短い季節 での200kVA
発電 機使 用時(300kVA発 電機の500時 間点検時)に は,頼 も しい存在 だった。 なお,平 均 電力使 用量 は3月 の140kW
か ら月が経つ につれて増 え,7月 では158kWに な り以後減 少 した。最大 負荷 は8月 の188kWだ った。
c)全 島停電
第38次 隊越冬 中 には1回 の停電 もな く運用 されて きた300kVA1号 発 電機で あるが,5月12日13:55LT,原因不 明
の停電 を起 した。見か け上 は荒 金 ダム に投 入 してあ った投 げ込み ヒー ターの断線 シ ョー トと同期 しているが,そ の時
の瞬 間的 な40kWの 負荷増 加で 停電す る はず は ない と言 われて お り,原 因は確定 で きなか った。 各部 門,観 測 器の再
立 ち上げ におお わ らわであ っ た。特 に,衛 星受信 関連施 設で はVLBI観 測 が 同11日 か ら行 われて いて,観 測 の 再立 ち
上げ に2時 間 を要 した。衛 星受信 棟で はその後の不具 合調 査 と修理 で,約10日 間尾 を引 いた。
第37次 隊同様,停 電 を繰 り返すので はないか と心配 したが,幸 い この1回 だけで あった。
d)3号 発電機(200kVA)撤 去 と非常発電機 への切 り替え
12月14～16日,200kVA発 電機(3号 機)の 解体 ・撤去 作業 を行 った。 第40次 隊に よる2基 目の300kVA発 電機搬 入
に備 え,空 きスペ ー スを作 るためで ある.,撤 去 された発電機 は持 ち帰 りとした。 なお,99年1月,第40次 隊に よ り残
る もう1基 の200kVA発 電機 も解体 ・撤 去 され,1月11日,新 発電 機設置 のため基地電源(300kVAl号 機)を 停 止 し,
非常 発電棟 電源(200kVA)へ 切 り替え る1事 が 第40次 隊 に よ り行わ れた。 この間,夏 宿電 力 をまかな うはずだ った
24kVA移 動 電源車が故 障 して,何 の役 に も ・'ノ:たなか った。 また,非 常発電 機で はガバナーの 自動 的 な周波 数同期が取
れないため制御 盤で シ ンクロずれ を起 し,太 陽光発 電装置 は活かせ なかっ た。切 り替 え作業 に よる停電 は,復 電 の一一
番遅い棟で2時 間続 いた。この作業停電 に伴 って,セ ンサー(定 常気 象 ・サ イフ ォ トメー ター)や レコー ダー(宇 宙 ・
DR200)に 不 具合 が生 じた ほか,3台 のPCが 故 障 した。 同17日 には事故 停電 も発 生(冷 却 水漏 れ に よる圧 力低下 が
原因 と後 で判明),越 冬明 け夏場の電 力や りくりで苦 労 した。
③ 水
越冬前期 に新発電棟 水栓,調 理場 水栓か ら雑 菌が検 出 され るこ とが数 回あった。 しか し.水 栓 や接 続ホ ースの問題
で,配 管 系統 に異常 はなか った。4月15日,管 理棟受 水槽 の 大掃 除 を行 った。たぶ ん設置以 来初めてであ る。 医療 ・
機械隊員 が水質 をこ まめ に点検 ・管理 した。
8月16日,荒 金 ダムが凍結 した。発見が 早か ったので,給 水 ・戻 り配管 の凍結 には至 らないですんだ。以 後,12月
まで の生 活水確保 は,1301ee水 槽へ の雪 入れで まか なった。 荒金 ダム復 旧作業 は12月7～8日 に行 われた。
水 の1日 当 り使 用両 は3月2,910e,6月3,228e,9月2,338ψ,12月2,4894だった。9月 ～12月 に少 ないの は野
外行動 で基地在住 者が少 ないためで あろ う。1日1人 あた りの使 用量 は年間通 じて70～loo　 eだ った、
④ 除 雪
除雪 が 具体 的に問題 になったの は6月 か らで ある。同3～5日 に襲 来 した ブ リザ ー ドは大 きな爪痕 を残 し,後 片付
けに2週 間以 上要 した。7月11日 のB級 ブ リザ ー ドは,[nl復 自体 は早か ったが,前 日まで の1301ee水 槽 雪 人れ 予定 が
急遽 除雪 に変 わる くらい 多 量の積雪 を伴 った。新 発電棟,1301eρ 水槽,汚 水処理 棟,倉 庫神 風 ドに発達す る ドリフ ト
はバケ ッ トブル,押 しブル3台 を組 合せ,天 測 岩斜面 に押 し ヒげ る形 でな ら した9月 が悪 天で経過 した こと,10月
には2つ のA級 ブ リザ ー ド(8～10日,13～15日)をは じめ 降雪 日が か な りあ った こ となどに よ り,基 地主 要部風1・'
の ドリフ ト除雪は なか なか進 まなかった 、この時期,重 機6台 を駆使 して除雪 した,,通 路棟 で遮 られ,居 住棟 間にた
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まった雪 は,地 学 棟 と気 象棟 間の空 き地 方面へ押 し ヒげ る形で 除雪 した。 機械隊員 だけで な く,庶 務及 び衛 星受信隊
員が年 間 を通 して除雪 に奮闘 した。
11月 に入る と雪解 け模 様 とな り,同5～7日,Aヘ リポー ト周辺 か ら基 地i要 部 にか けて砂撒 き作業 を行 った。 同
18～19日,旧 食堂通路屋 根の 雨漏 りが激 しくなったので,雪 下 ろ しを行 った。連 日の好天で雪解 け水が流 れを形成 し,
最終 的には管理棟 ドの海氷域へ 向か って流 れ込ん だ。 しか し,峠 以南 の傾斜 地,第 ・ダムか ら西 の浦方面 にかけての
雪解 け,排 水 は11月 段 階で は進 まなか った
⑤ 廃 棄物 処理
a)ア スベ ス ト
夏作 業で解体 した,旧 通路 部分 のア スベ ス トの付着 した鉄 板は,し ば ら くデポ山 に仮 置 きした ままだった。4月6
日,第38次 隊以 前のアスベ ス トを含め,持 ち帰 りの準備作業 を始め た。 しか し,国 内処理作 業規程 とのか らみで,い
ろい ろ問 題があ るこ とがわか り,第39次 隊で は本作 業 を行 わず,現 状保 全作 業に止め るこ とと し,報 告書 を極地研 に
送付 した。
b)野 焼 き
4月18日,大 掛 か りな野焼 きを行 なった,夏 作業 以降発生 した梱包材 な どの 可燃廃 棄物 を焼却 したが,そ の 量はお
そ らく50t以 ヒと思 われる。第39次 隊最 後の,そ して観 測隊の歴 史f最 後の野焼 きは5月28日 で,約500kgを 焼却 した。
c)ド ー ム廃棄物
7月14日,S16か ら昭和 基地 に持 ち帰 った ドーム廃 棄物 の分別計 量を行 った。5,219kg(ド ラム詰め57本,タ イコ
ン8袋)だ った、8月24日,2回 目の持 ち帰 り処理 を行 い,7月14日 分 と合わせ 集計 した ところ,総 計13,570kgに
1二つた。約300kgの 生 ごみ と1,329kgの 可燃物 が含 まれてい て,焼 却 処理 に延べ20日 間以 上か かった。 なお,抜 き取
り調査 の結 果,ド ラムマ ーキ ングと実際 の中身が異 なる ことが 判明 した ため,11月2日,天 板 をすべ て はず し,内 容
物の チェ ックを行 い,物 によっては詰め替 えて リス トを修 正 した。
d)タ イコン仮 置 き場 所
生活 ごみは旧 食堂 前通路 に ドラム とタイコ ンを用意 し分 別 ・計 量した。不燃物 の減容機 がなか ったため,仮 置 き場
所 に困 った。 タ イコ ンを地 面直置 きす る と,凍 り付 いて取 れ な くなる。そ こで,組 調室 と推 薬庫 に移動 してや り くり
したが,余 裕が な くなって きたの で7月7日,総 数74個(1個 あた り40kg)を 奥 詰め した。 その結 果,越 冬終 「ま
で上記2個 所で保管 で きた。
e)焼 却炉
基地運営 上,可 燃物 ・生 ゴ ミの焼 却は欠かせ ないが,気 象棟 で の観測,観 測棟 での観測 双方 に影響 を及ぼ さない よ
うに しなければな らない。第39次 隊で は内規 として 「風速が3m/s以 上,か つ風向が0～60度,あ るいは120～250度 」
を条件 と したが,通 日は月あ た り5～6日 しかないのが 普通 だ った。 ドーム廃 棄物 を持 ち帰 った時,隊 の交代期 に拾
い集 めた 可燃物 や廃 棄食糧 を焼却 した時 など,短 期 間 に大量処理が必 要な場合 には,若1・:条 件 を緩和 した。
第2居 住棟 の ダク トを通 じて排煙 が棟内 に流 れる とい う問題 もあ った。13居,9居 が第40次 隊 によ り移設 されたの
で,そ の跡地風 下 に焼却棟 を早 く移 設 した 方が よい。
f)廃 棄物持 ち帰 り
12月17日,廃 棄 バ ッテ リーの 集中処理 を行 ったが,抜 き取 られた電解 液は600kgに の ぼった。 同21日 には,西 部地
区か らAヘ リポ ー トにか けて散乱 してい るごみの分 別収 集を行 い,同22日 には,通 路棟,旧 食堂前通路,旧 バー,9
居の片づ け,同24日 には東部 地区の ごみ拾 い を行 った結 果,・ 度 に多量の清掃廃棄物(約3.4t)が 出た。
ドーム廃 棄物,39次 夏 オペで解 体 した第1HFレ ー ダの ア ンテ ナ廃 棄物,越 冬期 間 中発 生 した生活廃 棄物,蓄 積 し
てい た 占い隊次 の不要食糧,使 えない機 械 ・建築 部品,及 び上 記の清掃廃 棄物等 含め,す べ てを しらせ に搬 入 した。
集計 の方法七差が でるが,最 終 的 な持 ち帰 り廃棄物総tg:は160tに ヒった。
⑥　 LAN
基地 内 ネ ッ トワー ク　(LAN)　 が第38次 隊で整備 され,第39次 隊 におい て も月例報告 の集計 に威 力 を発揮 した 、極地
研へ は電j'一メー ル添 付 に よ りWord97形 式 の分 割5フ ァ イル でJj例 報 告 を送 付 した。1フ ァ イル 当 り70kBが ヒ限
(Eudoraで30kBの マー ジ ンが必 要)な ので,表 を多用す る機械 報告は月に よ り4フ ァイル に分割す る必 要が あった。
電 子メー ルは研 究 用,設 営 事務 重緒 川,私 用 に も活用 され た 画像転 送 もさかんで あ った。 ホームペ ー ジ用画像
(昭 和基地NO"')と しては,各 隊 員の仕`}吸 び折 々の基地 風 景を中心 に10日 お き程度で 日本 に転送 した。
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(7)荷 受 け ・持 ち帰 り輸送
12月19日,海 氷 上の デポ権14台 を引 き出 し,氷 上輸 送の ための ク レー ンサ イ トを整 備 した。福 島ケ ル ン下 の海氷降
り日に砂 を入れ,傾 斜 凹凸 をな らす とともに,権 が迂回 しや すい ように,海 氷雪 面 もな ら した。 同23日,組 調室 と椎
葉庫 か ら廃 棄物 タイコ ンを搬 出,　RT棟 下広場へ 移動 した。 同25日 にかけて は,第lHFレ ー ダ撤去後 の廃材,松 の廊
ド ・解体 コルゲー トな どの大型持 ち帰 り物資 を作 業工作棟脇 に集積 した。12月 下 旬か ら1月 中旬 まで悪天 で経過 した
ため,作 業 の段 取 り ・進行 を絶 えず 気 にす る毎 日だ った。12月29日 よ り続 け られて きた氷上 荷受 けに区切 りがつ いた
の は99年1月3日 だ った。 ドラム空輸 との 日程 調整 の関係 で第40次 隊 に よるセ メン ト,　HF/MF部 材,ヘ リウム カー
ドル等 の一部観測物資 が空輸か ら氷 上輸送 に切 り替 わった こと もあ り,接 岸条件 ドで は過去 最 大の 陸揚 げ重量 だった
と思 われる。
同年1月4日 か ら直 ちに持 ち帰 り氷上輸 送が始 まった。作業工作棟 脇 の集 積場所 に1台,福 島ケル ン ドの権積 みポ
イ ン トに1台 の クレー ンを配置,2台 を使 って吊 り替 えだけで権積 み で きる ように したの で効率が よか った。　HF廃
材 ラ ックは底板が 木製 なの で越 冬 中に付 着 した雪が大量 に氷化 ・固着 してお り,へ ら付 き ドリルで こそげ落す必 要が
あ った。5日,SM560,SM510など大 型車両の船 倉積み込 みを もって氷 上持 ち帰 り輸 送が終 了 した。
7～10日 はブ リザ ー ドによ り連 日外 出制限 とな った。9日 には新発電棟 第2冷 凍 庫(2冷)か らAヘ リポー トに搬
出 された公用氷(10.5t)が,搬 出直後の フラ イ ト中止決定 に よ り予備 食冷凍庫(予 備冷)に 戻 され る一幕 もあ った。
持 ち帰 り公用氷 の再 度のパ レ ッ ト積 み と空輸 は12日 だった。これ につ いてはその他 で後述す る。同 日夜,ヘ リウム カー
ドル空輸荷受 け と海氷上 に取 り残 されてい たボ ンベ配達 を一気 に行 い,長 か った第40次 隊物資荷 受 け配送作 業が よ う
や く終了 した。
13～15日 は休 む間 もな くAヘ リポー ト廃棄 物 ドラムのパ レッ ト積 み,　RT棟 下広 場か らAヘ リポー トへ の不燃物 タイ
コンの移動,折 り畳み コ ンテナ ーの集積 などを行 った。13日 にはS30か ら ドー ムコアの しらせ冷凍庫搬 入 も行 われ た。
14日,ト ナー島でのヘ リコプター故障の関係 で,し らせ 日程 が変更 にな り,15日,し らせ は見晴 らし岩 沖か ら弁天 島
付 近へ移動 した。16日,20m/s以 上の風 が吹 く時 もあ ったが,午 後か ら持 ち帰 り空輸が始 り,廃 棄物 パ レ ッ ト38枚,
タイコ ン38個(15便)が 運 ばれてい った。以 後17～19日 は ドー ム旅 行隊 のS16撤 収,グ ラブサ ンプ ラー気 球2機 の放
球 ・回収 な どがあ り,し らせ は20日,リ ュツ ォ ・ホ ルム湾 を離 れた。
しらせ が再度戻 って きたの は27日 だが,そ れ まで も,そ の後 も物 品整理,私 物梱 包 と搬 出,Aヘ リポー ト集積,最
後の廃 棄物処理 と持 ち帰 り計量,基 地 まわ り後片付 けで明 け暮 れ た。持 ち帰 り物資 総量 は廃 棄物160tを 合 わせ,最 終

























渡邉 興 亜(国{ノ:極 地研 究所 ・教授)
(4)目 的
南極半 島におけ る最近 の温暖化傾 向の実態研究
(5)調 査 項 目
① ア ルゼ ンチ ンの 南極研 究所 に所 属す る雪氷研 究者Dr.　Pedro　 Scavra(:a,　 地球科学 者Dr.　Alberto　 Aristarail1の 両
氏 か ら最近 の 西南 極,南 極 半島付近 の雪氷 学 的調査,観 測 結 果につ いての詳 細 な情報 を収 集す る。 また,同
氏 らが 現在 進め てい る英国,米 国,フ ラ ンス等 との 国際協 同観 測 に関 す る情 報 を収 集 し,わ が国 の 南極観測
との連携 の 可能性 につ いて協 議す る、
② 南極 半島 先端 部の ラルセ ン棚氷 に関す る衛星,航 空機観測 に よる観測資料(研 究担 当者Dr.　 Pedro　 Scavraca!
の入 手,棚 氷崩壊 ・分離 に関す る現地調 査の観測資 料 に基づ く検討 を行 な う。
また,最 近実施 され たラルセ ン柳水 に近い ジェーム ズ ・ロス島 にお ける氷床 浅膚掘削(研 究代 表者　Dr.　Al-
berto　Aristarain)　 に関 す る分 析,解 析結 果 に関す る詳 細 な情報 収 集お よび同島 にお ける将 来の 共同観 測の,iJ－
能性 についての協議 。
③ 航空機 に よるラルセ ン柳水 の現状 に関す る写 真観測,お よび過 去の変動履歴 に関す る調 査。
(6)調 査 によ り取 得 した情報
① ラルセ ン棚氷(範 囲は ジェームズ ・ロス島の西側のPrillce　 Gustav海 峡か ら南 緯74度15分 の ス ミス半 島のFiska
岬 まで)は1940年 代 までは拡 大傾 向 にあ った と考 え られてい るが,そ の後 は後退傾向(後 退 量1km/年)に あ
り,1979年 まで は目 、ttlった 後退現 象は起 きていない。
ラルセ ン棚氷 は北 か らA　 (R(⊃bertsol)t島以北),　B　(JasOn'卜 島以北),C(同 以南)に 分 かれ,面 積 はCが 圧倒
的 に大 きい。1986年 頃か らラルセ ンAで 急 速 な棚氷縁 の後 退が始 まった。1986-1989年 間 に ラルセ ン柳 水の最
北 端 に位 置す る ラルセ ン入江(ISrselm　 Inlet)で 大規模 な棚 氷の流出が 生 じ,棚 氷は ほぼ消滅 してい る。その
後,1994-95年 夏 まで ラルセ ンAの 比較 的小規模 な棚氷流 出が続 くが,1995-96年 夏 には大 規模 な流出が 生 じ,
ラルセ ンA域 は消滅 し,現 在 に至 って いる。 ラルセ ン棚氷 の崩壊が 一般 に知 られ る ようになったの はこの頃で
ある,
② その後の ラルセ ン棚氷の状態 変化 については,ア ルゼ ンチ ン,英 国,米 国の研究 者に よって,衛 星画像,航 空
機(ア ルゼ ンチ ン研究 者 に よる)に よる継続 した観測 が続 け られてお り,ラ ルセ ンBの 状態 変化 の詳細が 明 ら
か となっ た ラルセ ンBの 氷縁 は,1963年 以降,1993年 まで ほ ぼ10数km前 進 したが,そ の後 反転 して,1998
年 まで に30km後 退 した1998年 の水線 か ら10数kmの 範 囲で氷 の割れ 日が発達 してお り,近 い将 来その部 分の
分離 が予想 され る(エ998-99年 夏 に もノく規模 な棚氷 の分離 ・崩壊 が生 じ,そ の詳細 は調査 中で あるが,多 分 前
年 に確認 され ている割れ 日域 であ ろう)。
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③ ラルセ ン棚氷のA域,B域 の最近30年 間の状態に関する詳細な資料が入手でき,1998-99年 夏のラルセ ンB域 の
















イタ リア空 軍機(C-130)に てテ ラノバベ イ基地へ
研 究 ・観測 作業
ッイ ンオ ッター機 にてデ ュモ ン ・デ ュル ビル基地へ
観測船 「ア ス トロラベ」 にて北 上
ホバ ー ト着
オース トラ リア南極局訪問
ホバ ー ト発 東京着
派遣者





藍藻 ・藻類 ・蘇苔類 ・地衣類 ・微小動物等の陸上生物相を明らかにするための,テ ラノバ基地周辺の露岩域にお
ける植物および土壌サ ンプリング
(6)内 容
ロス海に面するテラノバベ イ基地に滞在 し,基 地周辺の露岩域において陸上植生相の解析のためのサンプリング
を行った。天候 ・オペ レーションにも恵 まれ,多 様な生育環境からの多数の生物標本を得ることが出来た。得 られ
た標本は現地で可能 な限 りの同定を行った後,冷 凍標本 として保存 し,日 本に持ち帰った。 一部は微小動物標本と
してアルコール,ホ ルマ リンで固定 した。昭和基地周辺とは大 きく異なる植生構造や,同 ・種でも生育環境が全 く
異なるなど,興 味深い結果が得られた。













クラ イス トチ ャーチ着
り トル トンか ら観測船 イタ リカ 号出発
研究 ・観 測作 業
リ トル トン帰港













観測船 イタリカ号出港 と同時に総計2ユ地点で表層海水採取 ・フィルタリングを開始 した。プランク トンネットは
コアリング地点に合わせ,合 計8地 点で11回 の鉛直曳きを行った。
本航海の主目的は トリエステ大学研究者等 と共に,第 四紀氷床発達史 ・海洋変遷史を編 むための柱状試料をロス
海域 より得ることであった。航海中総計37本 のコアが グラビテ ィーコアラーによって採取 され,総 コア長は134in
にお よんだ。全てのコアはユ.2mご とのセ クションに切断され,冷 蔵保存の うえイタリアに運ばれた。船上全ての
試料について帯磁率が測定 されると共に,セ クション境界の試料についてスメアスライド観察と粗粒残差観察を行っ





昭和基 地は東南 極 リュ ツ ォ ・ホ ルム湾東 岸の大 陸氷縁 か ら西 に約4km離 れた東 オ ングル島上 にあ り,天 測点 は
69°00/22"S,39°35'24"Eで 標高 は29.18mで ある。
(2)建 築物
建物47棟 の総 床面 積 は約5577m2で 発 電棟2,作 業 棟2,居 住 棟2,観 測 ・研 究棟ll,　 ロケ ッ ト関係棟4,多 目
的衛星 デー タ受信 システム,倉 庫2棟 が,東 オ ングル島の岩盤 の上 に建て られてい る。他 に,見 晴 らし岩西側 に燃
料貯蔵 タンク,観 測棟東 側 と電離棟 周辺 には各種観測用 の アンテナ群及 びセ ンサー類が あ り,基 地北側 の ア ンテナ
島 に送信棟 及 び送信 ア ンテナ群 があ る。
(3)電 力
発電 棟 に300kVA(240kW)2基の発 電機 が配備 されてい る。通常 は300kVA発 電機1基 の運 転で基 地全体 の電力
を賄 って い る。 また,非 常 用 として,基 地主要 部か ら離れ た夏期 隊員宿 舎の非常 発電棟 に200kVA発 電 機2基 を設
置 してい る。
(4)車 両,航 空機
夏期の建設作 業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等 の装輪 車が あ り,冬 期作業 用 と してブル ドーザ ー,パ ワー
シ ョベ ル,小 型 雪上車,内 陸や沿岸域 な どの野外 調査用 として大型雪上 車,中 型 雪上車,小 型 雪上車,浮 上型雪上
車,ス ノーモ ービル等が配置 されてい る。 また,小 型航 空機(ピ ラ タスポ ー ターPC-6,セ スナ185)を 運用 して
いる。
(5)通 信
昭和基地 基地 と国内 との通信連絡 は,イ ンマルサ ッ ト衛 星 を利用 して行 われてお り,電 話,フ ァックス,テ レッ
クスな どが利 用で きる。 また,極 地研 究所 との間で は,こ の衛 星 を利 用 した静止 画像伝 送(SSTV)の 運用 も行 わ
れ てい る。 電報 は,昭 和 基地 とNTT東 京 電報 サ ー ビス セ ンター間 を イ ンマ ルサ ッ トの フ ァ ックス通信 で結 び,送
受信 され る。短 波通信 は,内 陸基地 や旅行隊 との連絡 に用 い られ ているが,共 同FAXニ ュースの受 信 も行 われ る。
また,1997年2月 か らは電子 メー ルが利 用で きる ようになった。
(6)医 療
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建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途
旧 娯 楽 棟 1975(1)40
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同じ)
常温食糧庫
旧 電 離 棟 1966(7)40
木製パネル
電離層観測,倉 庫
地 磁 気 変 化 計 室 1966(7)12
木製パネル,特 殊コネクター使用
地磁気絶対測定
旧 第7発 電 棟 1966(7)67
軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル
廃棄物倉庫
旧 余 熱 室 1966(7)13
軽量鉄骨,木 製パネル
旧 送 信 棟 1966(7)29






旧 食 堂 棟 1967(8)96
木製パ ネル
夏期:隊 員宿舎,冬 期:ト レーニ ングジム














レー ダ ー テ レ メ ー タ ー室
1969(10)
86
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケ ッ トレー ダー,テ レメー ター
ー
コ ン トロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)
22
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移 設
夏期:し らせヘ リコプター管制
発 射 台 1970(!l)135
高床,鉄 骨,タ ー ンテーブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発射




































送 信 棟 1975(16)72
木製パネル
短波通信送信機室




電 離 層 棟 1977(18)101
高床,木 製パ ネル
電離層観測,大 小便所














48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所
高床,木 製パ ネル`1壬i7芒崔見1貝lj
鉄骨2階,鋼 板パ ネル,木 一製パ ネル
`300KVA発 電機1基,200KVA発 電 機2基,冷 凍 ・冷蔵 食糧庫,


































パ イプ,断 熱 シー ト
航 空 ・建築物 品庫,木Il作 業
業 1986(27)289
.鍔 ぐ胃'
,霊 園†反ノミネ ノレ,木 製 ノくネ ノレ







































:1階 鉄骨,2・3階 集成材,鋼 板 ・木 製パ ネル
一ー一、隊 長室,.厨 房,食 堂,医 務室1-一体育娯楽 室,図,彗:室,.51失・胃',i岡 干反バ ネノレ
ミゴ ミ焼却
1--
1気 水圏 ボ ン ベ
!第IHFレ ー ダー小 屋
L－ 一1r_fi_
4










1994,95高 床,鉄 骨,鋼 板 パ ネル
290主 要剖lj重星各
1995(36).高 床,冷 凍庫 パ ネル改 造
27観 測用 ボ ンベ格納
1995(36「 一ー一1一高床,冷 凍庫 バ ネ廠 造一 一一 一
16 .一 興 ル ー ダ噺 測 一 一ーー 一.一、
1996(37)ミ 高床,冷 凍庫 パ ネル改造
23HFレ ー ダー観 測
1996(37)1鉄 骨2階,鋼 板 パ ネル,木 一製パ ネル
454 、一ー一 壷速 庫,冷 蔵庫,設 営 倉座,設 営 事務 室
1996〔37,)ミ ノtく婁曼ノ9才、ノレ





















通 路 棟(増 築 部 分)
汚 水 処 理 棟 通 路


































MFレ ー ダ ー 観 測 小t-i{-
47棟




昭和 基地 の南東 約270kmの 内 陸氷床 上(70°41'53"S,44°19'54"E,標高 約2,200m)に ある この基 地 は第11次(昭
和45年)に コルゲー ト棟 を設置 したの を始 め として年 々拡 充 され たが,27次 隊で閉鎖 され,28次 隊 か らは無 人観測点
と して機 能 して いる。
(1)建 設物
雪面 下 に コルゲー ト棟,観 測棟,居 住 棟,ポ ー レ ックス棟,超 高層観測 室,医 療 棟の 計6棟,延 床 面積106m2の 建
物 の他,ト レンチ を利用 した発 電機室,ボ ー リング場,雪 洞 に よる実験室 があ る。 また地－ilには,通 信用 ア ンテナ,
30mの 気 象 タワー な どが 設置 されてい る。
(2)電 力等
16kVA(12.8kW)発 電 機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の 暖房 と風 呂 は発 電機 エ ンジ ンの冷却 水熱 を利用 して行 え るよ
うになっている。他の建物 の暖房 は電 気パ ネル ヒー ターが使 用で きる。
みずほ基地平面図
1.コ ル ゲ ー トハ ウ ス
2.}[号 刊本東
3.観 測 棟
4.超 高 層 観 測 室
5.医 療 棟
6.ポ ー レ ッ ク ス 棟
7.雪 氷 倉 庫
8.雪 氷実験室




ハ ッチ部は埋 め もどし域
一126一
3)あ すか観測拠点の施設概要
あすか観 測拠点 は,ブ ラ イ ド湾 か ら約110kmほ ど内陸 に入った氷床 ヒの基地で,第26次 観測 隊か ら建 設が始 まり,
第28次 隊で越 冬が開始 されたが,1991年12月 に越 冬観測が 中断 され,現 在は無 人で気象観測装 置や実験 用の風力発 電













































建物 配置 を図 に示す 。建物総 面積 は約433.6m2で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通路 兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯場棟 か らな
る。
あすか観測拠点配置
一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 一 一{:コー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー ー 一1
1・fi飯 場榊 庫)l
lブ ライド湾方向l








l＼'こ こ≦〉 光 学 棟050100mI























1984(25)[鋼 板 塩 ビ加 一1ニパ ネ ル
小 屋 [25 .9130マ イ ル 点 の 屠fi三ー
一 　
棟
罰 一 ーー 一






100.0[厨 房 ・食 堂 ・通 信 ・
棟
1985(27)1木 製 パ ネ ル
95.Ol発 電 機 室 ・風 呂 ・便




1986(28);木 製 パ ネ ル
r
105.0観 測 室 ・医務室 ・寝
一 一
1986(28)鉄 パ イ プ ラ チ ス ・木
_一 品一 一






? ?ー??? ?? 「
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○電 力
常用電源 と して30kVA(24kW)発 電機2機 が発電棟 に設 置 されてい る。




昭和 基地 の約1.000km南 の氷床 ヒの頂部 に1"・:博す る観測拠点 で,氷 床 ボー リングの ため に1995年2月 よ り越冬 を
開始 した.位 置は,77⊃19'O!"s,39°42'12"Eで,標高は3810mで あ る。
(2)建 言黄牛勿
建物9棟 の総床 面積 は298m2で,発 電棟 ・食堂棟 ・居 住棟 ・観 測棟 な どの地 ヒ施 設 の他,㍗ 面 ドの ドリル作 業室
と掘 削制御室 か らなる 避難施 設を除 く地L建 物 は通路 でつながれ 食糧保存庫 等に使用 している、
ドームふ じ観測拠点建物一覧
∵ ∴ ㌫ ㌘ 床面∵)-1冷 凍庫パネル改造撞
　 　L-一 寸一ー 一' 一ー 一 一ーーー!一 ー ーー一+一 一



































パ イプ トラス,断 熱 帆布
コ






? ? ? ? ??
(3)電 力等
常用電 源 と して28kVA(22.5kW)2基が 発電棟 に設置 され てい る、,この ほかに ドリル作 業室 に掘 削用 と して28
kVA発 電 機1基 が あ る。生活用発電 機は,常 時1基 で運転 してい るが,掘 削用 は必 要 な時 に運転 す る、生 活区 画の
暖 房はエ ンジ ンの余熱 とボ イラーで行 い,造 水 は雪 ブロ ックを融か して行 う。
(4)車 両
物資 の補給 はすべ て昭和 基地か らブル ドーザ,大 型お よび中型雪 ヒ中1を使 って行 う。現地 には これ らの車両 とク
レー ン車,小 型 パ ワー シ ョベル などが ある。
(5)通 信
Ll本 との連絡 は,イ ンマ ルサ ッ ト衛 星通信で 行い,電 話,フ ァックス,テ レックス,カ ラー静Lヒ画伝送(,S,STV)
が利用 で きるが,不 通 になる時間帯が ある、昭和 基地 との定時連 絡は,短 波通 信で行 ってい る。電報 の送受 はすべ
て昭和基 地 を経 由 して行 う.
(6)医 療
毎年1名 の医療 隊員 が滞在 し,健 康管理 と治療 業務 を行 う。医療 器具 は小 型X線 装 置や ポー タブ ル超音 波診 断装
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平成10年 度の南極 地域観測 に係 る資料 整理は,以 下の資料等 につい て実施 され た。
これ らの資 料整理 は順調 に進 み,研 究発 表は,学 会等 にお ける[J頭 発表 の他Memoirs,　 南極資料,　JARE　 Data　 Re-
ports及 び関係学 会誌 にお いて行わ れてい る。




リオ メー ター に よ




1リ オ メー ター,短
ミ波電 界強 度測 定,
1地 磁 気3成 分
`一 ー ー ー ー












8mm磁 気 テ ー プ ・112mテ ー プ




















打 点 記 録 川紙(リ オ メー ター と併 せ て 記釜
一　


















現 地気 圧,海 面気 圧,
気 温,露 点 温 度,蒸 気
圧,風 向 風 速,日 照 時
レ




「 一高 度 約
30kmま で の 気
圧,気 温,風 向,風 速,
-40℃ までの 湿 度
オ ゾ ン分圧 の 鉛 直 分 布;1998.2一
?? ー??




















ヒrhJき,卜'|司 き 長 ぞ皮長1
放 射 甲:の鉛 直 分 布
_一一一_L-一 －
L











1齪 デ ー タ1998.2.1・iftiSd測 記 録,自,;己[i己 銀 紙
,.一 ー一 ….一....↓11?9・1・31jl5イ ンチM('.,.'
ノ・こ会て浮己1蜀1'j,,199S.2.1-.崔 見損|jil'巴里、表
ミ1999.1.313.5イ ン チMO
iた だ し極 夜'期
fi}Jlま1笏ミく)
版 画 紫酬|1躯1,　 lll、1'LJIix'一丁輌 記m"'"一
ミ.1998.6.213.Sイ ・ チM・.1 .(た だ し極夜 期
1横Jlよ 陽ミく)
ト 　　　 　 セ ロ　 　 　 ア











































フ ロ シェ ク ト研 究 観 測 ・宙 空i部門
… 一 ダ ー1二,aW,・ ・t,il、X,、mr、 。e(,、
る 電 蝸1濡 場 観 測ICI。 。,er,.,C,Lrlm
Il-.一..「.一 一 一..一 －u.一.
|プ ロ ジ ェ ク ト研 究 観 測 ・宙 ツ巨部 門ト
.一.・一.一
|窃」丞 オ 角f9・
トメ ー デ ー タ1
　 ロ ブ|
[ プ ロ ジ
ェ ク ト研 究観 測 ・宙 空iW}J
L^一 ー 一.
|{
ミ全天単色イメー ジー 全 天単色オーロラ画像
　
ヤー に よ る オー ロ 「
.7遮則 ⊥ 一..一一ー...一.一..
プ ロ ジ 」一ク ト研 究 観 測 ・宙 空 部1"J
テ レ メ トリ に よ る　 EXOS-D
/YI:律 了㍉㌧1乏・f,1'
L-一一.一..
1ブ 。㌘ クト職 酬{,」.宙梛 凹
















一.一一ーー －ーL-一ーー ーー ーーー 一ー._一.一..一 一.-1





担'[緒`坂 野 井 和 代1
1998.4.25～SVHSビ デ オ テ ー プ
1998.10.103.5イン チMO





















照 人 ・坂野井 和 代
ユ80巻 L目下ア.桓え」也イiJf'ラ七}りF
男 ・坂野井 和 代
?ー




観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 目 木 一 男 ・坂野井 和 代
イ メ ー ジ リ ン グ








モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 坂野井 和 代
フ ィ ル ム 式 全 天
カ メラ観 測
全 天 オ ー ロ ラ画像 1998.3.ト
1998.10.10
FUJIFILMF-250D　 (400ft)
カ ラ ー フ ィル ム
1巻 国立極地研究所
全 天CCDカ メ ラ
観 測
全 天オ ー ロ ラ画 像 1998.3.1～
1998.10.10
DLTテ ー プ 5巻
SIT全 天 カ メ ラ 観
測
全 天 オー ロ ラ画 像 1998.3.1～
1998.10.10
TEAC　 MA-200W
SVHSビ デ オ テ ー プ
4枚
300本
掃 天 フ ォ トメ ー タ
観測
(5577,Hβ)






週 録 バ イナ リー デー タ 1998.3.1～
1998.10.10
1枚
月 録 バ イナ リー デ ー タ 1998.3.1～
1998.10.10
1枚
モ ニ タ リン グ研 究 観 測 ・宙 空 部 門 担 当者 岡 野 章 … ・目 木 一 男
超高層モニタリン
グ観測














8mmビ デ オ テー プ 51本
モ ニ タ リ ング研 究 観 測 ・宙 空 部 門 担 当者 岡 野 章 ・・目 木 … 男 ・坂 野 井 和 代
地磁気観測 地 磁 気 絶 対 観 測
(DJ,F,H,Z)
K.il/dex





3.5イ ン チMO 1枚 匡拉極地研究所




打 点式 チ ャー ト 7冊
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 橋 田 元
エアロゾル数濃度
測定
KOO3カ ウ ン ト 通年 3.5"FI) 2枚 名古屋大学太陽
地球環境研究所
CPC3010カ ウ ン ト 通年 3.5"FD 36枚
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門/地 学部門 担当者 橋 田 元 ・青 木 茂










デ ー タ内 容
一一 一ー.1








光磁 気 デ ィス ク 1枚 国立極地研究所
プ ロ ジ ェ ク ト研 究 観 測 ・気 水 圏 部ド」
,
一重 一 一一.　 「一







1999.10.12一 受信 ロ グ
:D











D1カ セ ッ ト














プ ロ ジェ ク ト研究 観 測 ・気 水圏 部門 担当者 [ll川 和 充 ・鈴 木 啓 助
H72浅 層掘削 掘削記録 1998.19.11-
ll998.9.22!
一.一 一





























































無人気象観測 気 象 デ ー タ
!
ミ




3.5イ ン チFD 1枚 国立極地研究所i
I
気 象 デ ー タ 1998.12.26～
1999.1.15
3.5イ ン チFI) 1枚
モニタリング研究観測 ・気水圏部門/気 象部門
一 一 ー一 一







一 一・ 一 ー 一
3.5"FD
Iプ リ ン タ用 紙










　 一 一.一.一 一 一ー
3.5"FD




観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地 ヒオゾン濃度測 オゾン計出力 通年 3.5"FD 24枚 国 、ン:極地研 究 所
定 プ リ ン タ用 紙 12冊
チ ャー ト紙 12冊
成層圏03NO2観 rl∫視 分 光器C型 通年 3.5"FD 24枚 名古屋大学太陽
測 プ リ ン タ川 紙 1組 地球環境研究所
可'視分 光 器D型 通年 3.5"FD 24枚
プリンタ用紙 1組
門
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 肖二 木 茂
一
超伝導重力計によ 1地 球 潮 汐2秒 サ ンプ リ
|
1998.1.29～ カセ ッ トMT(CT-600N)/TEACI)S-80 13巻 国産 天文台水沢
る連続観測 ン グデ ー タ　(TIDE) 1999.1.31
地球自由振動2秒 サン 1998.1.29～ カ セ ッ トMT(CT-600N)/TEACI)S-80 13巻
プ リ ン グ デ ー タ 1999.1.31
(MoDE)
現地気圧2秒 サンプリ 1998.1.29～ カ セ ッ トMT　 (CT-600N)　 /TEAC　 DS-8013巻
ン グデ一 夕 1999.1.31
地球潮汐 ・地球自由振 1998.1.29～ チ ャ ー ト紙H25-IZ/理 化 電 機6ペ ン式 レ12冊
動 ア ナ ロ グモ ニ ター記
録
1999.L31コ ー ダ ー
現地気圧 ・室温アナロ 1998.1.29～ チ ャ ー ト紙H25-IZ/理 化 電 機6ペ ン式 レ12冊
グモ ニ ター記 録 1999.1.31コ ー ダ ー
一 　
1 傾斜信号アナログモニ 1998.129～ チ ャー ト紙B9501AH/横 河2ペ ン式 レ コ 1ー2冊
i ・一 蹴1ユ999.1.31 ダ ー
[一 ⊥.一 一
}
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 寺 家 孝 明
一' 一一 ー ー ー一






記録ログ 1998.2.9～11 FD 1枚 国 、ン1極地 研究 所
















デ ジ タル記 録
　　 　　　　　　コ 　 　　 　 　












ミ超鱒 勒 、椚 カセ ノトMTに,蹴
i3ii










測 デ ー タ











1汐.地 蜘 ・山 止1998.1.29.
一ロ グ モ ニ ター 記 ,1999.1.31
幽一
超伝 導.重力 計 用チ ャー ト紙 に記録12冊
:
1一 へ`1'
・11Z-FXに よ る 観1998.3～「
ミ1999.ユ
1






巳'、」乏音「;「1「J手 【1、11者 身1里 」11;易1'一
e4000SSTに よ る
測 デ ー タ;
1
「







ト重力計 に よる1998.1.24～.重.力 測定 野 帳 3冊




出 力 アナ ロ グ記 録
1999'2・ 彗
一_一 一一.







1998.2.1～ 感 熱 記録 紙 ・長 時 間連 続 記録 計
ユ999.1.14(8K23)
STS地 震 計 広 帯域
出力 ア ナ ロ グ記 録
「 　 『…ISTS地 震 計POS出 力
`ア ナ ロ グ記録
「一 　-
l　HES,　STS地 震r汁
1デ ジ タル記 録
CMG-40T地 震 計
デ ジ タ ル記 録
1999.1.1・1.～ チ ャ ー ト紙 ・長 時 間 連 続 記 録 計
1999.1.31(R66)
軽}ナ芒1毒ζ岩±或1こ才±5己ナ




.2.1～ チ ャ ー ト紙 ・ハ イ ブ リ ッ
1999.1.312212)
・一十一ー 一ー 一・一ー 一ー一ー一一←一ー一 ・一一
1998.2.1～ エ キ サ バ イ トテ ー フ ・WS
1999.1.31
ミ1997・12・19一 磁 気 デ ・ ス ク(23・MBy・e・ ・
1999.1.31コ ー ダ ー(DRM3b)
1999.1.31{
{
_._一ーー ーー ーー －ーL___
9eotllrbo) 4本











観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 橋 田 元
エ ア ロ ゾ ル ・ガ ス
サ ンプ リン グ
エ ア ロ ゾ ル ・ガ ス
サ ンプ リン グ試料
1998.2.1～
1999.9.30
昭和基地 バ イア ル 600本 名古屋大学太陽
地球環境研究所






昭和基地 シ ー ト 80枚 国立1極地研究所
フ ィル ンエ アサ ン
プ リン グ
ブ イル ンエ ア試 料 1998.9.11～
1998.9.22
H72 ス テ ン レス




ドー ムふ じ 18本
グラブサンプラー
回収気球実験





リュ ツ ォ ・ホ ルム湾 バ イア ル 200本 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 山 田 知 充 ・鈴 木 啓 助
H72浅 層掘削 氷床コア 1998.9.11～
1998.9.22
H72 全 コア 73m 国立極地研究所
ドーム浅層掘削 氷床コア 1998.12.12～
1998.12.24
ドー ムふ じ 全 コア 124m
ドー ム深 層 コ ア 氷床コア 1995.5～
1996.12
ドー ムふ じ コア 372m国立極 地研究
所,北 海道大学
ドー ム トレ ンチ掘
削
氷床表面積雪層 1998.12.21 ドー ムふ じ ブロ ック雪 サ ンプ ル 120k9国立極地研究所















降 雪 ・飛 雪 1998.3.9～
1998.10.31





























採取期間 採取場所 試料の.形態 数量 保管機関
プ ロ ジェ ク ト研 究 観測 ・地 学 剖1門 担当者 小 島 秀 康 ・海 田 博 司・矢 田
? ?、」
宇宙塵採集 宇宙塵 1998.7.29 と っつ き岬
陽石探査





や ま と ・ベ ル ジ カ
テ フロ ン瓶






モニ タ リ ング研 究 観測 ・気 水 圏部 門 担当者 橋 田
?
大気サンプリング










ガラ ス フ ラ ス コ 52本
ガラ ス フ ラ スコ 40本
東北大学理学部
米国ノ・気海剖 ∵
ガ ラ ス フ ラス コ
ス テ ン レ ス






RI総 合 セ ン ター





国 、1/1極地 研 究 所 、




























































総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法第68条 の規定に基づ き学部を持たず大学院だ
けを置 く大学)と して,昭 和63(1988)年10月 に設置された国立大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進 について,中 心的役割 をはたしている大学共同利用機関のうち11研 究機関(高 エ
ネルギー加速器研究機構,国 立極地研究所,国 立遺伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究センター,国 立
天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構(分 子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所)及 び国立
民族学博物館)と の緊密な連携 ・協力の下に,そ れらの優れた人材 と研究環境 を基盤 として博 士後期課程の教育研究




国立極地研究所は,平 成5(1993)年 度から総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研
究科に設置された極域科学専攻(博 士後期課程)の 教育研究指導を行うこととなり,18名 の学生が在籍 し,論 文博士
も合わせ,6名 が学位を取得 した。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が 一つの大きな自然系を構
成 している。極域科学は,こ の自然系に係る幅広い研究分野の基礎の上に立ち,地 球の自然 を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程とその相互作用を地球規模のシステム科学として究明することを目的 としている。本専攻において




学 年 氏 名 教育研究指導分野
車 田 毫 一1一極 域 電 磁 圏
!田 中 秀 極 域 水 圏




一ー一 谷 修 也 極 域 水
一 一 ー-十 一 一ー
海老原 祐 輔 ミ極 域 電 磁
大 谷 誠 司⊥ 夜 這 オ、
鈴 木 里 子;極 域 陸
高 田 守 昌 極 域 水
外 田 智 千1 極 域 陸
?
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 域 水 圏
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
福 原 哲 哉 極 域 陸 圏
Ropert-Goudert　 Yan 極 域 水 圏
Michel

















1論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考1
1
rA イメー ジ ングリオメー タを用 いたオー ロラ関連現 象の
7　
博一士













輔 Numerical　 simlllatiol/s　 olUhe　 dyllamics　 ()f　charged　 `　 博 」二1平 成ll年3月24日1ミ




司 ミネズ ミイルカの連続潜水行動に関する行動 ・生理学的1博 士 平成11年3月24口
1
研究[(理 学)1 1一 一一十一一
郎 夏季のサ ウスシェ トラン ド諸島海域 における海洋環境,1博 士 平成11年3月24日 寸論文博士
餌生物(ナ ンキ ョクオ キア ミ ・ハ ダカ イワ シ類)お よ(理 学)
び高次捕食者の時空間分布パターンに関する研究
⊥ 一－L- 一一 一
一141一
VI.　大学院教育に対する協力
大学共同利用機関は,国 立学校設置法弟9条 の規定に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院学生 を受 け入れることが




研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物 理学
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
浦 島 智 京都大学大学院工学研究科
村 田 洋 三 山形大学大学院理学研究科
北 川 英 嗣 電気通信大学大学院電気通信学研究科
横 田 稔 東海大学大学院工学研究科
気 象 ・雪 氷 学
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
極 地 雪 氷 学齋 藤 冬 樹 東京大学大学院理学系研究科
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極 地 気 象 学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極 域 海 洋 学
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極 地 地 形 学 ・ 地 質 学
古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
南 極 固 体 地 球 物 理 学山 内 哲 文 信州大学大学院理学研究科
井 川 秀 雅 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
薪 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
大 濱 妙 子 東京水産大学大学院水産学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
一142一




当図書室は,極 地関係の文献セ ンターとして,南 極 ・北極に関する文献の収集に力 をそそいでいる。 また,研 究 ・
教育機関の図書室として,極 地に関する自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地設営工学,限 石,情 報科学などの分野に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつ とめている。
昭和基地の図書についても,図 書室で収集,管 理をしている。過去5年 間の年度別蔵書数及び増加冊数を2)に,年
度別所蔵雑誌 タイ トル数を3)に 示す。
平成8年ll月 から学術情報センターに接続 し,図 書および雑誌の所蔵情報を提供 している。平成10年 度事業 として,
図書(和 洋共)2,381冊 の所蔵登録をした。現在までの登録所蔵 レコー ド数は,図 書(和 洋共)7,280件,雑 誌(和 洋
共)2,538件 で,図 書については順次遡及入力 を行っている。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数
区 分 平成6年 度 平成7年 度 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度
和 書 5,474 5,605 5,739 5,879 6,069
・(135) (131) (134) (140) (190)
洋 書111,604 11,879 12,173 12,486 12,895













和 書 1,489 1,495 1,508 1,518 1,527















2,7391 2,758 2,798 2,825 2,854
1(29) (19) (40) (27) (29)
手口 朶筐 高志1,827
「
1,962 2,033 2,125 2,194
(84) (135) (71) (92) (69)
洋 雑 誌15,244 15,842 16,403 17,046 17,675
製 本 雑 誌 1(566)1 (598) (561) (643) (629)
17,071計 17,804 18,436 19,171 19,869
(650) (733) (632) (735) (698)
合 計
36,888 38,046 39,146 40,361 41,687
(1,152) (1・158)
_」 一 生100) (1,215)(1,326)
3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数


















当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は 南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Inst,itute　of　Polar　 Research,　 Series　 A,　B,
C,　D,　E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Upper　 Atmosphere　 Physics　 (年1回),
平 成9年 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Resarch　 (Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposilm　 on　Antarctic　 Meteoriteの 継 続 後
誌)(年1回),平 成10年 度 か ら はPolar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Polar　 Geoscience,　 Polar　 Bioscience　 (Pro-
ceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Polar　 Biologyの 継 続 後
誌)(各 年1回),　 JARE　 Date　 Reports　 (不 定 期,10カ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (不 定 期),
Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　the　Natiollal　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),
Catalog　 (不 定 期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成10・年 度 の 研 究 所 成 果 刊 行 物 を2)に,
過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よ び 頁 数 を3)に 示 す 。
2)研 究所成果刊行物




Memoirs　 of　National　 lnstitute　 of　Polar　 Research　 (　2冊)
　 No.　 52:Proceedings　of International　 Symposium　 on　 Environmental　Research　 ill　the　 Antarctic,　 ed.　 by　 M.　 Fukuchi.
253p.July1998.
　 No.　 53:0rigin　 and　 Evolution　 of　Continents　 (Proceedings　 of　the　 International　 Symposium　 "Origin　 and　 Evolution　 of
　 　 Continents",　 13-14　 0ctober　 l997　 at　Tokyo),　 ed.　by　 Y.　Motoyoshi　 and　 K.　 Shiraishi・ 　230　 P・　December　 1998・
Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics
No.12,180P.December1998







　 No.　 12,　 116　 p.　 February　 l999
JARE　 Data　 Reports　 (10冊)
　 No.　 234　 (Glaciology　 27):　 Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 37th　 Japanese　 Alltarctic　 Research　 Expedition　 durin9
　 　 　1996-1997,　 byS.　 Fujita,K.　 Kawada　 andY.　 Fujii,　 46　 P.　 September　 l998.
　 No.　 235　 (Ocearlography　18):　 Oceanographic　data　 of　 t・he　35th　 Japaneg.e　 AIltarctic　 Research　 Expeditioll　 from
　 　 November　 1993　 to　March　 1994,　 byH.Okano　andA.　 Ogawa.　 56　 p.　 October　 1998.
　 No.　 236　 (Seismology　 33):　 Seismological　 bulletin　 of　 Syowa　 Station,　 AIltarctica,　 1997,　 by　 M.　 Kanao・ 　65　 P・
　　　 February　 1999.
No.　 237　 (Earth　 Sci.　 5　):　Geophysical　 dat.a　 in　East　 Dronming　 Maud　 Land,　 Antarc寸.ica,　 obtained　 by　 the　 28th　 Japanese
　 　 　Antarctic　 Research　 Expedition,　 by　 K.　Shibuya　 and　 Y.　Fukuda.　 30　 p.　 March　 1999.
　 No.　 238　 (Meteorology　 32):　 Data　 of　prqiect　 on　 Atmospheric　 Circulation　 and　 Material　 Cycle　 ill　the　 Al/tarctic,　 Part
－144一
　 　 1.Aerological　 so/llldillg　 data　 at　 I)()lne　 I"u.ji　Statioll　 in　 1997,　 by　 N.　 Hirasawa,　 M.　 Hayashi,　 S.　 Kalleto　 and　 T.
　 Yamanouchi.　 183　 p.　 !Nlarcll　 1999.
No.　 239　 (Glaciology　 28):　 Glaciologi(・al　 data　 eollected　 by　 the　 38th　 ,Japanese　 Antarctic　 Research　 ExPeditioIl　 dllrillg
l997-1998,　 by　 H.　 Motoyama.　 Y.　 Kawamllra、 　M.　 Kきmao,　 N.　 Hirasawa,　 S.　 Kaneto　 and　 T.　 Yanlallollchi.　 74　 1).
Mar℃hl999.
No.　 240　 (Iol/osphere　 63}:　 Radio　 obser、 「atioll　data　 at　 Sy()wa　 Statioll,　 AIltarctica　 dm'ing　 l997,　 by　 J.　Ozaki　 alld　 Y.
Makita.1781).ユNlarch　l999.
No.　 241　 (loll(.)sphere　 6・山:　Re(・ords　 ol'　radio　 aurora　 at　Syowa　 Statiol1,　 Alltar(:tica　 ill　l997,　by　 J.　Ozaki、 　M.　 K山iitake
　　and　 K.　 Igarashi.　 13　 p.　 Marcll　 1999.
No.　 242　 (lol/osl)ll(・re　 65):　 HF　 field　 strellgth　 (lata　 Ineasllred　 at　 Syow乏1　 Station,　 Alltarctica　 from　 .Januar.y　to
　 Decem})er,　 1996,　 by　 I.　Yumisashi　 alld　 M.　 1(:hinose.　 15　 p.　 March　 1999.
No・ 　243　 (IJpPer　 Atmosphere　 Pllysics　 17):　 UPper　 almospheI・e　 physics　 obtaiI下ed　 at.　Syowa　 StatioI/　 in　 1997,　by　 S.
　 Takellchi,　 T.　Ookaxva、 　T.　Setogllchi,　 」.　Ozeki,　 M.　 Kikllchi,　 A.　 Kad(.)kmla　 and　 M.　 Taguchi.　 204　 p　 March　 1999.
3)年度別出版冊数及び真数










NIPR　 Arctic　 Data　 Rep.
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3.干IJそ テ4勿 舟隻
極地研 ニュー ス(隔 月)
国立極地研 究所要 覧'98
日本南極 地域 観測 隊第37次 隊 報告(1995～1997)
一115一
珊.一 般 業 務
1.諸 会 議
1)評 議 員 会
研究所の事業計画その他管理運営 に関する重要事項について所長に助言する。
第13期 評議員名簿 (任 期9.9.29～l!.9.28)
秋 本 俊 一一 東京大学名誉教授 清 水 良 一一 統計数理研究所長
今 井 通 子 医師,登 山家 田 中 正 之 東北大学理学部附属大気海洋変動
尾 池 和 夫 京都大学大学院理学研究科長 観測研究センター長
大 門 隆 前国士舘大学常任理事 中 村 洗 慶慮義塾大学名誉教授
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 西 田 篤 弘 宇宙科学研究所長
久 城 育 夫 岡山大学固体地球研究センター長 蓮 實 重 彦 東京大学長
小 泉 千 秋 東京水産大学長 樋 口 敬 二 名古屋市科学館館長
國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 平 野 哲 也 東京大学名誉教授
小 平 桂 一 国立天文台長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授





































































5.南 極地域の環境の保護に関する法律に基づ く第41次 南極地域観測隊の確認申請について
6.そ の他
第90回 運 営協議 員会 平成11年2月23日(火)
議 題
1.教 官 人事 につ いて
2.平 成11年 度 共同研 究 につ いて
3.第41次 南極地域観 測実施計画(案)に つ いて
4.そ の他
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3)南 極 地域 資 源 特 別 委 員 会
(1)南 極鉱物資源特別委員会
所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。





















六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))
10)極 地観測隊員健康判定委員会





































2.職 員 の外 国 出張 等
1)外 国 出 張
澁 谷和 雄 教 授,
岡野 章一 教 授,
小 島秀康 助教授,
橋 田 元 助 手,





渡邉 興亜 教 授
10.4.25～5.3ア メリカ合衆 国
東 久美子 助 教授
10.5.4～5.31カ ナダ
平澤威男 所 長,
山内 恭 教 授,
佐野雅 史 環境影響 企画
室長





和 田 誠 助教授
10.7.5～7.23ノ ル ウェー王 国
神 山孝 吉 教 授
10.7.11～7.23ノ ル ウェー王 国
神 沼克伊 教 授
10.7.14～7.29チ リ共和 国















伊 藤 房 事 業 部 長
10.7.15～7.23
塩 原 国 費 助 教 授
10.7.15～7.25
平 澤 威 男 所 長
10.7.16～7.27
日 目 真 助 教 授
10.7.18～7.26
白 石 和 行 教 授
10.7.18～8.2
内 山 恭 教 授
10.7.18～7.26
佐 藤 夏 雄 教 授
10.7.18～7.27
内 藤 靖 彦 教 授
10.7.19～8.3
山 岸 久 雄 助 教 授
10.7.20～7.26
今 榮 直 也 助 手
10.7.26～8.2
菊 池 雅 行 助 手
10.8.3～8.19
渡 邉 興 亜 教 授
10.8.6～8.9
神 田 啓 史 教 授
10.8.12～8.28











ア イル ラン ド
ア イス ラン ド共和 国























塩 原 国 資 助 教 授
10.8.22～8.30
藤 井 理 行 教 授
10.8.24～9.3
渡 邉 興 亜 教 授
10.8.24～8.31
牛 尾 収 輝 助 手
10.8.25～9.5
福 地 光 男 教 授
10.8.27～9.2
伊 村 智 助 手
10.8.28～9.9
加 藤 明 子 助 手
10.8.28～9.9
渡 邉 興 亜 教 授
10.9.5～9.12
藤 井 理 行 教 授
10.9.5～9.12
加 藤 明 子 助 手
10.9.7～9.10
佐 藤 夏 雄 教 授
10.9.15～9.30
伊 藤 一 助 教 授
10.9.16～9.22
江 尻 全 機 教 授,
麻 生 武 彦 教 授
10.9.19～9.25






ニ ュージー ラン ド
ニ ュー ジー ラン ド
オース トラリア
中華 人民 共和 国
中華 人民 共和 国
オース トラリア




























江 尻全機 教 授,
麻 生武彦 教 授
10.9.26～9.29
佐 藤 夏 雄 教 授
10.10.1～10.3
麻 生武 彦 教 授,
小池 良高 会計課 長
10.10.7～10.11
東 久 美 子 助 教 授
10.10.17～10.24
福 地 光 男 教 授
ユ0.ユ0.24～ ユ1.4
正課 享 助 手
10.11.9～11.18






渡 邉研 太郎 助 教授,
三浦英樹 助 手,
大 ド和久 文部事 務官
10.11.14～ll.3.28
宮 岡 宏 助教授,
堤 雅基 助 手,
古 川晶雄 助 手,
ll藤 栄 助 手,















SUperDARNレ ー ダーと地 ヒ共役点観測 による極域電磁
圏の南北対称性の研究




日米 海色 ワー クシ ョップ出席







平 澤 威 男 所 長
10.ll.15～ll.20
田 口 真 助 教 授
10.11.15～ll.30
伊 村 智 助 手
10.11.30～11.1.29
田 口 真 助 教 授
10.12.1～12.4
塩 原 匡 貴 助 教 授
10.12.1～11.3.1
本 山 秀 明 助 教 授
10.12.5～12.10
神 沼 克 伊 教 授
10.12.5～12.12
和 田 誠 助 教 授
10.12.8～12.24
神 田 啓 史 教 授
ll.1.5～1.11
外 内 博
金 丸 敏 眞
ll.1.10～1.16
伊 藤 一 助 教 授,
森 本 真 司 助 手
ll.1.10～1.29
藤 井 理 行 教 授
11.1.10～1.15






ニュー ジーラ ン ド
南 極地域



























本 山 秀 明 助 教 授
11.1.26～2.4
平 沢 尚 彦 助 手
ll.1.30～3.4
牛 尾 収 輝 助 手,
森 本 真 司 助 手
11.2.3～2.28
佐 藤 夏 雄 教 授
ユ1.2.9～2.21
小 達 恒 夫 助 教 授
11.2.9～2.16
江 尻 全 機 教 授,
麻 生 武 彦 教 授
ll.2.11～2.16
伊 藤 ・ 助 教 授
11.2.20～2.26
新 藤 正 夫
11.2.24～3.2
三 澤 啓 司 助 教 授
ll.2.24～3.2
麻 生 武 彦 教 授,
門 倉 昭 助 手
11.3.6～3.24
福 地 光 男 教 授,
小 達 恒 夫 助 教 授
11.3.7～3.13
若 林 則 子 経 理 係 長
l!.3.7～3.13





ア イスラ ン ド共和 国
カナ ダ























ゴー ドン ・リサーチ ・コンファレンス出席




本 山 秀 明 助 教 授
11.3.14～3.22
藤 井 理 行 教 授
11.3.14～3.28
菊 池 雅 行 助 手
11.3.15～3.25
佐 藤 夏 雄 教 授
11.3.16～3.25
山 岸 久 雄 助 教 授
11.3.16～3.25
神 山 孝 吉 教 授
11.3.16～3.21
内 藤 靖 彦 教 授,
石 井 利 和 事 業 部 長
11.3.18～3.24
飯 嶋 裕 一
ユ1.3.22～3.27
松 里 房 子 図 書 係 長
11.3.22～3.27















牛 尾 収 輝 助 手
10.5.9～5.15






SuperDARNレ ーダー と地 」二共役点観測による極域電磁
圏の南北対称性の研究
SuperDARNレ ー ダー と地{二共役点観測による極域電磁
圏の南北対称性の研究

















和 田 誠 助 教 授
l!.3.16～4.10
中華 人民 共和 国
ノルウェー王 国
ドイツ」重三邦チ≒木口Pl













フ ランス国立 中央科学研究 機構環境氷 河地球物理研 究所 ・一等 管理官
平 成10年1月5日 ～平成10年5月6日
極域 大気 ・雪 氷化学 に関す る研究








ヨセ ブ エルス ター　(JosefElster)
チ ェコ共和 国化学 院植物研 究所植物 生態部 門 ・主幹
平成10年1月8日 ～平 成10年5月7日
氷河域 におけ る藻類 の分類生態









ベ ル ン大学気候環境 変動研究部 門 ・研究 員
平成10年9月1日 ～平成10年12月15日









グ ラハム ウ ィリア ム ホー ジー　(Graham　 William　Hosie)
オース トラ リア南極 ・主任研 究官
平 成11年2月1日 ～平成11年4月30日
極 域 にお ける動 物 プラ ンク トン と環境 変動 に関す る研究





























ジ ョンーブ ノワ シ ャラ ッセ ン　(Jean-Benoit　 Charrasin)
フ ランス国立科 学研究 セ ンター生理 生態エ ネルギー研究所 ・学生
平 成10年11月24日 ～平 成10年12月23日
南 極海ペ ンギ ン類 の捕 食行動 とエ ネルギー ダイナ ミックスの研 究
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Dr.　LAKE、 　S.　〔オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 局 研:究 員)
Dr.ORLI(JKY.0,　 (ス ロ バ キ ア 科 学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 研 究 所)
Dr　 WASILEWSKL　 P.　 〔米 国 航 空 宇'市 局 ゴ ー ダ ー ド宇 宙 セ ン タ ー 研 究 員)
Dr.　HERBER、 　A.　 (ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ー ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員)
Dr」3ALANOV.　 A.　A.　 (ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー 極 東 支 部 海 洋 生 物 学 研 究 所)
Prof.　SOFKO,G.　 (サ ス カ チ ュ ワ ン 大 学 教 授)
Dr.　ALEXANDRO.　 K.　 (サ ス カ チ ュ ワ ン ノく学 助 教 授)
1)r.RASH,J.1ナ タ ー ル ー大学 助 教 授)
Dr.　ERHANI),　 M.　 (ナ タ ー ル 大 学 助 教 授)
Dr.MURRAY,P.　 (ラ ト ロ ー ブ 大 学 助 教 授)
Dr.　RICHARD.　 S.　P.　(ラ トロ ー ブ 大 学 助 教 授)
Dr.BRISTOW,B.　 (ジ ョ ン ス ホ プ キ ン ス ノく学i三 任 研 究 員)
Dr.　FOX,N　 (米 国 航 空 宇 宙 局 研 究 員)
Dr.　BARNES,　 R.　 (ジ ョ ン ス ホ プ キ ン ス 大 学}三 任 研 究 員)
Dr.　RODGER.　 A.　 (一英 国 南 極 調 査 局 研 究 部 長)
Mr.　HANUISE,C.　 (ツ ー ロ ン 大 学 所 所長)
Dr.　STAUNING,　 P.　(デ ン マ ー ク 気 象 研 究 所i三 任 研 究 官)
Dr.　RUOHONIEMI,　 J.　M.　 (ジ ョ ン ス ホ プ キ ン ス 大 学 主 任 研 究 員)
Dr.　THOMAS,　 C.　 (レ ス タ ー 大 学 講}師)
Dr.　MILAN.　 S.　(レ ス タ ー 大 学 講師)
Dr.　THOROLFSSON,　 A.　 (フ ラ ン ス 地 球 惑 星 環 境 研 究 セ ン タ ー 研 究 官)
Prof.　HARRISON,　 P.　(ブ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビ ア ノ〈学 教 授)
Prof.　FORBES,　 J.　M.　 (コ ロ ラ ド 大 学 航 空 宇 宙1:学 科 教 授)
Dr.GOES,」.1.(名 古 屋 大 学 一大 気 水 圏 科 学 研 究 所 外 国 人 研 究 員)
DL　 KOI)YSTYNSKI,　 J.　(ワ ル シ ャ ワ 大 学 教 授)
Dr.　KIPFSTUHL、 　S.　(ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ー ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員)
Dr.THORSTEINSSON,T.　(ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ー ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員!
Dr.　WILLIAMS,　 P.　J.　S.　(ウ ェ ー ル ズ 大 学 物 理 学 部 教 授)
Prof.　SALAMATIN,A.　 N.　 (カ ザ ン 大 学 教 授)
Prof.　STAUFP'ER.　 B.　 (ベ ル ン 大 学 物 理 研 究 所)
Prof.　JOHNSEN,　 S.　J.　(コ ペ ン ハ ー ゲ ン 大 学 教 授)
筆 兆 乾 日)ONG,ZJ　 (中 国 極 地 研 究 所 所 長}
Dr.CROWE、W.　 (ウ ェ ス タ ン オ ー ス ト ラ リ ア 大 学 研 究 員)
Dr.　HALL,　 C、　(ト ロ ム ソ 大 学 物 理 教 室 研 究 員)
Dr.　MAGIERA,　 T.　 (ポ ー ラ ン ド環 境Il学 研 究 所 研'究 員)
Dr.　LEE、 　B.　Y.　 (韓 国 海 洋 調 査 研 究 所)
Prof.　ZHIFANG、 　F.　(成 都 気 象 研 究 所 教 授)
Prof.　BASTOS-RANIOS.　 W.　 P.　(エ ス タ ド ル ポ リ ス タ 大 学 教 授)
Prof.　RODRIGU正 ・IS.E.(サ ン フ ラ ン シ ス コ 大 学 薬 学 部 長)
Dr.　CASTRO、 　A.　P.　[エ ス タ ドル ポ リ ス タ ノく学 助f-)
Dr.　IGNATOV.M.　 1ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー 中 央 植 物 園 研 究 員)
Dr.　SWADLING.　 K.　 (ラ バ ル 大"]f:研 究 員)




Prof.　DEMERS,　 S.　(ケ ベ ッ ク 大 学 教 授)
Prof.　FORTIER,L　 (ラ バ ル 大 学 教 授)
Dr.　IGNATOV,　 M.　S.　(ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー モ ス ク ワ 中 央 植 物 園 研 究 員)






















Dr.ARBALLO,J.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア コニ科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所)
Dr.　ZHOII,　 X.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 工 科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所)
Dr.TSURUTANI,B.　(カ リ フ ォ ル ニ ア 工 科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所)
嵩林　(Prof.QIAN,S.)　 (中 国極地研 究所研 究部長)
恵 榮　(Prof.ZHANG,H.)　 (中 国極地研 究所副所 長)
龍 松(Mr.HE,L)(中 国極 地研究所助 手)
書燕(Mr.LIU,S.)(中 国南極 考察委 員会設営 部長)
波　(Prof.CHEN,B.)　 (中 国極 地研 究所助教授)
胤新　(Mr.YINXIN,Z.)　 (中 国極地研 究所助手)
(コペ ンハー ゲ ン大ー学 教授)
(ニ ュー ヨー ク州立大学 名誉教授)
(バ ー ミンガム大学理 学部教授)
(ト ロムソ大学教授)
(ベ ルギー大学教授)
徳 君(Mr.TAN,D.)(中 国極地研究所研 究員)
(ロ シア極地水 産海洋研究所 海洋陸水環境 部長)































































































































教 授(客 員)海 洋生態学
助教授(客 員)植 物分類学
(極地設営工学研究部門)
























































































































河 野 憲　 rfj
原 田 建
小 池 良 高
イf井 ・ 不1」不日
川 ヒ 四 郎
加 藤 好 孝






























新 藤 正 夫
荒 ノト 年 夫
野元堀 隆








前 田 丁・ 尋
長 坂 悦 朗








































加 藤 幸 作(管 理部会計課施設係長)
千 葉 政 範(事 業部観測協力室設営第二係主任)
言睾 享



































白 石 和 行
山 内 恭
白 石 和 行(図 書室長)
平成10年7月1日
[採 用]






伊 藤 房(事 業部長)
石 井 利 和(文 部省学術国際局学術調査官)
平成10年12月1日
[任 用更 新]




南極 限石研究 セ ンター助 手 山 口 亮
平成11年2月1日
[転 入]
南極阻石研究センター助教授 三 澤 啓 司(神 戸大学助教授理学部)
平成11年2月28日
[退 職]
出 口 橿 男(管 理部庶務課長)
平成11年3月16日
[昇 任]
管理部庶務課課長補佐 飯 嶋 裕 (管理部庶務課庶務係長)
平成11年3月31日
[退 職]
松 里 房 子(図 書室図書係長)













































総研大 ・平成10年 年度国際シンポジウム実施委員会(葉 山)
教官会議,教 授打合せ会
総研大 ・入学式(葉 山)


































































































総研大 ・数物科学研究科教授会(東 条 インペリアルパレス)
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